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経
塚は
弥
勒
信
仰
や
阿
弥
陀
信
仰
な
ど
の
様
々
な
影
響
の
も
と
造
ら
れ
た
。
そ
れ
が
時
代
を
経
る
　
　
　
　
山
瓦
経
に
は
弥
勒
信
仰
の
影
は
薄
く
、
当
時
の
紙
本
経
塚
同
様
、
作
善
業
と
し
て
の
阿
弥
陀
信
仰
の
に
し
た
が
っ
て
、
経
塚
を
造
る
功
徳
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
を
願
う
、
と
い
う
阿
弥
陀
信
仰
に
収
敏
さ
　
　
　
　
所
産
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
、
瓦
経
が
こ
れ
以
後
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
意
味
を
説
く
。
れ
て
いく
。
と
こ
ろ
で
、
紙
に
書
い
た
経
典
を
埋
め
る
一
般
的
な
紙
本
経
塚
以
外
に
、
粘
土
板
に
経
典を
刻
ん
で
焼
き
上
げ
た
も
の
を
埋
納
し
た
瓦
経
塚
が
あ
る
。
紙
が
腐
っ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
瓦
経
は
「不朽
」
な
の
で
、
弥
勒
下
生
の
時
ま
で
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
瓦
経
は
弥勒
信
仰
に
よ
る
経
塚
の
象
徴
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
　同
時
に
作
ら
れ
二
ヶ
所
に
埋
納
さ
れ
た
、
伊
勢
小
町
塚
瓦
経
と
菩
提
山
瓦
経
は
遺
物
が
混
乱
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
拓
本
集
に
、
確
実
に
小
町
塚
か
ら
出
土
し
た
こ
と
が判
る
瓦
経
片
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
遺
物
は
埋
納
当
初
から
混
ざ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
作
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
、
埋
納
、
保
存
に
は
意
が
注
が
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
最
後
の
紀
年
銘
瓦
経
で
あ
る
小
町
塚
・
菩
提
1
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瓦
経
は
粘
土
板
に
経
文
を
刻
み
付
け
た
遺
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
塚
遺
物
の
一
種
で
あ
り
、
製
作
当
初
か
ら
土
中
に
埋
納
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
屋
根
に
葺
く
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
故
に
粘
土
板
経
と
で
も
呼
ん
だ
方
が
誤
解
が
な
く
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
瓦
経
」
あ
る
い
は
「
経
瓦
」
の
用
語
は
古
く
、
江
戸
時
代
に
出
土
し
た
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
に
関
す
る
記
述
で
は
「
寛
政
十
二
年
　
姫
路
須
賀
院
村
常
福
寺
之
山
よ
り
掘
出
候
経
瓦
ハ
…
…
」
「
…
…
扱
其
奉
納
の
瓦
経
の
目
録
…
…
」
な
ど
と
、
寛
政
十
一
年
（
一
八
〇
〇
）
か
ら
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
か
け
て
書
か
れ
た
『
六
臣
謂
筆
　
四
止
』
で
既
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
極
楽
寺
瓦
経
の
願
文
に
も
「
造
清
浄
瓦
其
上
奉
彫
圖
潟
金
剛
界
九
會
法
曼
茶
羅
…
…
又
同
瓦
上
奉
彫
書
罵
實
薩
印
陀
羅
尼
経
…
…
」
な
ど
と
あ
り
、
瓦
の
上
に
曼
茶
羅
あ
る
い
は
経
文
を
彫
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
伊
勢
小
町
塚
瓦
経
の
金
剛
頂
経
上
巻
奥
書
に
も
「
白
甕
瓦
四
三
部
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
。
　
さ
て
、
本
来
瓦
と
は
無
縁
で
あ
る
は
ず
の
遺
物
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
た
め
か
、
瓦
経
は
古
瓦
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
往
々
見
ら
れ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
歴
博
）
の
古
瓦
を
集
め
た
「
宇
野
信
四
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
［
田
熊
・
天
野
編
一
九
九
四
］
に
瓦
経
が
七
点
、
瓦
経
拓
本
集
が
二
冊
、
同
じ
く
「
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
瓦
経
が
五
点
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
拓
本
集
に
は
第
一
集
に
四
三
点
、
第
二
集
に
三
〇
点
も
の
拓
本
が
載
っ
て
お
り
（
重
複
す
る
も
の
が
一
点
あ
る
の
で
、
合
計
七
二
点
）
、
そ
の
大
半
は
現
物
資
料
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
そ
れ
ら
を
復
原
整
理
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
示
す
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
0
瓦
経
の
研
究
史
　
瓦
経
の
研
究
は
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
好
古
趣
味
的
な
収
集
で
あ
る
が
、
各
地
で
そ
れ
ま
で
に
出
土
し
て
い
た
瓦
経
の
拓
本
が
採
ら
れ
、
古
瓦
の
拓
本
集
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
重
要
な
も
の
は
兵
庫
県
神
崎
郡
香
寺
町
常
福
寺
の
裏
山
か
ら
発
見
さ
れ
た
極
楽
寺
瓦
経
で
、
発
見
当
時
の
姫
路
藩
主
酒
井
忠
道
が
採
ら
せ
た
拓
本
が
、
約
五
〇
〇
点
分
残
っ
て
い
る
。
和
田
千
吉
氏
は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
＝
枚
の
願
文
か
ら
、
写
経
の
行
わ
れ
た
場
所
や
願
主
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
［
和
田
一
九
〇
一
］
。
一
九
九
五
～
九
六
年
の
調
査
で
姫
路
城
内
堀
か
ら
、
拓
本
を
採
ら
れ
た
瓦
経
の
現
物
資
料
が
五
一
枚
分
出
土
し
て
い
る
［
姫
路
市
教
育
委
員
会
一
九
九
九
］
。
　
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
経
塚
が
造
ら
れ
た
動
機
の
ひ
と
つ
に
、
末
法
の
世
を
救
う
た
め
弥
勒
如
来
が
こ
の
世
に
下
生
す
る
五
六
億
七
千
万
年
後
ま
で
経
典
を
埋
納
し
て
残
そ
う
と
し
た
、
と
い
う
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
え
が
あ
る
。
一
般
的
な
経
塚
に
見
ら
れ
る
紙
本
経
と
違
い
、
瓦
経
は
不
朽
で
あ
る
。
極
楽
寺
瓦
経
の
願
文
に
も
「
慈
氏
下
生
五
十
六
億
七
千
萬
歳
之
時
為
施
不
懐
不
朽
之
利
益
」
「
瓦
文
不
朽
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
恒
久
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
経
塚
を
弥
勒
信
仰
の
所
産
と
考
え
て
い
た
石
田
茂
作
氏
は
、
中
で
も
保
存
的
意
図
を
最
も
顕
著
に
表
し
て
い
る
遺
物
と
し
て
瓦
経
を
位
置
付
け
た
［
石
田
一
九
二
七
］
。
そ
の
後
、
経
塚
造
営
は
阿
弥
陀
信
仰
ほ
か
様
々
な
意
趣
を
含
ん
で
い
た
と
見
る
諸
氏
も
、
瓦
経
塚
に
関
し
て
は
弥
勒
信
仰
の
影
響
を
強
調
し
た
［
矢
島
一
九
五
七
］
。
一
九
五
八
年
、
岡
山
県
倉
敷
市
安
養
寺
経
塚
群
で
瓦
経
塚
と
し
て
初
め
て
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
遺
構
の
状
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
［
鎌
木
編
一
九
六
三
］
。
そ
れ
は
「
埋
納
に
際
し
て
、
経
文
の
順
序
を
全
く
無
視
し
、
十
種
に
も
の
ぼ
る
経
典
を
、
ま
る
で
カ
ー
ド
を
く
つ
た
様
な
状
態
の
ま
ま
で
、
簡
単
な
掘
り
込
み
の
中
に
埋
め
て
あ
つ
た
」
。
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
両
氏
は
、
従
来
の
願
文
か
ら
の
検
2
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討
で
は
な
く
埋
納
遺
構
か
ら
「
弥
勒
の
世
に
完
全
な
経
典
を
残
そ
う
と
い
う
意
思
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
瓦
経
を
造
り
あ
げ
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い
た
」
と
解
釈
し
た
。
更
に
各
地
の
瓦
経
願
文
の
再
検
討
を
通
じ
、
瓦
経
塚
造
営
も
ま
た
極
楽
往
生
の
た
め
の
作
善
業
に
過
ぎ
ず
、
「
労
力
を
か
け
る
だ
け
功
徳
が
大
き
い
と
す
る
従
来
ま
で
の
「
業
の
功
徳
」
の
思
想
を
根
強
く
残
し
た
も
の
」
と
し
て
、
瓦
経
塚
と
紙
本
経
塚
の
差
を
量
的
な
も
の
と
す
る
見
方
を
提
示
し
た
。
安
養
寺
瓦
経
願
文
に
『
往
生
要
集
』
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
浄
土
思
想
の
強
い
影
響
を
裏
付
け
て
い
る
［
間
壁
一
九
六
五
］
。
杉
山
洋
氏
も
、
複
数
の
経
塚
を
造
営
す
る
例
と
共
に
、
「
埋
納
時
の
重
量
・
体
積
は
格
段
に
多
い
」
瓦
経
塚
を
、
「
当
時
の
作
善
業
に
見
ら
れ
る
多
量
性
へ
の
志
向
」
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
杉
山
氏
は
瓦
経
塚
と
窯
業
地
と
の
密
接
な
関
係
、
更
に
は
「
窯
業
生
産
に
通
じ
た
勧
進
僧
の
存
在
」
に
注
目
し
、
こ
れ
ま
で
の
瓦
経
塚
造
営
の
意
図
と
い
う
内
的
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
立
地
条
件
と
い
う
外
的
要
因
を
も
重
視
し
て
い
る
［
杉
山
一
九
八
五
］
。
　
こ
う
い
っ
た
瓦
経
塚
の
意
義
に
関
す
る
研
究
に
対
し
て
、
瓦
経
の
復
原
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
の
研
究
の
嘱
矢
も
石
田
氏
で
、
各
地
の
瓦
経
片
を
収
集
し
て
一
般
に
瓦
経
は
瓦
経
塚
ご
と
に
規
格
を
持
つ
こ
と
を
明
示
す
る
と
、
そ
れ
ら
を
経
典
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
典
の
種
類
、
瓦
経
一
枚
の
文
字
数
、
行
数
を
明
ら
か
に
し
、
一
経
典
の
書
写
に
費
や
す
瓦
経
の
枚
数
、
更
に
一
瓦
経
塚
全
体
の
瓦
経
の
枚
数
を
算
出
し
、
瓦
経
塚
の
規
模
を
推
定
す
る
と
い
う
方
法
を
立
て
た
［
石
田
一
九
五
八
］
。
一
括
資
料
は
愚
か
完
形
遺
物
も
稀
な
瓦
経
の
研
究
を
行
う
に
は
、
各
地
に
散
逸
し
た
出
土
地
不
明
の
瓦
経
片
の
復
原
と
い
う
基
礎
作
業
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
こ
の
方
面
か
ら
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
網
干
善
教
氏
や
難
波
田
徹
氏
は
、
伯
香
大
日
寺
瓦
経
や
小
町
塚
瓦
経
を
中
心
に
、
各
地
の
博
物
館
や
大
学
、
個
人
所
蔵
の
瓦
経
の
復
原
研
究
を
行
い
、
基
礎
資
料
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
　
そ
の
ほ
か
に
も
諸
氏
に
よ
っ
て
、
京
都
［
杉
山
一
九
八
五
］
や
四
国
［
千
葉
一
九
七
九
］
の
瓦
経
と
い
っ
た
地
域
単
位
の
研
究
や
、
小
町
塚
［
和
田
一
九
八
〇
］
、
極
楽
寺
［
安
藤
一
九
九
七
］
、
美
作
間
山
［
間
壁
一
九
九
三
］
、
筑
前
愛
宕
山
［
高
野
一
九
七
四
］
、
筑
前
飯
盛
山
［
八
尋
一
九
八
二
］
と
い
っ
た
個
々
の
瓦
経
塚
に
関
す
る
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
一
年
に
佐
賀
県
佐
賀
郡
大
和
町
築
山
瓦
経
塚
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
経
巻
が
各
巻
ご
と
に
整
然
と
平
積
み
に
埋
納
さ
れ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
重
要
で
あ
る
［
大
和
町
教
育
委
員
会
一
九
九
四
］
［
松
本
一
九
九
九
］
。
②
小
町
塚
瓦
経
と
菩
提
山
瓦
経
　
小
町
塚
瓦
経
は
、
奥
書
や
共
に
埋
納
さ
れ
た
陶
製
光
背
に
多
く
の
人
名
そ
の
他
が
記
さ
れ
て
お
り
、
奥
村
秀
雄
氏
や
和
田
年
弥
氏
が
詳
細
な
検
討
を
し
て
い
る
［
奥
村
一
九
六
五
］
［
和
田
一
九
八
〇
］
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
町
塚
瓦
経
塚
は
大
願
主
金
剛
仏
子
遵
西
や
沙
門
西
観
を
中
心
に
、
壇
越
度
会
神
主
常
章
、
度
会
春
章
ほ
か
地
元
の
有
力
者
で
あ
る
荒
木
田
氏
、
佐
伯
氏
、
磯
部
氏
の
協
力
の
も
と
造
営
さ
れ
た
。
実
際
に
写
経
を
行
っ
た
の
は
筆
師
僧
遵
西
、
僧
定
禅
、
僧
聖
賢
ら
で
、
承
安
四
年
（
＝
七
四
）
五
月
か
ら
六
月
（
七
月
）
の
日
付
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
伊
勢
菩
提
山
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
瓦
経
に
も
、
大
願
法
主
沙
門
西
観
、
金
剛
仏
子
遵
西
ほ
か
ほ
ぼ
同
様
の
人
名
が
見
ら
れ
、
承
安
四
年
七
月
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
三
河
國
渥
美
郡
伊
良
湖
郷
」
で
製
作
さ
れ
て
お
り
、
一
九
六
六
年
、
実
際
に
愛
知
県
渥
美
郡
渥
美
町
伊
良
湖
字
瓦
場
の
瓦
窯
跡
か
ら
二
点
の
瓦
経
片
が
出
土
し
て
い
る
。
当
時
渥
美
半
島
は
伊
勢
神
宮
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
朝
熊
山
、
蓮
台
寺
滝
ノ
ロ
経
塚
群
を
は
じ
め
、
亀
谷
（
旧
世
義
寺
趾
）
、
丁
塚
、
豆
石
山
経
塚
と
い
っ
た
伊
勢
市
内
や
周
辺
の
多
く
の
経
塚
か
ら
渥
美
産
の
陶
製
経
筒
（
外
容
器
）
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
渥
美
半
島
出
土
の
保
美
瓦
経
、
亀
谷
、
朝
熊
山
経
塚
群
出
土
遺
物
に
は
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
に
現
れ
る
人
名
が
見
ら
れ
、
朝
熊
山
、
蓮
台
寺
滝
ノ
ロ
の
両
経
塚
群
か
ら
は
「
保
元
・
年
六
月
廿
九
日
」
と
記
さ
れ
た
陶
製
経
筒
（
外
容
器
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
経
塚
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
特
定
の
3
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図　伊勢周辺の経塚（1小町塚瓦経塚、2菩提山瓦経塚、3朝熊山経塚群、4蓮台寺滝ノロ経塚群、
　　5亀谷経塚、6丁塚経塚、7豆石山経塚、8保美瓦経塚、9伊良湖瓦窯跡）
勧
進
集
団
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
組
織
が
整
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
集
中
的
に
経
塚
が
造
ら
れ
た
地
域
と
も
言
え
よ
う
。
　
小
町
塚
瓦
経
塚
は
三
重
県
伊
勢
市
浦
口
に
所
在
す
る
。
標
高
二
〇
m
と
比
較
的
低
い
段
丘
上
で
は
あ
る
が
、
眺
望
は
極
め
て
良
く
、
経
塚
に
一
般
的
な
立
地
で
あ
る
。
こ
の
地
は
古
く
か
ら
「
旦
過
村
」
「
天
神
山
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
小
町
塚
瓦
経
の
註
記
も
様
々
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
小
町
塚
瓦
経
塚
は
し
ば
し
ば
菩
提
山
瓦
経
塚
と
混
同
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
両
者
の
瓦
経
は
渥
美
半
島
で
同
時
に
焼
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
物
だ
け
取
り
出
し
て
み
る
と
全
く
区
別
が
つ
か
な
い
。
い
ず
れ
も
遺
跡
は
既
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
確
認
で
き
ず
、
菩
提
山
瓦
経
塚
と
小
町
塚
瓦
経
塚
は
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
向
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
菩
提
山
か
ら
の
出
土
が
確
か
な
瓦
経
が
紹
介
さ
れ
［
津
田
一
九
七
六
］
、
和
田
氏
の
詳
細
な
検
討
か
ら
も
小
町
塚
と
は
別
に
瓦
経
塚
が
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
［
和
田
一
九
九
〇
］
。
だ
が
、
菩
提
山
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
瓦
経
片
と
小
町
塚
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
土
と
伝
え
ら
れ
る
瓦
経
片
が
接
合
す
る
こ
と
も
あ
り
、
個
々
の
破
片
に
記
さ
れ
た
註
記
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
中
に
は
「
伊
勢
菩
提
山
小
町
塚
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
故
に
、
両
瓦
経
は
一
緒
に
し
て
復
原
し
、
そ
の
中
か
ら
確
実
に
小
町
塚
出
土
、
菩
提
山
出
土
と
判
る
も
の
を
抽
出
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
　
「
宇
野
信
四
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
二
冊
の
瓦
経
拓
本
集
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
冊
は
表
紙
に
「
伊
勢
山
田
小
町
家
瓦
経
口
集
」
と
あ
り
、
内
表
紙
に
は
「
伊
勢
小
町
家
瓦
経
／
白
清
題
」
と
記
す
。
奥
書
は
な
い
。
も
う
一
冊
は
表
紙
に
「
伊
勢
山
田
小
町
家
瓦
経
二
集
」
と
あ
り
、
内
表
紙
に
は
「
伊
勢
小
町
家
瓦
経
　
二
」
、
奥
書
に
は
「
大
正
二
年
一
月
亀
田
考
古
堂
子
遊
伊
勢
親
探
小
町
塚
畔
獲
／
瓦
経
数
百
片
予
即
乞
而
収
得
其
大
半
而
拓
残
鹸
以
作
／
是
篇
可
惜
其
物
今
既
散
逸
／
大
正
三
年
十
月
林
若
樹
識
」
と
記
し
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
別
筆
で
「
昭
和
二
九
年
雨
月
／
拝
呈
宇
野
先
生
　
南
條
生
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
（
前
者
を
「
宇
野
拓
一
」
、
後
者
を
「
宇
野
拓
二
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ま
た
個
々
の
瓦
経
に
つ
い
て
は
拓
本
の
順
番
通
り
に
、
4
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「宇
野
拓
一
ー
四
」
「
宇
野
拓
ニ
ー
三
〇
」
な
ど
と
呼
ぶ
。
）
こ
の
二
冊
は
当
初
よ
り
セ
ッ
ト
の
も
の
か
、
後
に
同
じ
装
丁
に
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
「
宇
野
拓
一
⊥
二
〇
」
と
「
宇
野
拓
二
ー
一
六
」
が
同
一
個
体
の
異
拓
な
の
で
、
両
者
は
別
の
来
歴
を
も
ち
、
「
宇
野
信
四
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
収
ま
っ
て
一
緒
に
な
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
の
復
原
過
程
で
示
す
よ
う
に
、
現
物
資
料
が
関
西
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
拓
本
が
「
宇
野
拓
こ
に
二
点
、
「
宇
野
拓
二
」
に
四
点
と
二
冊
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
者
の
遺
物
は
採
集
当
初
か
ら
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
お
り
、
二
冊
の
拓
本
集
は
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
正
二
年
一
月
に
亀
田
考
古
堂
子
が
伊
勢
小
町
塚
で
採
集
し
た
数
百
片
の
瓦
経
を
、
林
若
樹
氏
が
拓
本
に
採
り
、
七
三
片
（
七
二
片
）
の
拓
本
を
大
正
三
年
十
月
に
二
冊
の
拓
本
集
に
ま
と
め
た
。
そ
の
時
に
は
既
に
現
物
は
散
逸
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
こ
の
拓
本
集
は
南
條
生
氏
の
手
を
経
て
、
昭
和
二
六
年
六
月
に
宇
野
信
四
郎
氏
の
も
と
に
収
ま
っ
た
。
そ
し
て
更
に
、
平
成
八
年
に
歴
博
に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
に
な
る
。
拓
本
に
採
ら
れ
た
遺
物
自
体
は
現
在
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
は
所
蔵
先
の
判
る
も
の
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
拓
本
集
に
載
っ
て
い
る
遺
物
に
関
し
て
は
、
来
歴
を
読
む
限
り
、
全
て
小
町
塚
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
前
述
の
通
り
小
町
塚
出
土
と
菩
提
山
出
土
の
瓦
経
で
確
実
に
出
土
地
を
特
定
で
き
る
も
の
は
少
な
く
、
こ
の
二
冊
の
拓
本
集
の
資
料
的
価
値
は
高
く
評
価
で
き
る
。
　
歴
博
は
ほ
か
に
も
数
点
小
町
塚
（
あ
る
い
は
菩
提
山
）
瓦
経
を
所
蔵
し
て
お
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
こ
の
機
会
に
紹
介
し
て
お
く
。
　
以
下
、
復
原
結
果
に
基
い
て
、
法
華
経
（
妙
法
蓮
華
経
）
、
無
量
義
経
、
観
普
賢
経
（仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
）
、
大
日
経
（
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
）
、
金
剛
頂
経
（
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
）
、
蘇
悉
地
経
（
蘇
悉
地
掲
羅
経
）
、
梵
字
臭
連
記
瓦
経
の
順
に
示
す
。
歴
博
所
蔵
資
料
該
当
部
は
太
字
で
表
す
。
法
量
は
最
長
を
示
す
。
ま
た
、
拓
本
は
全
て
縮
尺
二
分
の
一
で
あ
る
。
　
な
お
、
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
は
従
来
の
研
究
で
基
本
的
に
は
両
面
書
写
、
片
面
一
五
行
×
一
七
文
字
と
い
う
規
格
に
沿
っ
て
写
経
さ
れ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
規
格
を
小
町
塚
規
格
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
③
瓦
経
の
復
原
①
法
華
経
巻
第
一
　
一
〇
枚
目
　
宇
野
拓
一
－
二
二
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一
切
漏
已
尽
住
是
最
後
身
如
是
諸
人
等
其
カ
所
不
堪
仮
使
満
世
間
皆
如
舎
利
弗
尽
思
共
度
量
不
能
測
仏
智
正
使
満
十
方
皆
如
舎
利
弗
及
余
諸
弟
子
亦
満
十
方
刹
尽
思
共
度
量
亦
復
不
能
知
辟
支
仏
利
智
無
漏
最
後
身
亦
満
十
方
界
其
数
如
竹
林
斯
等
共
一
心
於
億
無
量
劫
欲
思
仏
実
智
莫
能
知
少
分
新
発
意
菩
薩
供
養
無
数
仏
了
達
諸
義
趣
又
能
善
説
法
如
稲
麻
竹
葦
充
満
十
方
刹
一
心
以
妙
智
於
恒
河
沙
劫
成
皆
共
思
量
不
能
知
仏
智
不
退
諸
菩
薩
其
数
如
恒
沙
一
心
共
思
求
亦
復
不
能
知
又
告
舎
利
弗
無
漏
不
思
議
甚
深
微
妙
法
我
今
已
具
得
唯
我
知
是
相
十
方
仏
亦
然
舎
利
弗
当
知
諸
仏
語
無
異
於
仏
所
説
法
当
生
大
信
力
世
尊
法
久
後
要
当
説
真
実
告
諸
声
聞
衆
及
求
縁
覚
乗
我
令
脱
苦
縛
逮
得
浬
薬
者
仏
以
方
便
力
示
以
三
乗
教
衆
生
処
処
著
引
之
令
得
出
爾
時
大
衆
中
有
諸
声
聞
漏
尽
阿
羅
漢
阿
若
橋
陳
如
等
千
二
百
人
及
発
声
聞
辟
支
仏
心
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
各
作
是
念
今
者
世
尊
何
故
患
勲
称
歎
方
便
而
作
是
言
仏
所
得
法
甚
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①漂∀」酬
謬
量
慈
〉
深
難
解
有
所
言
説
意
趣
難
知
一
切
声
聞
辟
支
仏
所
不
能
及
仏
説
一
解
脱
義
我
等
亦
得
此
法
到
於
浬
葉
而
今
不
知
是
義
所
趣
爾
時
舎
利
弗
知
四
衆
心
疑
自
亦
未
了
而
白
仏
言
世
尊
何
因
何
縁
敗
勲
称
歎
諸
仏
第
一
方
便
甚
深
微
妙
難
解
之
法
我
自
昔
来
未
曾
従
仏
聞
如
是
説
今
者
四
衆
成
皆
有
疑
唯
願
世
尊
敷
演
斯
事
世
尊
何
故
態
勲
称
歎
甚
深
微
妙
難
解
之
法
爾
時
舎
利
弗
欲
重
宣
此
義
而
説
偶
言
慧
日
大
聖
尊
久
乃
説
是
法
自
説
得
如
是
力
無
畏
三
昧
14
　
禅
定
解
脱
等
不
可
思
議
法
道
場
所
得
法
無
能
発
間
者
15
　
我
意
難
可
測
亦
無
能
間
者
無
間
而
自
説
称
歎
所
行
道
　
縦
一
二
・
二
㎝
、
横
九
・
○
㎝
。
表
面
一
〇
～
一
四
行
目
、
裏
面
二
～
五
行
目
。
　
京
都
国
立
博
物
館
（
以
下
京
博
）
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
難
波
田
一
九
八
〇
］
）
と
接
合
し
、
左
下
角
（
表
面
か
ら
見
て
。
以
下
同
様
）
が
判
る
。
小
町
塚
規
格
で
冒
頭
よ
り
割
付
け
る
と
、
法
華
経
一
巻
一
一
枚
目
と
な
り
一
字
の
ず
れ
も
な
く
書
写
さ
れ
て
い
る
。
②
法
華
経
巻
第
二
　
一
〇
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
二
九
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是
時
長
者
而
作
是
念
諸
子
如
此
益
我
愁
悩
今
此
舎
宅
無
一
可
楽
而
諸
子
等
枕
緬
嬉
戯
不
受
我
教
将
為
火
害
即
便
思
惟
設
諸
方
便
告
諸
子
等
我
有
種
種
珍
玩
之
具
妙
宝
好
車
羊
車
鹿
車
大
牛
之
車
今
在
門
外
汝
等
出
来
吾
為
汝
等
造
作
此
車
随
意
所
楽
可
以
遊
戯
諸
子
聞
説
如
此
諸
車
即
時
奔
競
馳
走
而
出
到
於
空
地
離
諸
苦
難
長
者
見
子
得
出
火
宅
住
於
四
衝
坐
師
子
座
而
自
慶
言
我
今
快
楽
此
諸
子
等
生
育
甚
難
愚
小
無
知
而
入
険
宅
多
諸
毒
虫
魑
魅
可
畏
大
火
猛
焔
四
面
倶
起
而
此
諸
子
貧
楽
嬉
戯
我
已
救
之
令
得
脱
難
是
故
諸
人
我
今
快
楽
爾
時
諸
子
知
父
安
坐
皆
詣
父
所
而
白
父
言
願
賜
我
等
三
種
宝
車
如
前
所
許
諸
子
出
来
当
以
三
車
随
汝
所
欲
6
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今
正
是
時
唯
垂
給
与
長
者
大
富
庫
蔵
衆
多
金
銀
瑠
璃
碑
礫
砥
磯
以
衆
宝
物
造
諸
大
車
荘
校
厳
飾
周
市
欄
楯
四
面
懸
鈴
金
縄
絞
絡
真
珠
羅
網
張
施
其
上
金
華
諸
櫻
処
処
垂
下
衆
採
雑
飾
周
市
囲
続
柔
軟
絹
績
以
為
菌
庫
上
妙
細
殼
価
直
千
億
鮮
白
浄
潔
以
覆
其
上
有
大
白
牛
肥
壮
多
力
形
体
妹
好
以
駕
宝
車
多
諸
償
従
而
侍
衛
之
以
是
妙
車
等
賜
諸
子
諸
子
是
時
歓
喜
踊
躍
乗
是
宝
車
遊
於
四
方
嬉
戯
快
楽
自
在
無
擬
告
舎
利
弗
我
亦
如
是
衆
聖
中
尊
世
間
之
父
一
切
衆
生
皆
是
吾
子
深
著
世
楽
無
有
慧
心
三
界
無
安
猶
如
火
宅
衆
苦
充
満
甚
可
怖
畏
常
有
生
老
病
死
憂
患
如
是
等
火
熾
然
不
息
如
来
已
離
三
界
火
宅
寂
然
閑
居
安
処
林
野
今
此
三
界
皆
是
我
有
　
縦
七
・
四
㎝
、
下
角
部
分
。
ゆ
P
横
九
・
三
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
‖
曇
・
②
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
、
一
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
③
法
華
経
巻
三
　
三
枚
目
　
水
木
六
〇
六
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冒
頭
か
ら
一
字
の
ず
れ
も
な
く
、
法
華
経
二
巻
一
称
其
大
小
各
得
生
長
根
茎
枝
葉
華
果
光
色
→
雨
所
及
皆
得
鮮
沢
如
其
体
相
性
分
大
小
所
潤
是
一
而
各
滋
茂
仏
亦
如
是
出
現
於
世
警
如
大
雲
普
覆
一
切
既
出
干
世
為
諸
衆
生
分
別
演
説
諸
法
之
実
大
聖
世
尊
於
諸
天
人
一
切
衆
中
而
宣
是
言
我
為
如
来
両
足
之
尊
出
干
世
間
猶
如
大
雲
充
潤
一
切
枯
槁
衆
生
皆
令
離
苦
得
安
穏
楽
世
間
之
楽
及
浬
繋
楽
諸
天
人
衆
一
心
善
聴
皆
応
到
此
観
無
上
尊
我
為
世
尊
無
能
及
者
安
穏
衆
生
故
現
於
世
為
大
衆
説
甘
露
浄
法
其
法
一
味
解
脱
浬
磐
以
一
妙
音
演
暢
斯
義
常
為
大
乗
而
作
因
縁
我
観
一
切
普
皆
平
等
無
有
彼
此
愛
憎
之
心
我
無
貧
著
亦
無
限
擬
恒
為
一
切
平
等
説
法
如
為
一
人
衆
多
亦
然
常
演
説
法
曾
無
他
事
羅
ヅ
③
7
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去
来
坐
立
終
不
疲
厭
充
足
世
間
如
雨
普
潤
貴
賎
上
下
持
戒
殿
戒
威
儀
具
足
及
不
具
足
正
見
邪
見
利
根
鈍
根
等
雨
法
雨
而
無
惜
倦
一
切
衆
生
聞
我
法
者
随
カ
所
受
住
於
諸
地
或
処
人
天
転
輪
聖
王
釈
梵
諸
王
是
小
薬
草
知
無
漏
法
能
得
浬
繋
起
六
神
通
及
得
三
明
独
処
山
林
常
行
禅
定
得
縁
覚
証
是
中
薬
草
求
世
尊
処
我
当
作
仏
行
精
進
定
是
上
薬
草
又
諸
仏
子
専
心
仏
道
常
行
慈
悲
自
知
作
仏
決
定
無
疑
是
名
小
樹
安
住
神
通
転
不
退
輪
度
無
量
億
百
千
衆
生
如
是
菩
薩
名
為
大
樹
仏
平
等
説
如
一
味
雨
随
衆
生
性
所
受
不
同
如
彼
草
木
所
稟
各
異
仏
以
此
喩
方
便
開
示
種
種
言
辞
演
説
一
法
於
仏
智
慧
如
海
一
滴
我
雨
法
雨
充
満
世
間
一
味
之
法
随
力
修
行
　
縦
五
∴
二
㎝
、
横
四
・
一
㎝
、
厚
一
・
五
㎝
。
表
面
一
一
～
＝
一
行
目
、
裏
面
四
～
五
行
目
。
黄
灰
褐
色
、
灰
黒
色
。
　
冒
頭
よ
り
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
ら
れ
て
お
り
、
一
字
の
ず
れ
も
な
く
法
華
経
三
巻
三
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
④
法
華
経
巻
第
三
　
一
五
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
二
一
123
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
法
我
等
聞
已
皆
共
修
学
世
尊
我
等
志
願
如
来
知
見
深
心
所
念
仏
自
証
知
爾
時
転
輪
聖
王
所
将
衆
中
八
万
億
人
見
十
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β
㌍
ぷ
∴
鋼
葱
　
ル
あ
あ
簗
鑛
六
王
子
出
家
亦
求
出
家
王
即
聴
許
爾
時
彼
仏
受
沙
弥
請
過
二
万
劫
已
乃
於
四
衆
之
中
説
是
大
乗
経
名
妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
仏
所
護
念
説
是
経
已
十
六
沙
弥
為
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
故
皆
共
受
持
調
調
通
利
説
是
経
時
十
六
菩
薩
沙
弥
皆
悉
信
受
声
聞
衆
中
亦
有
信
解
其
余
衆
生
千
万
億
種
皆
生
疑
惑
仏
説
是
経
於
八
千
劫
未
曾
休
廃
説
此
経
已
即
入
静
室
住
於
禅
定
八
万
四
千
劫
是
時
十
六
菩
薩
沙
弥
知
仏
入
室
寂
然
禅
定
各
昇
法
座
亦
於
八
万
四
千
劫
為
四
部
衆
広
説
分
別
妙
法
華
経
一
一
皆
度
六
百
万
億
那
由
佗
恒
河
沙
等
衆
生
示
教
利
喜
令
発
阿
褥
4
8
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多
羅
三
貌
三
菩
提
心
大
通
智
勝
仏
過
八
万
四
千
劫
已
従
三
昧
起
往
詣
法
座
安
詳
而
坐
並
星
口
大
衆
是
十
⊥
ハ
菩
薩
沙
弥
甚
為
希
有
諸
根
通
利
智
慧
明
了
已
曾
供
養
無
量
千
万
億
数
諸
仏
於
諸
仏
所
常
修
梵
行
受
持
仏
智
開
示
衆
生
令
入
其
中
汝
等
皆
当
数
数
親
近
而
供
養
之
所
以
者
何
若
声
聞
辟
支
仏
及
諸
菩
薩
能
信
是
十
六
菩
薩
所
説
経
法
受
持
不
殿
者
是
人
皆
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
如
来
之
慧
仏
告
諸
比
丘
是
十
六
菩
薩
常
楽
説
是
妙
法
蓮
華
経
＝
菩
薩
所
化
六
百
万
億
耶
由
佗
恒
河
沙
等
衆
生
世
世
所
生
与
菩
薩
倶
従
其
聞
法
悉
皆
信
解
以
此
因
縁
得
値
四
万
億
諸
仏
世
尊
干
今
不
尽
諸
比
丘
我
今
語
汝
彼
仏
弟
子
十
六
沙
弥
今
皆
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
於
十
方
国
土
現
在
説
法
有
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妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
爾
時
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
従
仏
聞
是
智
慧
方
便
随
宜
説
法
又
聞
授
諸
大
弟
子
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
記
復
聞
宿
世
因
縁
之
事
復
聞
諸
仏
有
大
自
在
神
通
之
力
得
未
曾
有
心
浄
踊
躍
即
従
座
起
到
於
仏
前
頭
面
礼
足
却
住
↓
面
曙
仰
尊
顔
目
不
暫
捨
而
作
是
念
世
尊
甚
奇
特
所
為
希
有
随
順
世
間
若
干
種
性
以
方
便
知
見
而
為
説
法
抜
出
衆
生
処
処
貧
著
我
等
於
仏
功
徳
言
不
能
宣
唯
仏
世
尊
能
知
我
等
深
心
本
願
爾
時
仏
告
諸
比
丘
汝
等
見
是
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
不
我
常
称
其
於
説
法
人
中
最
為
第
一
亦
常
歎
其
種
種
功
徳
精
勤
護
持
助
宣
我
法
能
於
四
衆
示
教
利
喜
具
足
解
釈
仏
之
正
法
而
大
饒
益
同
梵
行
者
自
捨
如
来
無
能
尽
其
言
論
之
弁
汝
等
　
縦
九
・
二
㎝
、
横
一
四
・
九
㎝
。
表
面
二
～
九
行
目
、
裏
面
七
～
一
四
行
目
。
裏
面
は
非
常
に
不
鮮
明
な
た
め
、
一
二
～
一
四
行
目
の
文
字
は
読
め
な
い
。
　
端
が
な
い
た
め
決
定
的
で
は
な
い
が
、
表
裏
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
表
面
二
～
九
行
目
、
裏
面
七
～
一
四
行
目
と
考
え
る
。
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
法
華
経
三
巻
一
五
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
伊
勢
市
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
品
に
同
一
個
所
を
記
し
た
別
個
体
が
存
在
す
る
。
当
瓦
経
よ
り
一
行
分
前
に
ず
れ
て
書
か
れ
て
お
り
、
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
い
る
。
法
華
経
三
巻
一
五
枚
目
は
二
点
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
⑤
法
華
経
巻
第
四
　
↓
枚
目
　
宇
野
拓
二
⊥
二
〇
12
勿
謂
富
楼
那
但
能
護
持
助
宣
我
法
亦
於
過
去
九
十
億
諸
仏
所
護
持
助
宣
仏
之
正
法
於
彼
説
〔⑤
9
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法
人
中
亦
最
第
一
又
於
諸
仏
所
説
空
法
明
了
通
達
得
四
無
擬
智
常
能
審
諦
清
浄
説
法
無
有
疑
惑
具
足
菩
薩
神
通
之
力
随
其
寿
命
常
修
梵
行
彼
仏
世
人
威
皆
謂
之
実
是
声
聞
而
富
楼
那
以
斯
方
便
饒
益
元
量
百
千
衆
生
又
化
無
量
阿
僧
砥
人
令
立
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
為
浄
仏
土
故
常
作
仏
事
教
化
衆
生
諸
比
丘
富
楼
那
亦
於
七
仏
説
法
人
中
而
得
第
一
今
於
我
所
説
法
人
中
亦
為
第
一
於
賢
劫
中
当
来
諸
仏
説
法
人
中
亦
復
第
一
而
皆
護
持
助
宣
仏
法
亦
於
未
来
護
持
助
宣
無
量
無
辺
諸
仏
之
法
教
化
饒
益
無
量
衆
生
令
立
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
為
浄
仏
土
故
常
勤
精
進
教
化
衆
生
漸
漸
具
足
菩
薩
之
　
縦
六
・
八
㎝
、
横
九
・
一
㎝
。
表
面
八
～
一
二
行
目
、
裏
面
五
～
八
行
目
。
東
京
国
立
博
物
館
（
以
下
東
博
）
所
蔵
品
に
、
小
町
塚
出
土
と
伝
え
る
こ
の
拓
本
の
現
物
資
料
が
あ
る
。
　
関
西
大
学
所
蔵
品
（
1
線
部
、
［
網
干
一
九
八
二
a
］
）
と
接
合
す
る
。
　
法
華
経
四
巻
一
枚
目
で
、
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
い
る
。
⑥
法
華
経
巻
第
四
　
一
〇
枚
目
　
宇
野
拓
一
－
六
・
二
ー
一
五
1234
処
若
説
若
読
若
謂
若
書
若
経
巻
所
住
之
処
皆
応
起
七
宝
塔
極
令
高
広
厳
飾
不
須
復
安
舎
利
所
以
者
何
此
中
已
有
如
来
全
身
此
塔
応
以
一
切
華
香
理
路
絹
蓋
瞳
旛
伎
楽
歌
頒
供
養
恭
敬
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尊
重
讃
歎
若
有
人
得
見
此
塔
礼
拝
供
養
当
知
是
等
皆
近
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
薬
王
多
有
人
在
家
出
家
行
菩
薩
道
若
不
能
得
見
聞
読
諦
書
持
供
養
是
法
華
経
者
当
知
是
人
未
善
行
菩
薩
道
若
有
得
聞
是
経
典
者
乃
能
善
行
菩
薩
之
道
其
有
衆
生
求
仏
道
者
若
見
若
聞
是
法
華
経
聞
已
信
解
受
持
者
当
知
是
人
得
近
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
薬
王
讐
如
有
人
渇
乏
須
水
於
彼
高
原
穿
馨
求
之
猶
見
乾
土
知
水
尚
遠
施
功
不
已
転
見
湿
土
遂
漸
至
泥
其
心
決
定
知
水
必
近
菩
薩
亦
復
如
是
若
未
聞
未
解
未
能
修
習
是
法
華
経
当
知
是
人
去
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
尚
遠
若
得
聞
解
思
惟
修
習
必
知
得
近
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
所
以
者
何
一
切
菩
薩
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
皆
属
此
経
此
経
開
方
便
門
示
真
実
相
是
法
華
経
蔵
深
固
幽
遠
無
人
能
到
今
仏
教
化
成
就
菩
薩
而
為
開
示
薬
王
若
有
菩
薩
聞
是
法
華
経
驚
疑
怖
畏
当
知
是
為
新
発
意
菩
薩
若
声
聞
人
聞
是
経
驚
疑
怖
畏
当
知
是
為
増
上
慢
者
薬
王
若
有
善
男
子
善
女
人
如
来
滅
後
欲
為
四
衆
説
是
法
華
経
者
云
何
応
説
是
善
男
子
善
女
人
入
如
来
室
著
如
来
衣
坐
如
来
座
爾
乃
応
為
四
衆
広
説
斯
経
如
来
室
者
一
切
衆
生
中
大
慈
悲
心
是
如
来
衣
者
柔
和
忍
辱
心
是
如
来
座
者
一
切
法
空
是
安
住
是
中
然
後
以
不
惚
怠
心
為
諸
菩
薩
及
四
衆
広
説
是
法
華
経
薬
王
我
10
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宇
野
拓
一
ー
⊥
ハ
は
縦
一
五
・
七
㎝
、
横
八
・
六
㎝
。
表
面
一
～
四
行
目
、
裏
面
一
二
～
一
五
行
目
。
右
上
角
部
分
。
裏
面
欄
外
左
上
に
「
四
巻
十
枚
」
の
丁
付
。
　
宇
野
拓
二
ー
一
五
は
縦
一
〇
・
七
㎝
、
横
九
・
六
㎝
。
表
面
一
～
四
行
目
、
裏
面
一
二
～
一
五
行
目
。
右
下
角
部
分
。
　
京
都
大
学
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
の
部
分
が
あ
る
。
前
二
者
は
接
合
し
、
右
端
部
分
が
全
て
復
原
で
き
る
。
右
端
の
縦
の
長
さ
は
二
四
・
四
㎝
に
な
る
。　
丁
付
か
ら
法
華
経
四
巻
一
〇
枚
目
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
割
付
か
ら
も
小
町
塚
規
格
に
反
し
て
い
な
い
。
灘
藪
，
・
彰
r
鶉
泣
、
鱗
罐
蔑
，
⑥
⑦
法
華
経
巻
第
五
　
宇
野
拓
二
ー
二
一
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一
枚
目
妙
法
蓮
華
経
提
婆
達
多
品
第
十
二
爾
時
仏
告
諸
菩
薩
及
天
人
四
衆
吾
於
過
去
無
量
劫
中
求
法
華
経
無
有
慨
倦
於
多
劫
中
常
作
国
王
発
願
求
於
無
上
菩
提
心
不
退
転
為
欲
満
足
六
波
羅
蜜
勤
行
布
施
心
無
恪
惜
象
馬
七
珍
国
城
妻
子
奴
碑
僕
従
頭
目
髄
脳
身
肉
手
足
不
惜
躯
命
時
世
人
民
寿
命
無
量
為
於
法
故
絹
捨
国
位
委
政
太
子
撃
鼓
宣
令
四
方
求
法
誰
能
為
我
説
大
乗
者
吾
当
終
身
供
給
走
使
時
有
仙
人
来
白
王
言
我
有
大
乗
名
妙
法
蓮
華
経
若
不
違
我
当
為
宣
説
王
聞
仙
言
歓
喜
踊
躍
即
随
仙
人
供
給
所
須
採
果
汲
水
給
薪
設
食
乃
至
以
身
而
作
林
座
身
心
無
倦
干
時
奉
事
経
於
千
歳
為
於
法
故
精
勤
給
侍
令
無
所
之
爾
時
世
尊
欲
重
宣
⑦
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此
義
而
説
偶
言
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我
念
過
去
劫
為
求
大
法
故
難
作
世
国
王
不
貧
五
欲
楽
椎
鐘
告
四
方
誰
有
大
法
者
若
為
我
解
説
身
当
為
奴
僕
時
有
阿
私
仙
来
白
於
大
王
我
有
微
妙
法
世
間
所
希
有
若
能
修
行
者
吾
当
為
汝
説
時
王
聞
仙
言
心
生
大
喜
悦
即
便
随
仙
人
供
給
於
所
須
採
薪
及
果
㎜
随
時
恭
敬
与
情
存
妙
法
故
身
心
無
僻
倦
普
為
諸
衆
生
勤
求
於
大
法
亦
不
為
己
身
及
以
五
欲
楽
故
為
大
国
王
勤
求
獲
此
法
遂
致
得
成
仏
今
故
為
汝
説
仏
告
諸
比
丘
爾
時
王
者
則
我
身
是
時
仙
人
者
今
提
婆
達
多
是
由
提
婆
達
多
善
知
識
故
令
我
具
足
⊥
ハ
波
羅
蜜
慈
悲
喜
捨
三
十
二
相
八
十
種
好
紫
磨
金
色
十
力
四
無
所
畏
四
摂
法
十
八
不
共
神
通
道
力
成
等
正
覚
広
度
衆
生
皆
因
提
婆
達
多
善
知
識
故
告
諸
四
衆
提
婆
達
多
却
後
過
無
量
劫
当
得
成
仏
号
日
天
王
如
来
応
供
正
遍
　
縦
八
・
五
㎝
、
横
九
・
八
㎝
。
表
面
一
～
四
行
目
、
裏
面
一
二
～
一
五
行
目
。
右
下
角
部
分
。
表
面
の
拓
本
は
不
鮮
明
な
た
め
二
行
目
に
一
部
読
め
な
い
個
所
が
あ
る
。　
法
華
経
五
巻
一
枚
目
で
、
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
い
る
。
⑧
法
華
経
巻
第
五
　
三
枚
目
　
宇
野
拓
一
⊥
二
1
乗
空
義
文
珠
師
利
謂
智
積
日
於
海
教
化
其
事
23456
x
註
惑
・
饗
旙
竃
麓
如
此
爾
時
智
積
菩
薩
以
偶
讃
日
大
智
徳
勇
健
化
度
無
量
衆
今
此
諸
大
会
及
我
皆
已
見
演
暢
実
相
義
開
聞
一
乗
法
広
導
諸
群
生
令
速
成
菩
提
文
殊
師
利
言
我
於
海
中
唯
常
宣
説
妙
法
華
経
智
積
菩
薩
問
文
珠
師
利
言
此
経
甚
深
微
妙
諸
12
村木二郎［作善業としての瓦経］
7815　　14　　13　　12　　11　10 9
経
中
宝
世
所
希
有
頗
有
衆
生
勤
如
精
進
修
行
此
経
速
得
仏
不
文
殊
師
利
言
有
婆
端
羅
龍
王
女
年
始
八
歳
智
慧
利
根
善
知
衆
生
諸
根
行
業
得
陀
羅
尼
諸
仏
所
説
甚
深
秘
蔵
悉
能
受
持
深
入
禅
定
了
達
諸
法
於
刹
那
頃
発
菩
提
心
得
不
退
転
弁
才
無
擬
慈
念
衆
生
猶
如
赤
子
功
徳
具
足
心
念
口
演
微
妙
広
大
慈
悲
仁
譲
志
意
和
雅
能
至
菩
提
智
積
菩
薩
言
我
見
釈
迦
如
来
於
無
量
劫
難
行
苦
行
積
功
累
徳
求
菩
薩
道
未
曾
止
　
縦
一
三
・
四
㎝
、
横
一
一
・
七
㎝
。
表
面
一
～
六
行
目
、
裏
面
一
一
～
一
六
行
目
。
右
上
角
部
分
。
表
面
欄
外
右
上
に
「
五
巻
三
」
の
丁
付
が
あ
る
。
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
（
以
下
橿
考
研
）
所
蔵
品
（
ー
線
部
、
［
網
干
一
九
七
九
a
］
）
に
同
］
個
体
の
別
個
所
が
あ
り
、
左
下
角
が
判
る
。
　
丁
付
か
ら
法
華
経
五
巻
三
枚
目
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
宇
野
拓
一
⊥
二
は
経
文
と
同
定
す
る
と
三
一
行
分
書
写
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
橿
考
研
所
蔵
品
か
ら
、
表
面
は
一
五
行
で
終
わ
っ
て
い
る
。
裏
面
の
六
～
一
〇
行
目
の
い
ず
れ
か
一
行
が
欠
落
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
裏
面
を
一
六
行
書
い
た
と
す
る
と
、
小
町
塚
規
格
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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息
観
三
千
大
千
世
界
乃
至
無
有
如
芥
子
許
非
是
菩
薩
捨
身
命
処
為
衆
生
故
然
後
乃
得
成
菩
提
道
不
信
此
女
於
須
奥
頃
便
成
正
覚
言
論
未
詑
時
龍
王
女
忽
現
於
前
頭
面
礼
敬
却
住
一
面
以
偏
讃
日
深
達
罪
福
相
遍
照
於
十
方
微
妙
浄
法
身
具
相
三
十
二
以
八
十
種
好
用
荘
厳
法
身
天
人
所
戴
仰
龍
神
成
恭
敬
一
切
衆
生
類
無
不
宗
奉
者
又
開
成
菩
提
唯
仏
当
証
知
我
聞
大
乗
教
度
脱
苦
衆
生
爾
時
舎
利
弗
語
龍
女
言
汝
謂
不
久
得
無
上
道
是
事
難
信
所
以
者
何
女
身
垢
稜
非
是
法
器
云
何
能
得
無
上
菩
提
仏
道
懸
瞳
経
無
量
劫
勤
苦
積
行
具
修
諸
度
然
後
乃
成
又
女
人
身
猶
有
五
障
一
者
不
得
作
梵
天
王
二
者
帝
釈
三
者
魔
王
四
者
転
輪
聖
王
五
者
仏
身
云
何
女
身
速
得
成
仏
爾
時
龍
女
有
一
宝
珠
価
直
三
千
大
千
世
界
⑨
法
華
経
巻
第
五
　
七
枚
目
　
宇
野
拓
二
ー
七
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詞
薩
行
処
若
菩
薩
摩
詞
薩
住
忍
辱
地
柔
和
善
順
而
不
卒
暴
心
亦
不
驚
又
復
於
法
無
所
行
而
観
諸
法
如
実
相
亦
不
行
不
分
別
是
名
菩
薩
摩
詞
薩
行
処
云
何
名
菩
薩
摩
詞
薩
親
近
処
菩
薩
摩
詞
薩
不
親
近
国
王
王
子
大
臣
官
長
不
親
近
諸
外
道
梵
志
尼
撞
子
等
及
造
世
俗
文
筆
讃
詠
外
書
及
路
伽
耶
陀
逆
路
伽
耶
陀
者
亦
不
親
近
諸
有
凶
戯
相
扱
相
撲
及
那
羅
等
種
種
変
現
之
戯
又
不
親
近
栴
陀
羅
及
畜
猪
羊
難
狗
敗
猟
漁
捕
諸
悪
律
儀
如
是
人
等
或
時
来
者
則
為
説
法
無
所
怖
望
又
不
親
近
求
声
聞
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
亦
不
問
訊
若
於
房
中
若
経
行
処
若
在
講
堂
中
不
共
住
止
或
時
来
者
随
宜
説
法
無
所
怖
求
文
殊
師
利
又
菩
薩
摩
詞
薩
不
応
於
13
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⑨
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女
人
身
取
能
生
欲
想
相
而
為
説
法
亦
不
楽
見
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若
入
他
家
不
与
小
女
処
女
寡
女
等
共
語
亦
復
不
近
五
種
不
男
之
人
以
為
親
厚
不
独
入
他
家
若
有
因
縁
須
独
入
時
但
一
心
念
仏
若
為
女
人
説
法
不
露
歯
笑
不
現
胸
臆
乃
至
為
法
猶
不
親
厚
況
復
余
事
不
楽
畜
年
小
弟
子
沙
弥
小
児
亦
不
楽
与
同
師
常
好
坐
禅
在
於
閑
処
修
摂
其
心
文
珠
師
利
是
名
初
親
近
処
復
次
菩
薩
摩
詞
薩
観
一
切
法
空
如
実
相
不
顛
倒
不
動
不
退
不
転
如
虚
空
無
所
有
性
一
切
語
言
道
断
不
生
不
出
不
起
無
名
無
相
実
無
所
有
無
量
無
辺
無
擬
無
障
但
以
因
縁
有
従
顛
倒
生
故
説
常
楽
観
如
是
法
相
是
名
菩
薩
摩
詞
薩
第
二
親
近
処
爾
時
世
尊
欲
重
宣
此
義
而
説
偶
言
若
有
菩
薩
於
後
悪
世
無
怖
畏
心
欲
説
此
経
応
入
行
処
及
親
近
処
常
離
国
王
及
国
王
子
　
縦
一
二
・
四
㎝
、
横
一
四
・
四
㎝
。
表
面
五
～
一
一
行
目
、
裏
面
三
～
九
行
目
。
　
関
西
大
学
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
網
干
一
九
八
二
a
］
）
に
同
一
個
体
の
別
個
所
が
あ
り
、
右
上
角
が
判
る
。
前
記
三
枚
目
で
一
行
ず
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
れ
ば
一
字
の
ず
れ
も
な
く
、
当
瓦
経
は
法
華
経
五
巻
七
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑩
法
華
経
巻
第
六
　
五
枚
目
　
宇
野
拓
一
－
二
〇
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遠
時
六
百
八
十
万
億
那
由
佗
恒
河
沙
衆
生
得
無
生
法
忍
復
有
千
倍
菩
薩
摩
詞
薩
得
聞
持
陀
羅
尼
門
復
有
一
世
界
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
得
楽
説
無
擬
弁
才
復
有
一
世
界
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
得
百
千
万
億
無
量
旋
陀
羅
尼
復
有
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
能
転
不
退
法
輪
復
有
二
千
中
国
土
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
能
転
清
浄
法
輪
復
有
小
千
国
土
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
八
生
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
復
有
四
四
天
下
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
四
生
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
復
有
三
四
天
下
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
三
生
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
復
有
二
四
天
下
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
二
生
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
復
有
一
四
天
下
微
塵
数
菩
薩
摩
詞
薩
一
生
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
復
有
八
世
界
微
塵
数
衆
生
皆
発
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
仏
説
是
諸
菩
薩
摩
詞
薩
得
大
法
利
時
於
虚
空
中
雨
曼
陀
羅
華
摩
詞
曼
陀
羅
華
以
散
無
量
百
千
万
億
宝
樹
下
師
子
⑩
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座
上
諸
仏
並
散
七
宝
塔
中
師
子
座
上
釈
迦
牟
尼
仏
及
久
滅
度
多
宝
如
来
亦
散
］
切
諸
大
菩
薩
及
四
部
衆
又
雨
細
抹
栴
檀
沈
水
香
等
於
虚
空
中
天
鼓
自
鳴
妙
声
深
遠
又
雨
千
種
天
衣
垂
諸
櫻
略
真
珠
櫻
略
摩
尼
珠
櫻
路
如
意
珠
櫻
路
遍
於
九
方
衆
宝
香
炉
焼
無
価
香
自
然
周
至
供
養
大
会
一
一
仏
上
有
諸
菩
薩
執
持
旛
蓋
次
第
而
上
至
干
梵
天
是
諸
菩
薩
以
妙
音
声
歌
無
量
頒
讃
歎
諸
仏
爾
時
弥
勒
菩
薩
従
座
而
起
偏
祖
右
肩
合
掌
向
仏
而
説
偶
言
仏
説
希
有
法
昔
所
未
曾
聞
世
尊
有
大
力
寿
命
不
可
量
　
縦
七
・
○
㎝
、
横
七
・
○
㎝
。
表
面
一
三
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
三
行
目
。
左
端
部
分
。
　
奈
良
国
立
博
物
館
（
以
下
奈
良
博
）
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
網
干
一
九
七
九
b
］
）
に
同
一
個
体
の
別
個
所
が
あ
り
、
左
上
角
が
判
る
。
　
小
町
塚
規
格
で
冒
頭
か
ら
割
付
け
れ
ば
、
一
字
の
ず
れ
も
な
く
法
華
経
⊥
ハ
巻
五
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑪
法
華
経
巻
第
⊥
ハ
　
七
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
一
七
12345
珍
異
之
飲
食
上
服
与
臥
具
栴
檀
立
精
舎
以
園
林
荘
厳
如
是
等
布
施
種
種
皆
微
妙
尽
此
諸
劫
数
以
回
向
仏
道
若
復
持
禁
戒
清
浄
無
欠
漏
求
於
無
上
道
諸
仏
之
所
歎
若
復
行
忍
辱
住
於
調
柔
地
設
衆
悪
来
加
其
心
不
傾
動
諸
有
得
法
者
懐
於
増
ヒ
慢
為
斯
所
軽
悩
如
是
亦
能
忍
15
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香
油
蘇
燈
供
養
経
巻
是
人
功
徳
無
量
無
辺
能
生
一
切
種
智
阿
逸
多
若
善
男
子
善
女
人
聞
我
説
寿
命
長
遠
深
心
信
解
則
為
見
仏
常
在
者
闇
堀
山
共
大
菩
薩
諸
声
聞
衆
囲
続
説
法
又
見
此
娑
婆
世
界
其
地
瑠
璃
坦
然
平
正
閻
浮
檀
金
以
界
八
道
宝
樹
行
列
諸
台
楼
観
皆
悉
宝
成
其
菩
薩
衆
成
処
其
中
若
有
能
如
是
観
者
当
知
是
為
深
信
解
相
又
復
如
来
滅
後
若
聞
是
経
而
不
段
67815　14　　13　　12　　11　10　　91234567
苦
復
勤
精
進
志
念
常
堅
固
於
無
量
億
劫
一
心
不
僻
怠
又
於
無
数
劫
住
於
空
閑
処
若
坐
若
経
行
除
睡
常
摂
心
以
是
因
縁
故
能
生
諸
禅
定
八
十
億
万
劫
安
住
心
不
乱
持
此
一
心
福
願
求
無
上
道
我
得
］
切
智
尽
諸
禅
定
際
是
人
於
百
千
万
億
劫
数
中
行
此
諸
功
徳
如
上
之
所
説
有
善
男
女
等
聞
我
説
寿
命
乃
至
一
念
信
其
福
過
於
彼
若
人
悉
無
有
一
切
諸
疑
悔
深
心
須
爽
信
其
福
為
如
此
其
有
諸
菩
薩
無
量
劫
行
道
聞
我
説
寿
命
是
則
能
信
受
如
是
諸
人
等
頂
受
此
経
典
願
我
於
未
来
長
寿
度
衆
生
如
今
日
世
尊
諸
釈
中
之
王
道
場
師
子
吼
説
法
元
所
畏
我
等
未
来
世
一
切
所
尊
敬
坐
於
道
場
時
説
寿
亦
如
是
若
有
深
心
者
清
浄
而
質
直
多
聞
能
総
持
随
義
解
仏
語
如
是
諸
人
等
於
此
無
有
疑
又
阿
逸
多
苦
有
聞
仏
寿
命
長
遠
解
其
言
趣
是
人
所
得
功
徳
無
有
限
量
能
起
如
来
無
上
之
慧
何
況
広
聞
是
経
若
教
人
聞
若
自
持
若
教
人
持
若
自
書
若
教
人
書
若
以
華
香
櫻
路
瞳
旛
絹
蓋
　
縦
九
・
五
㎝
、
横
八
・
一
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
下
角
部
分
。
　
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
行
後
ろ
に
ず
れ
て
、
法
華
経
六
巻
七
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑫
法
華
経
巻
第
六
　
一
〇
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
三
六
12345678109
世
尊
滅
度
後
其
有
聞
是
経
若
能
随
喜
者
為
得
幾
所
福
爾
時
仏
告
弥
勒
菩
薩
摩
詞
薩
阿
逸
多
如
来
滅
後
若
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
及
余
智
者
若
長
若
幼
聞
是
経
随
喜
已
従
法
会
出
至
於
余
処
若
在
僧
坊
若
空
閑
地
若
城
邑
巷
阻
聚
落
田
里
如
其
所
聞
為
父
母
宗
親
善
友
知
識
随
力
演
説
是
諸
人
等
聞
已
随
喜
復
行
転
教
余
人
聞
已
亦
随
喜
転
教
如
是
展
転
至
第
五
十
阿
逸
多
其
第
五
十
善
男
子
善
女
人
随
喜
功
徳
我
今
説
之
汝
当
善
聴
若
四
百
万
億
阿
僧
砥
世
界
六
趣
四
16
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生
衆
生
卵
生
胎
生
湿
生
化
生
若
有
形
無
形
有
想
無
想
非
有
想
非
無
想
無
足
二
足
四
足
多
足
如
是
等
在
衆
生
数
者
有
人
求
福
随
其
所
欲
娯
楽
之
具
皆
給
与
之
＝
衆
生
与
満
閻
浮
提
金
銀
瑠
璃
碑
礫
礪
砲
珊
瑚
琉
珀
諸
妙
珍
宝
及
象
馬
車
乗
七
宝
所
成
宮
殿
楼
閣
等
是
大
施
主
如
是
布
施
満
八
十
年
已
而
作
是
念
我
已
施
衆
生
娯
楽
之
具
随
意
所
欲
然
此
衆
生
皆
巳
衰
老
年函
a
召
竿
⑫
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過
八
十
髪
白
面
雛
将
死
不
久
我
当
以
仏
法
而
訓
導
之
即
集
此
衆
生
宣
布
法
化
示
教
利
喜
一
時
皆
得
須
陀
垣
道
斯
陀
含
道
阿
那
含
道
阿
羅
漢
道
尽
諸
有
漏
於
深
禅
定
皆
得
自
在
具
八
解
脱
於
汝
意
云
何
是
大
施
主
所
得
功
徳
寧
為
多
不
弥
勒
白
仏
三
口
世
尊
是
人
功
徳
甚
多
無
量
無
辺
若
是
施
主
但
施
衆
生
一
切
楽
具
功
徳
無
量
何
況
令
得
阿
羅
漢
果
仏
告
弥
勒
我
今
分
明
語
汝
是
人
以
一
切
楽
具
施
於
四
百
万
億
阿
僧
砥
世
界
六
趣
衆
生
又
令
得
阿
羅
漢
果
所
得
功
徳
不
如
是
第
五
十
人
聞
法
華
経
一
偶
随
喜
功
徳
百
分
千
分
百
千
万
億
分
不
及
其
一
乃
至
算
数
縦
＝
・
○
㎝
、
横
九
・
八
㎝
。
表
面
九
～
一
二
行
目
、
裏
面
四
～
七
行
目
。
下
端
部
分
。
　
冒
頭
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
、
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑬
法
華
経
巻
第
七
　
一
一
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
四
三
・
二
ー
一
123456
一
字
の
ず
れ
も
な
く
法
華
経
六
巻
一
〇
・
二
ー
二
六
・
二
ー
二
七
・
　
1
二
為
諸
法
王
此
経
亦
復
如
是
諸
経
中
王
宿
王
華
此
経
能
救
一
切
衆
生
者
此
経
能
令
一
切
衆
生
離
諸
苦
悩
此
経
能
大
饒
益
一
切
衆
生
充
満
其
願
如
清
涼
池
能
満
一
切
諸
渇
乏
者
如
寒
者
得
火
如
裸
者
得
衣
如
商
人
得
主
如
子
得
母
如
渡
得
船
如
病
得
医
如
暗
得
燈
如
貧
得
宝
如
民
得
17
“懸
．
麟嬢
ぶ
翼
鷹
瀦
鶯
苦
議
恒
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王
如
買
客
得
海
如
炬
除
暗
此
法
華
経
亦
復
如
是
能
令
衆
生
離
一
切
苦
一
切
病
痛
能
解
一
切
生
死
之
縛
若
人
得
聞
此
法
華
経
若
自
書
若
教
人
書
所
得
功
徳
以
仏
智
慧
箒
量
多
少
不
得
其
辺
若
書
是
経
巻
華
香
理
略
焼
香
抹
香
塗
香
旛
蓋
衣
服
種
種
之
燈
蘇
燈
油
燈
諸
香
油
燈
膿
葡
油
燈
須
曼
那
油
燈
波
羅
羅
油
燈
婆
利
師
迦
油
燈
那
婆
摩
利
油
燈
供
養
所
得
功
徳
亦
復
無
量
宿
王
華
若
有
人
聞
是
薬
王
菩
薩
本
事
品
者
亦
得
無
量
無
辺
功
徳
若
有
女
人
聞
是
薬
王
菩
薩
本
事
品
能
受
持
者
尽
是
女
身
後
不
復
受
若
如
来
滅
後
後
五
百
歳
中
若
有
女
人
聞
是
経
典
如
説
修
行
於
此
命
終
即
往
安
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
大
菩
薩
衆
囲
続
住
処
生
蓮
華
中
宝
座
之
上
不
復
為
食
欲
所
悩
亦
復
不
為
眼
意
愚
療
所
悩
亦
復
不
為
橋
慢
嫉
妬
諸
垢
所
悩
得
菩
薩
神
通
無
生
法
忍
得
是
忍
已
眼
根
清
浄
以
是
清
浄
眼
根
見
七
百
万
二
千
億
那
由
佗
恒
河
沙
等
諸
仏
如
来
是
時
諸
仏
遥
共
讃
言
善
哉
善
哉
善
男
子
汝
能
於
釈
迦
牟
尼
仏
法
中
受
持
読
請
思
惟
是
経
為
他
人
説
所
得
福
徳
無
量
無
辺
火
不
能
焼
水
不
能
漂
汝
之
功
徳
千
仏
共
説
不
能
令
尽
汝
今
已
能
破
諸
魔
賊
壊
生
死
軍
諸
余
怨
敵
皆
悉
擢
滅
善
男
子
百
千
諸
仏
以
神
通
力
共
守
護
汝
於
宇
野
拓
一
ー
四
三
は
縦
七
・
七
㎝
、
横
一
七
・
六
㎝
。
表
面
一
～
九
行
目
、
裏
面
七
～
一
五
行
目
。
右
上
角
部
分
。
　
宇
野
拓
二
ー
＝
は
縦
＝
一
・
七
㎝
、
横
一
六
・
二
㎝
。
表
面
一
～
八
行
目
、
裏
面
八
～
一
五
行
目
。
右
下
角
部
分
。
　
宇
野
拓
二
ー
二
六
は
縦
一
七
・
九
㎝
、
横
一
二
・
七
㎝
、
厚
二
・
○
～
二
・
二
㎝
。
表
面
七
～
一
三
行
目
、
裏
面
三
～
九
行
目
。
下
端
部
分
。
　
宇
野
拓
ニ
ー
二
七
は
縦
一
〇
・
○
㎝
、
横
一
六
・
○
㎝
。
表
面
九
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
八
行
目
。
左
上
角
部
分
。
裏
面
欄
外
右
上
に
「
七
巻
十
＝
と
丁
付
。
　
宇
野
拓
一
ー
二
は
縦
一
九
・
○
㎝
、
横
八
・
七
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
下
角
部
分
。
　
こ
れ
ら
五
点
の
拓
本
は
接
合
し
、
縦
二
四
・
五
㎝
、
横
三
〇
・
四
㎝
と
ほ
ぼ
全
面
が
復
原
で
き
る
。
　
裏
面
五
行
八
字
目
は
「
所
」
と
写
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
処
」
と
記
し
て
い
る
。
一
〇
行
目
が
一
六
字
し
か
な
い
が
、
そ
の
分
次
行
に
一
八
字
書
写
し
て
ず
れ
を
戻
し
て
い
る
。
　
丁
付
よ
り
法
華
経
七
巻
一
一
枚
目
と
判
る
が
、
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
全
体
に
三
文
字
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
⑭
法
華
経
巻
第
七
　
一
二
枚
目
　
宇
野
拓
一
⊥
二
七
・
二
ー
一
四
・
ニ
ー
五
・
二
ー
二
四
・
二
ー
二
二
・
1234567
諸
声
聞
辟
支
仏
乃
至
菩
薩
智
慧
禅
定
無
有
与
汝
等
者
宿
王
華
此
菩
薩
成
就
如
是
功
徳
智
慧
之
力
若
有
人
聞
是
薬
王
菩
薩
本
事
品
能
随
喜
讃
善
者
是
人
現
世
ロ
中
常
出
青
蓮
華
香
身
毛
孔
中
常
出
牛
頭
栴
檀
之
香
所
得
功
徳
如
上
所
説
是
故
宿
王
華
以
此
薬
王
菩
薩
本
事
品
嘱
累
於
汝
我
滅
度
後
後
五
百
歳
中
広
宣
流
布
於
閻
一
ー
九
19
、
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浮
提
無
令
断
絶
悪
魔
魔
民
諸
天
龍
夜
叉
鳩
磐
茶
等
得
其
便
也
宿
王
華
汝
当
以
神
通
之
力
守
護
是
経
所
以
者
何
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
若
人
有
病
得
聞
是
経
病
則
消
滅
不
老
不
死
宿
王
華
汝
若
見
有
受
持
是
経
者
応
以
青
蓮
華
盛
満
抹
香
供
散
其
上
散
已
作
是
念
言
此
人
不
久
必
当
取
草
坐
於
道
場
破
諸
魔
軍
当
吹
法
螺
撃
大
法
鼓
度
脱
一
切
衆
生
老
病
死
海
是
故
求
仏
道
者
見
有
受
持
是
経
典
人
応
当
如
是
生
恭
敬
心
説
是
薬
王
菩
薩
本
事
品
時
八
万
四
千
菩
薩
得
解
一
切
衆
生
語
言
陀
羅
尼
多
宝
如
来
於
宝
塔
中
讃
宿
王
華
菩
薩
言
善
哉
善
哉
宿
王
華
汝
成
就
不
可
思
議
功
徳
乃
能
問
釈
迦
牟
尼
仏
如
此
之
事
利
益
元
量
一
切
衆
生
妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
放
大
人
相
肉
髪
光
明
及
放
眉
間
白
毫
相
光
遍
照
東
方
百
八
万
億
那
由
佗
恒
河
沙
等
諸
仏
世
界
過
是
数
已
有
世
界
名
浄
光
荘
厳
其
国
有
仏
号
浄
華
宿
王
智
如
来
応
供
正
遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
仏
世
尊
為
無
量
無
辺
菩
薩
大
衆
恭
敬
囲
続
而
為
説
法
釈
迦
牟
尼
仏
白
毫
光
明
遍
照
其
国
爾
時
一
切
浄
光
荘
厳
国
中
有
一
菩
　
宇
野
拓
一
⊥
二
七
は
縦
九
・
三
㎝
、
四
～
一
五
行
目
。
右
端
部
分
。
横
五
・
六
㎝
。
表
面
一
～
二
行
目
、
裏
面
一
　
宇
野
拓
二
ー
一
四
は
縦
一
〇
・
一
㎝
、
横
九
・
八
㎝
。
表
面
三
～
七
行
目
、
裏
面
九
～
＝
二
行
目
。
　
宇
野
拓
二
ー
五
は
縦
一
二
・
六
㎝
、
横
一
〇
・
二
㎝
。
表
面
三
～
七
行
目
、
裏
面
九
～
＝
二
行
目
。
下
端
部
分
。
　
宇
野
拓
ニ
ー
二
四
は
縦
＝
・
五
㎝
、
横
一
二
・
六
㎝
。
表
面
一
〇
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
六
行
目
。
左
端
部
分
。
裏
面
欄
外
左
中
程
に
「
七
巻
」
の
丁
付
。
　
宇
野
拓
一
ー
九
は
縦
七
・
四
㎝
、
横
九
・
○
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
上
角
部
分
。
　
宇
野
拓
二
ー
二
二
は
縦
一
三
・
四
㎝
、
横
一
〇
・
○
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
下
角
部
分
。
裏
面
欄
外
左
中
程
に
「
十
二
」
の
丁
付
。
　
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
を
記
し
た
破
片
が
あ
り
、
接
合
す
る
。
一
面
が
ほ
ぼ
復
原
で
き
、
縦
二
四
・
七
㎝
、
横
三
一
・
六
㎝
に
な
る
。
　
丁
付
か
ら
法
華
経
七
巻
一
二
枚
目
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
前
記
＝
枚
目
の
直
後
の
瓦
経
だ
が
、
＝
、
一
二
枚
目
の
間
で
コ
切
世
間
天
人
之
中
無
如
汝
者
唯
除
如
来
其
」
の
一
行
が
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
裏
面
七
行
目
か
ら
「
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
」
が
始
ま
り
改
行
す
る
た
め
前
記
瓦
経
以
来
の
三
字
分
の
ず
れ
は
解
消
さ
れ
る
が
、
九
行
目
が
一
六
字
し
か
書
か
れ
な
い
の
で
ま
た
一
字
分
後
ろ
に
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
辺
り
小
町
塚
規
格
の
乱
れ
が
目
に
付
く
。
⑮
法
華
経
巻
第
七
　
三
二
枚
目
　
宇
野
拓
二
ー
一
七
・
一
ー
二
三
1234
遍
照
其
国
爾
時
一
切
浄
光
荘
厳
国
中
有
一
菩
薩
名
日
妙
音
久
巳
植
衆
徳
本
供
養
親
近
無
量
百
千
万
億
諸
仏
而
悉
成
就
甚
深
智
慧
得
妙
瞳
相
三
昧
法
華
三
昧
浄
徳
三
昧
宿
王
戯
三
昧
無
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縁
三
昧
智
印
三
昧
解
一
切
衆
生
語
言
三
昧
集
一
切
功
徳
三
昧
清
浄
三
昧
神
通
遊
戯
三
昧
慧
炬
三
昧
荘
厳
王
三
昧
浄
光
明
三
昧
浄
蔵
三
昧
不
共
三
昧
日
旋
三
昧
得
如
是
等
百
千
万
億
恒
河
沙
等
諸
大
三
昧
釈
迦
牟
尼
仏
光
照
其
身
即
白
浄
華
宿
王
智
仏
三
口
世
尊
我
当
往
詣
娑
婆
世
界
礼
拝
親
近
供
養
釈
迦
牟
尼
仏
及
見
文
珠
師
利
法
王
子
菩
薩
薬
王
菩
薩
勇
施
菩
薩
宿
王
華
菩
薩
上
行
意
菩
薩
荘
厳
王
菩
薩
薬
上
菩
薩
爾
時
浄
華
宿
王
智
仏
告
妙
音
菩
薩
汝
莫
軽
彼
国
生
下
劣
想
善
男
子
彼
娑
婆
世
界
高
下
不
平
土
石
諸
山
稜
悪
充
満
仏
身
卑
小
諸
菩
薩
衆
其
形
亦
小
而
汝
身
四
万
二
千
由
旬
我
身
六
百
八
十
万
由
旬
汝
身
第
一
端
正
百
千
万
福
光
明
殊
妙
是
故
汝
往
莫
軽
彼
国
若
仏
菩
薩
及
国
土
生
下
劣
想
妙
音
菩
薩
白
其
仏
言
世
尊
我
今
詣
娑
婆
世
界
皆
是
如
来
之
力
如
来
神
通
遊
戯
如
来
功
徳
智
慧
荘
厳
於
是
妙
音
菩
薩
不
起
干
座
身
不
動
揺
而
入
三
昧
以
三
昧
力
於
書
闇
堀
山
去
法
座
不
遠
化
作
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
閻
浮
檀
金
為
茎
白
銀
為
葉
金
剛
為
髪
甑
叔
迦
宝
以
為
其
台
爾
時
文
殊
師
利
法
王
子
見
是
蓮
華
而
白
仏
言
世
尊
是
何
因
縁
先
現
此
瑞
有
若
干
千
万
蓮
華
閻
浮
檀
金
為
茎
白
銀
為
葉
金
剛
為
髪
甑
叔
迦
宝
以
為
其
台
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
告
文
殊
師
利
是
妙
音
菩
薩
摩
詞
薩
欲
従
浄
華
宿
王
智
仏
国
22
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宇
野
拓
二
ー
一
七
は
縦
九
・
八
㎝
、
横
一
九
・
五
㎝
。
表
面
一
～
九
行
目
、
裏
面
七
～
一
五
行
目
。
右
下
角
部
分
。
　
宇
野
拓
一
ー
二
三
は
縦
一
〇
・
三
㎝
、
横
九
・
四
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
端
部
分
。
裏
面
欄
外
右
上
に
コ
一
二
の
丁
付
。
　
國
學
院
大
学
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
網
干
一
九
七
七
］
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
部
分
が
あ
り
、
右
上
角
が
判
る
。
表
面
九
行
目
か
ら
裏
面
七
行
目
の
間
で
一
字
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
表
裏
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
裏
面
一
行
目
を
一
八
字
書
写
と
考
え
て
お
く
。
前
記
一
二
枚
目
に
続
く
個
所
な
の
で
、
丁
付
は
「
七
巻
十
三
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
法
華
経
七
巻
一
三
枚
目
で
あ
る
。
⑯
法
華
経
巻
第
七
　
一
四
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
四
二
・
二
ー
二
〇
1234567814　　13　　12　11　10　　9
与
八
万
四
千
菩
薩
囲
続
而
来
至
此
娑
婆
世
界
供
養
親
近
礼
拝
於
我
亦
欲
供
養
聴
法
華
経
文
殊
師
利
白
仏
言
告
尊
是
菩
薩
種
何
善
本
修
何
功
徳
而
能
有
是
大
神
通
力
行
何
三
昧
願
為
我
等
説
是
三
昧
名
字
我
等
亦
欲
勤
修
行
之
行
此
三
昧
乃
能
見
是
菩
薩
色
相
大
小
威
儀
進
止
唯
願
査
尊
以
神
通
力
彼
菩
薩
来
令
我
得
見
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
告
文
殊
師
利
此
久
滅
度
多
宝
如
来
当
為
汝
等
而
現
其
相
時
多
宝
仏
告
彼
菩
薩
善
男
子
来
文
殊
師
利
法
王
子
欲
見
汝
身
干
時
妙
音
菩
薩
於
彼
国
没
与
八
万
四
千
菩
薩
倶
共
発
来
所
経
諸
国
六
種
震
動
皆
悉
雨
於
七
宝
蓮
華
百
千
天
楽
不
鼓
自
鳴
是
菩
薩
目
如
広
大
青
蓮
華
葉
正
使
和
合
百
千
万
月
其
面
貌
端
正
復
15
　
過
於
此
身
真
金
色
無
量
百
千
功
徳
荘
厳
威
徳
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熾
盛
光
明
照
曜
諸
相
具
足
如
那
羅
延
堅
固
之
身
入
七
宝
台
上
昇
虚
空
去
地
七
多
羅
樹
諸
菩
薩
衆
恭
敬
囲
続
而
来
詣
此
娑
婆
世
界
書
闇
堀
山
到
已
下
七
宝
台
以
価
直
百
千
理
路
持
至
釈
迦
牟
尼
仏
所
頭
面
礼
足
奉
上
理
格
而
白
仏
言
世
界
浄
華
宿
王
智
仏
間
訊
世
尊
少
病
少
悩
起
居
軽
利
安
楽
行
不
四
大
調
和
不
古
事
可
忍
不
衆
生
易
度
不
無
多
貧
欲
唄
意
愚
療
嫉
妬
樫
慢
不
無
不
孝
父
母
不
敬
沙
門
邪
見
不
善
心
不
摂
五
惰
不
㈹
尊
衆
生
能
降
伏
諸
魔
怨
不
久
滅
度
多
宝
如
来
在
七
宝
塔
中
来
聴
法
不
又
問
訊
多
宝
如
来
安
穏
少
悩
堪
忍
久
住
不
世
尊
我
今
欲
見
多
宝
仏
身
唯
願
在
尊
示
我
令
見
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
語
多
宝
仏
是
妙
音
菩
薩
欲
得
相
見
時
多
宝
仏
告
妙
音
言
善
哉
善
哉
汝
能
為
供
養
釈
　
宇
野
拓
一
ー
四
二
は
縦
一
〇
・
○
㎝
、
横
一
四
・
三
㎝
。
表
面
一
～
六
行
目
、
裏
面
一
〇
～
一
五
行
目
。
右
下
角
部
分
。
　
宇
野
拓
二
ー
二
〇
は
縦
一
五
・
四
㎝
、
横
九
・
○
㎝
。
表
面
六
～
九
行
目
、
裏
面
七
～
一
〇
行
目
。
下
端
部
分
。
　
宇
野
拓
二
ー
二
九
は
縦
一
〇
・
○
㎝
、
横
一
五
・
六
㎝
。
表
面
八
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
八
行
目
。
左
上
角
部
分
。
裏
面
欄
外
右
上
に
「
七
巻
十
四
」
と
丁
付
。
　
個
人
所
蔵
品
（
1
線
部
、
［
網
干
一
九
七
九
c
］
）
、
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
品
（
ー
線
部
、
［
網
干
一
九
七
九
c
］
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
部
分
が
あ
り
、
右
上
角
が
判
る
。
こ
れ
ら
五
点
は
接
合
し
、
縦
二
四
・
九
㎝
、
横
三
〇
・
八
㎝
と
、
ほ
23

⑰
ぼ
全
面
が
復
原
で
き
る
。
　
裏
面
一
〇
行
四
字
目
の
「
世
」
は
欠
落
し
て
お
り
、
い
る
。
丁
付
か
ら
法
華
経
七
巻
一
四
枚
目
と
判
る
。
⑰
法
華
経
巻
第
八
　
宇
野
拓
一
ー
一
三
枚
目
説
法
応
以
毘
沙
門
身
得
度
者
即
現
毘
沙
門
身
而
為
説
法
応
以
小
王
身
得
度
者
即
現
小
王
身
而
為
説
法
応
以
長
者
身
得
度
者
即
現
長
者
身
而
為
説
法
応
以
居
士
身
得
度
者
即
現
居
士
身
而
為
説
法
応
以
宰
官
身
得
度
者
即
現
宰
官
身
而
為
説
法
応
以
婆
羅
門
身
得
度
者
即
現
婆
羅
門
身
而
為
説
法
応
以
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
得
度
者
即
現
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
而
為
説
法
応
以
長
者
尼
士
宰
官
婆
羅
門
婦
女
身
得
度
者
即
現
婦
女
身
而
為
説
法
応
以
童
男
童
女
身
得
度
者
即
現
童
男
童
女
身
而
為
説
法
応
以
天
龍
夜
叉
乾
闇
婆
阿
修
羅
迦
楼
羅
緊
那
羅
摩
喉
羅
伽
人
非
人
等
身
得
度
者
即
皆
現
之
而
為
説
法
応
以
執
金
剛
神
得
度
者
即
現
執
金
剛
神
而
為
説
法
無
尽
意
是
観
世
音
薩
一
行
一
六
字
書
写
に
な
っ
て
1234567815　　14　　13　　12　　11　　10 91234
薩
成
就
如
是
功
徳
以
種
種
形
遊
諸
国
土
度
脱
衆
生
是
故
汝
等
応
当
一
心
供
養
観
世
音
菩
薩
是
観
世
音
菩
薩
摩
詞
薩
於
怖
畏
急
難
之
中
能
施
無
畏
是
故
此
娑
婆
世
界
皆
号
之
為
施
無
畏
25
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者
無
尽
意
菩
薩
白
仏
言
世
尊
我
今
当
供
養
観
世
音
菩
薩
即
解
頸
衆
宝
珠
理
格
価
直
百
千
両
金
而
以
与
之
作
是
言
仁
者
受
此
法
施
珍
宝
理
格
時
観
世
音
菩
薩
不
肯
受
之
無
尽
意
復
白
観
世
音
菩
薩
言
仁
者
敗
心
我
等
故
受
此
理
略
爾
時
仏
告
観
世
音
菩
薩
当
慰
此
無
尽
意
菩
薩
及
四
衆
天
龍
夜
叉
乾
閾
婆
阿
修
羅
迦
楼
羅
緊
那
羅
摩
喉
羅
伽
人
非
人
等
故
受
是
壊
路
即
時
観
世
音
菩
薩
懲
諸
四
衆
及
於
天
龍
人
非
人
等
受
其
理
路
分
作
二
分
一
分
奉
釈
迦
牟
尼
仏
一
分
奉
多
宝
仏
塔
無
尽
意
観
世
音
菩
薩
有
如
是
自
在
　
縦
二
五
・
○
㎝
、
横
一
六
・
六
㎝
。
厚
一
二
二
～
一
・
四
㎝
。
表
面
八
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
八
行
目
。
左
端
は
全
て
残
る
。
小
町
塚
瓦
経
に
し
て
は
や
や
薄
い
。
　
龍
谷
大
学
所
蔵
拓
本
（
　
線
部
、
［
網
干
一
九
八
二
b
］
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
が
あ
り
、
右
下
角
が
判
る
。
　
表
面
九
行
一
二
字
目
の
「
居
」
を
「
尼
」
と
、
一
五
行
一
七
字
目
の
「
菩
」
を
「
薩
」
と
誤
っ
て
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
面
一
一
行
四
字
目
か
ら
筆
跡
が
変
わ
る
。
こ
れ
は
書
き
手
が
替
わ
っ
た
の
か
同
一
人
で
調
子
が
変
わ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
文
字
と
表
面
一
～
三
行
目
の
文
字
は
筆
跡
が
同
じ
な
の
で
、
（
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
八
行
二
字
目
か
ら
）
二
行
四
字
目
ま
で
は
、
後
か
ら
修
正
が
加
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
冒
頭
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
れ
ば
一
字
の
ず
れ
も
な
く
、
法
華
経
八
巻
三
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑱
観
普
賢
経
　
八
枚
目
　
宇
野
拓
二
ー
二
二
123456
已
復
更
熾
悔
過
七
日
已
多
宝
仏
塔
従
地
涌
出
釈
迦
牟
尼
仏
即
以
右
手
開
其
塔
戸
見
多
宝
仏
入
普
現
色
身
三
昧
一
一
毛
孔
流
出
恒
河
沙
微
塵
数
光
明
一
一
光
明
一
一
有
百
千
万
億
化
仏
此
相
現
時
行
者
歓
喜
讃
悔
遼
塔
満
七
匝
已
多
宝
如
来
出
大
⑱
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音
声
讃
言
法
子
汝
今
真
実
能
行
大
乗
随
順
普
賢
眼
根
繊
悔
以
是
因
縁
我
至
汝
所
為
汝
証
明
説
是
語
巳
讃
言
善
哉
善
哉
釈
迦
牟
尼
仏
能
説
大
法
雨
大
法
雨
成
就
濁
悪
諸
衆
生
等
是
時
行
者
見
多
宝
仏
塔
已
復
至
普
賢
菩
薩
所
合
掌
敬
礼
白
言
大
師
教
我
悔
過
普
賢
復
言
汝
於
多
劫
中
耳
根
因
縁
随
逐
外
声
聞
妙
音
時
心
生
惑
著
聞
悪
声
時
起
百
八
種
煩
悩
賊
害
如
此
悪
耳
報
得
悪
事
恒
聞
悪
声
生
諸
肇
縁
顛
倒
聴
故
当
堕
悪
道
辺
地
邪
見
不
聞
法
処
汝
於
今
日
請
特
大
乗
功
徳
海
蔵
以
是
因
縁
故
見
十
方
仏
多
宝
仏
塔
現
為
汝
証
汝
応
自
当
説
己
過
悪
熾
悔
諸
罪
是
時
行
者
聞
是
語
已
復
更
合
掌
五
体
投
地
而
作
是
言
正
遍
知
世
尊
現
為
我
証
方
等
経
典
為
慈
悲
主
唯
願
観
我
聴
我
所
説
我
従
多
劫
乃
至
今
身
耳
根
因
縁
聞
声
惑
著
如
膠
著
草
聞
諸
悪
時
起
煩
悩
毒
処
処
惑
著
無
暫
停
時
出
此
弊
声
労
我
識
神
墜
堕
三
途
今
始
覚
知
向
諸
世
尊
発
露
俄
悔
既
熾
悔
已
見
多
宝
仏
放
大
光
明
其
光
金
色
遍
照
東
方
及
十
方
界
無
量
諸
仏
身
真
金
色
東
方
空
中
作
是
唱
三
口
此
仏
世
尊
号
日
善
徳
亦
有
無
数
分
身
諸
仏
坐
宝
樹
下
師
子
座
上
結
珈
鉄
坐
是
諸
世
尊
一
切
皆
入
普
現
色
身
三
昧
皆
作
是
縦
一
三
・
五
㎝
、
横
一
　
・
五
㎝
。
表
面
一
　
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
五
行
目
。
左
下
角
部
分
。
　
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
字
の
ず
れ
も
な
く
、
に
復
原
で
き
る
。
⑲
観
普
賢
経
　
一
三
枚
目
　
宇
野
拓
一
　
一
九
1234567812　11　10 9
仏
唯
願
釈
迦
牟
尼
仏
正
遍
知
世
尊
為
我
和
上
文
殊
師
利
具
大
悲
者
願
以
智
慧
授
我
清
浄
諸
菩
薩
法
弥
勒
菩
薩
勝
大
慈
日
憐
懲
我
故
亦
応
聴
我
受
菩
薩
法
十
方
諸
仏
現
為
我
証
諸
大
菩
薩
各
称
其
名
是
勝
大
士
覆
護
衆
生
助
護
我
等
今
日
受
持
方
等
経
典
乃
至
失
命
設
堕
地
獄
受
無
量
苦
終
不
致
誘
諸
仏
正
法
以
是
因
縁
功
徳
力
故
今
釈
迦
牟
尼
仏
為
我
和
上
文
殊
師
利
為
我
阿
闇
梨
当
来
弥
勒
願
授
我
法
十
方
諸
仏
願
証
知
我
大
徳
諸
菩
薩
願
為
我
伴
我
今
依
大
乗
経
典
甚
深
妙
義
帰
依
仏
帰
依
法
帰
依
僧
如
是
三
説
帰
依
三
宝
已
次
当
自
誓
受
六
重
法
受
六
当
瓦
経
は
観
普
賢
経
八
枚
目
⑲
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重
法
已
次
当
勤
修
無
擬
梵
行
発
暖
済
心
受
八
重
法
立
此
誓
已
於
空
閑
処
焼
衆
名
香
散
華
供
養
一
切
諸
仏
及
諸
菩
薩
大
乗
方
等
而
作
是
言
我
於
今
日
発
菩
提
心
以
此
功
徳
普
度
一
切
作
是
語
已
復
更
頂
礼
一
切
諸
仏
及
諸
菩
薩
思
方
等
義
一
日
乃
至
三
七
日
若
出
家
在
家
不
須
和
上
不
用
諸
師
不
白
掲
磨
受
持
読
謂
大
乗
経
典
力
故
普
賢
菩
薩
助
発
行
故
是
十
方
諸
仏
正
法
眼
目
因
由
是
法
自
然
成
就
五
分
法
身
戒
定
慧
解
脱
解
脱
知
見
諸
仏
如
来
従
此
法
生
於
大
乗
経
得
受
記
荊
是
故
智
者
若
声
聞
穀
破
三
帰
及
五
戒
八
戒
比
丘
戒
比
丘
尼
戒
沙
弥
戒
沙
弥
尼
戒
式
叉
摩
尼
戒
及
諸
威
儀
愚
擬
不
善
悪
邪
心
故
多
犯
諸
戒
及
威
儀
法
若
欲
除
滅
令
無
過
患
・。
遍
為
比
丘
具
沙
門
法
当
勤
修
読
方
等
経
典
思
第
一
義
甚
深
空
法
令
此
空
慧
与
心
相
応
当
知
此
人
於
念
念
頃
一
切
罪
垢
永
尽
無
余
是
名
具
足
沙
門
法
戒
具
諸
威
儀
応
受
人
天
一
切
供
養
　
縦
八
・
一
㎝
、
横
七
・
九
㎝
。
表
面
七
～
一
〇
行
目
、
部
分
。
　
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
文
字
の
ず
れ
も
な
く
、
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
二
　
宇
野
三
一
枚
目
裏
面
五
～
九
行
目
。
下
端
当
瓦
経
は
観
普
賢
経
二
二
⑳
1234567815　　14　　13　　12　　11　10 9
男
子
当
説
如
所
通
達
法
界
浄
除
衆
生
界
真
実
語
句
時
普
賢
菩
薩
即
時
住
於
仏
境
界
荘
厳
三
昧
説
元
関
力
真
言
日
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
一
三
歴
多
引
奴
掲
多
二
微
羅
闇
達
摩
浬
闇
多
二
摩
詞
引
摩
詞
四
渉
詞
五
時
弥
勒
菩
薩
住
発
生
普
遍
大
慈
三
昧
説
自
心
真
言
日
南
匿
三
曼
多
勃
駄
楠
一
阿
爾
単
若
耶
．
薩
婆
薩
錘
引
捨
耶
弩
藥
多
二
渉
詞
四
爾
時
虚
空
蔵
菩
薩
入
清
浄
境
界
三
昧
説
自
心
真
言
日
南
歴
三
曼
多
勃
駄
楠
一
阿
去
迦
引
奢
三
魔
多
引
弩
藁
多
二
微
質
恒
蘭
引
縛
羅
達
羅
．
二
渉
詞
四
爾
時
除
一
切
蓋
障
菩
薩
入
悲
力
三
昧
説
真
言
日
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
一
阿
去
薩
睡
係
多
引
毘
庚
合
葉
多
二
恒
藍
仁
恒
藍
仁
藍
藍
．
二
渉
詞
四
28
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1
　
爾
時
観
世
自
在
菩
薩
入
於
普
観
三
昧
説
自
心
2
　
及
春
属
真
言
日
3
　
南
匿
三
曼
多
勃
駄
哺
一
薩
婆
恒
他
上
葉
多
上
縛
4
　
盧
吉
多
二
掲
噌
檸
度
也
三
羅
羅
許
若
聴
声
渉
詞
五
5
　
得
大
勢
真
言
日
6
　
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
髭
髭
索
二
渉
在
詞
三
7
　
多
羅
尊
真
言
日
8
　
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
掲
噌
奴
囁
婆
壕
口
吠
コ
9
移
麗
移
履
泥
三
渉
詞
10
　
大
毘
倶
砥
真
言
日
11
　
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
薩
婆
陪
也
但
羅
に
△
口
散
禰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
　
　
　
　
12
　
コ
許
劇
破
仁
託
也
三
渉
詞
四
13
　
白
処
尊
真
言
日
14
　
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
恒
他
引
葉
多
微
漉
也
三
ニ
ー5
　
婆
去
吠
評
鉢
曇
摩
仁
摩
履
禰
呼
渉
詞
五
　
縦
六
・
一
㎝
、
横
一
二
・
二
㎝
、
厚
二
・
○
㎝
。
表
面
一
～
六
行
目
、
裏
面
一
〇
～
一
五
行
目
。
右
上
角
部
分
。
白
色
～
黄
灰
色
。
表
面
の
縦
罫
線
は
上
枠
線
と
全
て
離
れ
る
が
、
裏
面
は
全
て
接
す
る
。
裏
面
の
罫
線
は
切
合
い
か
ら
縦
罫
線
を
先
に
、
上
枠
線
を
後
に
引
い
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
上
端
角
は
表
裏
面
と
も
雑
な
面
取
り
を
施
す
が
、
側
端
に
は
見
ら
れ
な
い
。
　
個
人
所
蔵
品
（
　
　
線
部
）
、
関
西
大
学
所
蔵
品
（
　
　
線
部
、
［
網
干
　
一
九
七
八
］
）
に
同
一
個
体
の
別
個
所
が
あ
り
、
三
点
は
接
合
す
る
。
　
通
常
に
割
付
け
る
と
、
両
面
で
三
一
行
分
書
写
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
両
面
の
欄
外
の
幅
を
見
る
限
り
片
面
が
一
行
多
い
と
は
考
え
に
く
く
、
両
面
と
も
一
五
行
と
思
わ
れ
る
。
一
行
欠
落
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
一
段
落
二
〇
字
を
一
〇
行
目
一
行
に
書
き
き
っ
た
と
判
断
し
、
復
原
し
た
。
京
博
所
蔵
品
に
一
枚
前
の
瓦
経
が
あ
り
、
「
大
日
二
巻
十
」
の
丁
付
か
ら
二
巻
一
〇
枚
目
と
判
る
。
当
瓦
経
は
一
字
の
ず
れ
も
な
く
そ
れ
に
続
く
の
で
、
大
日
経
二
巻
一
⑳
大
日
経
巻
第
二
　
一
八
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
一
二
・
一
ー
一
六
15　14　　13　12　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　154321
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
藍
勝
仏
頂
真
言
日
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
苫
最
勝
仏
頂
真
言
日
南
麿
三
曼
多
勃
駄
哺
一
賜
火
聚
仏
頂
真
言
日
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
恒
隣
仁
除
障
仏
頂
真
言
日
南
魔
三
曼
多
勃
駄
哺
一
詞
林
仁
世
明
妃
真
言
日
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
・
耽
含
半
含
閻
無
能
勝
真
言
日
南
魔
三
曼
多
勃
駄
哺
一
絆
地
神
真
言
日
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
微
善
設
尼
真
言
日
南
麿
三
曼
多
勃
駄
哺
一
枳
履
郎
波
髪
設
尼
真
言
日
南
麿
三
曼
多
勃
駄
哺
一
禰
履
質
多
童
子
真
言
日
一
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
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，
論
鰯
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
．
餌
履
財
慧
童
子
真
言
日
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
一
係
履
除
疑
怪
真
三
口
日
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
　
詞
娑
難
⑳
11
　
施
一
切
衆
生
元
畏
真
言
日
12
　
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
羅
娑
難
13
除
一
切
悪
趣
真
言
日
14
　
南
匿
三
曼
多
勃
駄
哺
一
特
惜
仁
娑
難
15
　
哀
敗
心
慧
真
言
日
　
宇
野
拓
一
－
一
二
は
、
縦
八
・
二
㎝
、
横
］
○
・
二
㎝
。
表
面
二
～
七
行
目
、
裏
面
＝
～
一
四
行
目
。
下
端
部
分
。
　
宇
野
拓
一
ー
一
六
は
、
縦
九
・
○
㎝
、
横
一
一
・
二
㎝
。
表
面
三
～
八
行
目
、
裏
面
八
～
一
三
行
目
。
両
者
は
接
合
す
る
。
　
京
都
大
学
所
蔵
品
に
「
巻
十
三
」
の
丁
付
を
持
ち
一
三
枚
目
と
判
る
瓦
経
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
真
言
部
分
が
続
く
の
で
一
行
の
文
字
数
、
改
行
個
所
は
不
定
で
あ
る
が
、
割
付
け
て
い
く
と
大
日
経
二
巻
一
八
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
二
　
一
九
枚
目
　
水
木
六
〇
三
・
宇
野
拓
一
－
三
二
・
一
ー
四
〇
1
　
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
一
微
詞
娑
難
2
　
大
慈
生
真
言
日
3
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
語
閲
4
　
大
悲
纏
真
言
日
5
　
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
閻
6
　
除
一
切
熱
悩
真
言
日
7
　
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
．
絡
8
　
不
思
議
慧
真
言
日
9
　
南
匿
三
曼
多
勃
駄
哺
一
汚
10
　
地
蔵
旗
真
言
30
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剰
字
）
宝
処
真
言
日
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
一
難
二
宝
手
真
言
日
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
杉
持
地
真
言
日
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
瞼
　
　
　
ミ
復
次
真
言
日
塵
三
曼
多
勃
糠
竃
『
14　　13　　12　　11　10　　9　　8　　7　　6　　5
宝
印
手
真
言
日
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
乏
賠
A
己
堅
固
意
真
言
日
南
匿
ヨ
曼
劃
哺
一
赦
虚
空
無
垢
真
言
日
南
歴
三
曼
多
勃
駄
哺
一
含
虚
空
慧
真
言
日
南
度
三
曼
多
勃
駄
哺
一
隣
清
浄
慧
真
言
日
南
度
三
曼
多
勃
駄
楠
一
薩
丹
賭
痕
⑳
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15
　
行
慧
真
言
日
　
水
木
六
〇
三
は
縦
五
・
○
㎝
、
横
五
・
九
㎝
、
厚
一
・
九
㎝
。
表
面
一
～
二
行
目
、
裏
面
一
四
～
一
五
行
目
。
右
端
部
分
。
灰
白
色
。
裏
面
側
端
の
角
は
面
取
り
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
の
方
は
押
圧
に
よ
り
角
が
落
ち
て
い
る
の
み
。
裏
面
欄
外
左
上
に
「
＼
二
十
口
」
と
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
宇
野
拓
一
－
四
〇
は
、
縦
一
二
・
三
㎝
、
横
九
・
○
㎝
。
表
面
一
～
四
行
目
、
裏
面
一
二
～
一
五
行
目
。
右
端
部
分
。
　
宇
野
拓
一
⊥
二
二
は
、
繊
一
三
二
二
㎝
、
横
九
・
六
㎝
。
表
面
五
～
九
行
目
、
裏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
面
七
～
二
行
目
。
下
端
部
分
。
関
西
大
学
に
現
物
資
料
が
存
在
す
る
（
［
網
干
一
九
七
八
］
）
。
　
個
人
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
網
干
一
九
七
九
c
］
・
…
線
部
）
に
同
一
個
体
の
別
個
所
が
あ
り
、
左
上
角
部
分
が
判
る
。
五
点
は
接
合
し
、
上
下
、
左
右
の
各
辺
が
押
さ
え
ら
れ
る
。
当
瓦
経
は
縦
二
四
・
七
㎝
、
横
三
〇
・
四
㎝
に
復
原
で
き
る
。
　
表
面
一
二
、
一
三
行
目
は
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
文
句
で
、
こ
れ
以
降
二
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
く
。
ま
た
、
裏
面
一
四
行
一
〇
字
目
は
「
粟
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
「
薩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
れ
を
訂
正
す
る
た
め
横
二
三
行
目
空
白
部
分
）
に
「
棄
」
と
書
い
て
い
る
。
小
町
塚
瓦
経
で
は
経
文
の
誤
写
を
直
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
一
四
行
目
末
は
「
購
痕
」
と
あ
る
べ
き
だ
が
「
賭
痕
」
と
な
っ
て
い
る
。
前
記
一
八
枚
目
に
続
く
瓦
経
で
、
大
日
経
二
巻
一
九
枚
目
と
判
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
二
枚
目
　
水
木
六
〇
一
12
爾
時
毘
盧
遮
那
世
尊
説
是
偶
已
観
察
金
剛
手
等
諸
大
衆
会
告
執
金
剛
言
善
男
子
各
各
当
現
34567815　　14　　13　　12　　11　　10 9
法
界
神
力
悉
地
流
出
句
若
諸
衆
生
見
如
是
法
歓
喜
踊
躍
得
安
楽
住
如
是
説
巳
諸
執
金
剛
為
毘
盧
遮
那
世
尊
作
礼
如
是
法
主
依
所
教
勅
復
請
仏
言
惟
願
世
尊
哀
敗
心
我
等
示
現
悉
地
流
出
句
何
以
故
於
尊
者
薄
伽
梵
前
而
自
宣
示
所
通
達
法
非
是
所
宜
善
哉
世
尊
惟
願
利
益
安
楽
未
来
衆
生
故
時
薄
伽
梵
毘
盧
舎
那
告
］
切
諸
執
金
剛
言
善
哉
善
哉
善
男
子
如
来
所
説
法
毘
奈
耶
称
讃
一
法
所
謂
有
差
若
有
差
善
男
子
善
女
人
見
如
是
法
速
生
二
事
謂
不
作
所
不
応
作
衆
所
称
讃
復
有
二
事
謂
所
未
至
令
至
得
与
仏
菩
薩
同
処
復
有
二
事
謂
住
F
羅
生
於
人
天
善
哉
諦
聴
善
思
念
之
我
当
宣
説
真
言
成
就
流
出
相
⑳
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応
句
諸
流
出
相
応
句
真
言
門
修
菩
提
諸
菩
薩
速
於
是
中
当
得
真
言
悉
地
若
行
者
見
漫
茶
羅
尊
所
印
可
成
就
真
語
発
菩
提
心
深
信
慈
悲
無
有
樫
恪
住
於
調
伏
能
善
分
別
従
縁
所
生
受
持
禁
戒
善
住
衆
学
具
巧
方
便
勇
健
知
時
非
時
好
行
恵
捨
心
無
怖
畏
勤
修
真
言
行
法
通
達
真
言
実
義
常
楽
坐
禅
楽
作
成
就
秘
密
主
讐
如
欲
界
有
自
在
悦
満
意
明
乃
至
一
切
欲
処
天
子
於
此
迷
酔
出
衆
妙
雑
類
戯
笑
及
現
種
種
雑
類
受
用
遍
受
用
授
与
自
所
変
化
他
化
自
在
天
等
而
亦
自
受
用
之
又
善
男
子
如
摩
醗
首
羅
天
有
勝
意
生
明
能
作
三
千
大
千
世
界
衆
生
利
益
化
一
切
受
用
遍
受
用
授
与
浄
居
諸
天
亦
復
自
受
用
之
又
如
幻
術
真
言
能
現
種
種
園
林
人
物
如
阿
修
羅
真
言
現
幻
化
事
如
世
呪
術
摂
毒
及
寒
熱
等
1234567815　14　　13　　12　　11　10　　9
摩
恒
哩
神
真
言
能
作
衆
生
疾
疫
災
属
及
世
間
呪
術
摂
除
衆
毒
及
寒
熱
等
能
変
熾
火
而
生
清
涼
是
故
善
男
子
当
信
如
是
流
出
句
真
言
威
徳
此
真
言
威
徳
非
従
真
言
中
出
亦
不
入
衆
生
不
於
持
諦
者
処
而
有
可
得
善
男
子
真
言
加
持
力
故
法
爾
而
生
元
所
過
越
以
三
時
不
越
故
甚
深
不
思
議
縁
生
理
故
是
故
善
男
子
当
随
順
通
達
不
思
議
法
性
常
不
断
絶
真
言
道
爾
時
世
尊
復
住
三
世
無
擬
力
依
如
来
加
持
不
思
議
力
依
荘
厳
清
浄
蔵
三
昧
即
時
世
尊
従
三
摩
鉢
底
中
出
無
尽
界
元
尽
語
表
依
法
界
力
元
等
力
正
等
覚
信
解
以
一
音
声
四
処
流
出
普
遍
一
切
法
界
与
虚
空
等
元
所
不
至
真
言
日
南
度
薩
婆
但
他
引
葉
帝
腰
頗
峡
微
湿
縛
仁
目
契
弊
賊也
薩
婆
他
阿
三
阿
引
暗
悪
四
　
縦
一
五
・
三
㎝
、
横
六
・
七
㎝
、
厚
一
・
九
㎝
。
表
面
二
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
三
行
目
。
左
端
部
分
。
灰
白
色
～
暗
灰
黒
色
。
裏
面
側
端
の
角
を
面
取
り
す
る
が
、
表
面
は
無
調
整
。
　
同
一
個
体
で
別
個
所
を
記
し
た
資
料
が
東
博
（
　
線
部
）
と
京
都
大
学
（
…
線
部
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
後
者
と
当
瓦
経
は
接
合
す
る
。
　
東
博
所
蔵
品
の
裏
面
欄
外
左
上
に
「
大
日
三
巻
二
」
の
丁
付
が
あ
り
、
大
日
経
三
巻
二
枚
目
と
判
る
。
割
付
け
か
ら
も
一
字
の
ず
れ
も
な
く
、
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
三
枚
目
　
水
木
拓
六
〇
二
1234567811　10 9
正
等
覚
心
従
是
普
遍
即
時
一
切
法
界
諸
声
聞
従
正
等
覚
標
幟
之
音
而
互
出
声
諸
菩
薩
聞
是
巳
得
未
曾
有
開
敷
眼
発
微
妙
言
音
於
一
切
智
離
熱
者
前
而
説
煩
日
奇
哉
真
言
行
能
具
広
大
智
若
遍
布
此
者
成
仏
両
足
尊
是
故
勤
精
進
於
諸
仏
語
心
常
作
元
間
修
浄
心
離
於
我
爾
時
薄
伽
梵
復
説
此
法
句
於
正
等
覚
心
而
作
成
就
者
於
園
苑
僧
坊
若
在
厳
窟
中
或
意
所
楽
処
観
彼
菩
提
心
乃
至
初
安
住
不
生
疑
慮
意
随
取
彼
一
心
以
心
置
於
心
証
於
極
浄
句
無
垢
安
不
動
不
分
別
如
鏡
現
前
甚
微
細
若
彼
常
観
察
修
習
而
相
応
乃
至
本
所
尊
自
身
像
皆
現
33
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第
二
正
覚
句
於
鏡
漫
茶
羅
大
蓮
華
王
座
深
逮
住
三
昧
総
持
髪
髪
冠
囲
続
無
量
光
離
妄
執
分
別
本
寂
如
虚
空
於
彼
中
思
惟
作
摂
意
念
諦
一
月
修
等
引
持
満
一
洛
叉
是
為
最
初
月
持
真
言
法
則
次
於
第
二
月
奉
塗
香
華
等
　
縦
二
二
二
二
㎝
、
横
一
四
・
三
㎝
、
厚
一
・
九
㎝
。
表
面
一
～
七
行
目
、
裏
面
九
～
一
五
行
目
。
右
端
部
分
。
　
京
博
（
　
線
部
、
［
難
波
田
一
九
八
〇
］
）
、
奈
良
博
（
…
線
部
、
［
網
干
一
九
七
九
b
］
）
、
個
人
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
網
干
一
九
八
〇
］
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
破
片
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
三
点
は
接
合
す
る
。
　
表
面
一
五
行
目
「
～
他
三
阿
阿
～
」
の
と
こ
ろ
は
「
～
他
阿
二
阿
～
」
と
誤
記
。
裏
面
二
行
目
は
一
八
字
書
写
で
一
字
ず
れ
る
が
、
五
行
目
か
ら
偶
が
始
ま
り
改
行
が
あ
る
の
で
解
消
さ
れ
る
。
前
記
二
枚
目
の
後
、
一
字
の
ず
れ
も
な
く
続
く
の
で
、
大
日
経
三
巻
三
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
四
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
一
八
123456789
而
以
作
饒
益
種
種
衆
生
類
又
復
於
他
月
捨
棄
諸
利
養
時
彼
於
喩
伽
思
惟
而
自
在
願
一
切
無
障
安
楽
諸
群
生
楽
欲
成
如
来
所
称
讃
円
果
或
満
足
一
切
有
情
衆
希
願
応
理
無
障
蓋
而
生
是
撃
縁
傍
生
相
敢
食
所
有
苦
永
除
常
令
諸
鬼
界
飲
食
皆
充
満
地
獄
中
受
苦
種
種
諸
林
蛋
母
当
願
速
除
滅
以
我
功
徳
故
及
余
元
量
門
数
数
心
思
惟
発
広
大
悲
敗
心
三
種
加
持
句
想
念
於
一
切
心
諦
持
真
言
以
我
功
徳
力
如
来
加
持
力
及
与
法
界
力
周
遍
衆
生
界
諸
念
求
義
利
悉
皆
饒
益
之
彼
一
切
如
理
所
念
皆
成
就
34
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於
是
薄
伽
梵
即
於
爾
時
説
虚
空
等
力
虚
空
蔵
転
明
妃
日
南
度
薩
婆
但
他
引
葉
帝
腰
朋
峡
微
湿
縛
仁
目
契
弊
殿
也
薩
婆
他
三
欠
四
温
弩
葉
帝
薩
巨
仁
羅
係
門
五
伽
伽
郷
剣
六
渉
詞
七
持
此
三
転
随
彼
所
生
善
願
皆
亦
成
就
行
人
於
満
月
次
入
作
持
諦
山
峯
牛
欄
中
寒
林
或
河
洲
四
藺
独
樹
下
忙
但
哩
天
室
一
切
金
剛
色
厳
浄
同
金
剛
彼
中
諸
障
者
摂
伏
心
迷
乱
四
方
相
周
匝
一
門
及
通
道
金
剛
互
連
属
金
剛
結
相
応
門
門
二
守
護
不
可
越
相
向
擬
手
而
上
指
朱
目
奮
怒
形
懇
勲
画
隅
角
輸
羅
焔
光
印
中
妙
金
剛
座
方
位
正
相
直
其
上
大
蓮
華
八
葉
髪
蘂
敷
当
結
金
剛
手
金
剛
之
慧
印
稽
首
一
切
仏
数
数
堅
誓
願
応
護
持
是
処
及
浄
諸
薬
物
於
此
夜
持
諦
清
浄
無
障
擬
或
於
中
夜
分
或
於
日
出
時
彼
薬
物
当
転
円
光
普
暉
焔
真
言
者
自
取
遊
歩
於
大
空
住
寿
大
威
徳
於
生
死
自
在
行
於
世
界
頂
現
種
種
色
身
具
徳
吉
祥
者
展
転
而
供
養
真
言
所
成
物
是
名
為
悉
地
以
分
別
薬
物
成
就
無
分
別
秘
密
主
一
切
世
界
諸
現
在
等
如
来
応
正
等
覚
閨
鰯
灘
ば
忍
⑳
14
　
通
達
方
便
波
羅
蜜
彼
如
来
知
一
切
分
別
本
性
15
　
空
以
方
便
波
羅
蜜
力
故
而
於
無
為
以
有
為
為
　
縦
一
〇
・
五
㎝
、
横
一
〇
・
九
㎝
。
表
面
一
～
三
行
目
、
裏
面
一
四
～
一
五
行
目
。
右
下
角
部
分
。
関
西
大
学
に
出
土
地
不
明
の
現
物
資
料
が
存
在
す
る
（
［
網
干
一
九
七
六
］
）
。
　
個
人
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
を
記
し
た
破
片
が
あ
る
。
　
前
記
三
枚
目
に
一
字
の
ず
れ
も
な
く
続
く
の
で
、
大
日
経
三
巻
四
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
五
枚
目
　
宇
野
拓
二
⊥
二
1234
表
展
転
相
応
而
為
衆
生
示
現
遍
於
法
界
令
得
見
法
安
楽
住
発
歓
喜
心
或
得
長
寿
五
欲
嬉
戯
而
自
娯
楽
為
仏
世
尊
而
作
供
養
証
如
是
句
一
切
世
人
所
不
能
信
如
来
見
此
義
利
故
以
歓
喜
⑳
35
国立歴史民俗博物館研究報告
　　第93集2002年3月
567815　　14　　13　　12　　11　10　　91234567815　14　　13　　12　　11　10　　9
心
説
此
菩
薩
真
言
行
道
次
第
法
則
何
以
故
於
無
量
劫
勤
求
修
諸
苦
行
所
不
能
得
而
真
言
門
行
道
諸
菩
薩
即
於
此
生
而
獲
得
之
復
次
秘
密
主
真
言
門
修
菩
薩
行
菩
薩
如
是
計
都
掲
伽
傘
蓋
履
雇
真
陀
摩
尼
安
膳
那
薬
盧
遮
那
等
持
三
洛
叉
而
作
成
就
亦
得
悉
地
秘
密
主
若
具
方
便
善
男
子
善
女
人
随
所
楽
求
而
有
所
作
彼
唯
心
自
在
而
得
成
就
秘
密
主
諸
楽
欲
因
果
者
秘
密
主
非
彼
愚
夫
能
知
真
言
諸
真
言
相
何
以
故
説
因
非
作
者
彼
果
則
不
生
此
因
因
尚
空
云
何
而
有
果
当
知
真
言
果
悉
離
於
因
業
乃
至
身
証
触
元
相
三
摩
地
真
言
者
当
得
悉
地
従
心
生
爾
時
金
剛
手
白
仏
言
世
尊
惟
願
復
説
此
正
等
覚
句
悉
地
成
就
句
諸
見
此
法
善
男
子
善
女
人
等
心
得
歓
喜
受
安
楽
住
不
害
法
界
何
以
故
世
尊
法
界
者
一
切
如
来
応
正
等
覚
説
名
則
不
思
議
界
是
故
世
尊
真
言
門
修
菩
薩
行
諸
菩
薩
得
是
通
達
法
界
不
可
分
析
破
壊
如
是
説
巳
世
尊
告
執
金
剛
秘
密
主
言
善
哉
善
哉
秘
密
主
汝
復
善
哉
能
問
如
来
如
是
義
汝
当
諦
聴
善
思
念
之
吾
今
演
説
秘
密
主
言
如
是
世
尊
願
楽
欲
聞
仏
告
秘
密
主
以
阿
字
門
而
作
成
就
若
在
僧
所
住
処
若
山
窟
中
或
於
浄
室
以
阿
字
遍
布
一
切
支
分
時
持
三
洛
叉
次
於
満
月
尽
其
所
有
而
以
供
養
乃
至
普
賢
菩
薩
文
殊
師
利
執
金
剛
等
或
余
聖
天
現
前
摩
頂
唱
言
善
哉
行
者
応
当
稽
首
作
　
縦
八
・
一
㎝
、
横
九
・
六
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
下
角
部
分
。
　
大
阪
市
立
博
物
館
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
網
干
一
九
八
六
］
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
破
片
が
あ
り
、
右
端
の
部
分
が
判
る
。
　
前
記
瓦
経
の
す
ぐ
次
に
当
た
り
、
大
日
経
三
巻
五
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
六
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
一
〇
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礼
奉
闘
伽
水
即
時
得
不
忘
菩
提
心
三
昧
又
以
如
是
身
心
軽
安
而
諦
習
之
当
得
随
生
心
清
浄
身
清
浄
置
於
耳
上
持
之
当
得
耳
根
清
浄
以
阿
字
門
作
出
入
息
三
時
思
惟
行
者
爾
時
能
持
寿
命
長
劫
住
世
願
羅
閣
等
之
所
愛
敬
即
以
詞
字
門
作
所
応
度
者
授
与
鉢
頭
摩
華
自
持
商
怯
而
互
相
観
即
生
歓
喜
爾
時
毘
盧
遮
那
世
尊
復
観
一
切
大
会
告
執
金
剛
秘
密
主
言
金
剛
手
有
諸
如
来
意
生
作
業
戯
行
舞
広
演
品
類
摂
持
四
界
安
住
心
王
等
同
虚
空
成
就
広
大
見
非
見
果
出
生
一
切
声
聞
及
辟
支
仏
諸
菩
薩
位
令
真
言
門
修
行
諸
菩
薩
一
切
希
願
皆
悉
満
足
具
種
種
業
利
益
無
量
衆
生
汝
当
諦
聴
善
思
念
之
吾
今
演
説
秘
密
主
云
何
行
舞
而
作
一
切
広
大
成
壊
果
持
真
言
者
一
切
親
証
耶
爾
時
世
尊
而
説
侶
言
行
者
如
次
第
先
作
自
真
実
如
前
依
法
住
正
思
念
如
来
36
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阿
字
為
自
体
井
置
大
空
点
端
厳
遍
金
色
四
角
金
剛
標
於
彼
中
思
念
一
切
処
尊
仏
是
諸
正
等
覚
説
自
真
実
相
修
行
不
疑
慮
自
真
実
相
生
当
得
為
世
間
一
切
衆
利
楽
具
広
大
希
有
住
於
如
幻
句
無
始
時
宿
殖
無
智
諸
有
迫
行
者
成
等
引
一
切
皆
消
除
若
観
於
彼
心
無
上
菩
提
心
持
真
言
業
故
於
浄
非
浄
果
応
理
常
無
染
如
蓮
出
猷
泥
何
況
於
自
体
得
成
仁
中
尊
爾
時
毘
盧
遮
那
世
尊
又
復
住
於
降
伏
四
魔
金
剛
戯
三
昧
説
降
伏
四
魔
解
脱
六
趣
満
足
一
切
智
智
金
剛
字
句
南
摩
三
曼
多
勃
駄
哺
一
阿
職
鱈
心
味
羅
許
欠
時
金
剛
手
秘
密
主
等
諸
執
金
剛
普
賢
等
諸
菩
薩
及
一
切
大
衆
得
未
曾
有
開
敷
眼
稽
首
一
切
V
＠
15
　
薩
婆
若
而
説
偶
言
　
縦
一
二
・
三
㎝
、
横
七
・
七
㎝
。
表
面
一
三
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
下
角
部
分
。
　
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
破
片
が
あ
り
、
接
合
す
る
。
　
前
記
瓦
経
の
す
ぐ
次
に
相
当
し
、
大
日
経
三
巻
六
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
八
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
二
七
・
二
ー
二
⑳す
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楡
砥
善
修
者
等
引
皆
消
除
所
住
三
角
形
悦
意
遍
形
赤
寂
然
周
焔
餐
三
角
在
其
心
相
応
観
彼
中
羅
字
大
空
点
智
者
如
喩
伽
以
此
成
衆
事
日
曜
諸
春
属
及
作
一
切
火
摂
取
発
怨
対
消
枯
衆
支
分
是
等
所
応
作
皆
於
智
火
輪
詞
字
第
一
実
風
輪
之
所
生
及
与
因
業
果
諸
種
子
増
長
彼
一
切
擢
壊
井
以
大
空
点
今
説
彼
色
像
深
玄
大
威
徳
示
現
暴
怒
形
焔
婁
普
周
遍
住
漫
茶
羅
位
智
者
観
眉
間
深
青
半
月
輪
吹
動
瞳
幡
相
面
於
彼
中
想
最
勝
詞
字
門
住
彼
漫
茶
羅
成
就
所
応
事
作
一
切
義
利
応
現
諸
衆
生
不
捨
於
此
身
逮
得
神
境
通
遊
歩
大
空
位
而
成
身
秘
密
天
耳
眼
根
浄
能
開
深
密
処
住
此
一
心
壇
而
成
衆
事
業
菩
薩
大
名
称
初
坐
菩
提
場
降
伏
魔
軍
衆
諸
因
不
可
得
因
無
性
無
果
如
是
業
不
生
彼
三
無
性
故
而
得
空
智
慧
大
徳
正
遍
知
宣
説
於
彼
色
怯
字
及
空
点
尊
勝
虚
空
空
兼
持
慧
刀
印
所
作
速
成
就
法
輪
及
絹
索
掲
伽
那
刺
遮
15　　14　　13　　12
思
惟
在
等
引
一
切
羅
字
門
周
輪
生
焔
光
寂
然
而
普
照
喩
砥
光
外
転
而
遍
一
切
処
利
世
随
楽
欲
行
者
起
神
通
上
身
羅
字
門
縛
字
膀
輪
中
出
火
而
降
雨
倶
時
而
応
現
地
獄
極
寒
苦
羅
字
能
消
除
縛
字
翻
熾
然
住
真
言
法
故
　
宇
野
拓
一
ー
二
七
は
、
縦
七
・
四
㎝
、
横
八
・
五
㎝
。
表
面
七
～
一
〇
行
目
、
裏
面
六
～
九
行
目
。
上
端
部
分
。
関
西
大
学
に
出
土
地
不
明
の
現
物
資
料
が
存
在
す
る
（［網
干
一
九
七
八
］
）
。
　
宇
野
拓
二
ー
二
は
、
縦
六
・
五
㎝
、
横
二
二
・
八
㎝
。
表
面
一
〇
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
六
行
目
。
左
上
角
部
分
。
両
者
は
接
合
す
る
。
　
前
記
六
枚
目
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
、
一
行
前
に
ず
れ
て
、
大
日
経
三
巻
八
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
一
二
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
七
1234567811　10 9
井
目
蝿
嵐
等
不
久
成
斯
句
爾
時
毘
盧
遮
那
世
尊
観
大
衆
会
告
執
金
剛
秘
密
主
而
説
偶
言
若
於
真
言
門
修
行
諸
菩
薩
阿
字
為
自
身
内
外
悉
同
等
諸
義
利
皆
捨
等
礫
石
金
宝
遠
離
衆
罪
業
及
与
倉
瞑
等
当
得
倶
清
浄
同
諸
仏
牟
尼
能
作
諸
利
益
離
一
切
諸
過
復
次
於
縛
字
行
者
依
鍮
伽
解
作
業
儀
式
利
益
衆
生
故
内
身
救
世
者
一
切
皆
如
是
心
水
湛
盈
満
潔
白
猶
雪
乳
当
生
決
定
意
出
於
一
切
身
悉
遍
諸
毛
孔
流
注
極
清
浄
従
此
内
充
溢
遍
満
於
大
地
以
是
悲
懲
水
観
世
苦
衆
生
諸
有
飲
用
者
或
復
身
所
触
一
切
皆
決
定
得
成
就
菩
提
1234567811　10　9
以
此
浄
法
界
浄
除
諸
衆
生
自
体
如
如
来
遠
離
一
切
過
如
是
而
観
想
思
惟
羅
字
門
寂
然
光
焔
婁
浄
月
商
怯
色
第
二
布
赤
色
行
者
当
憶
持
思
惟
字
明
照
本
無
大
空
点
換
柄
初
日
輝
最
勝
無
能
壊
第
三
真
言
者
次
運
布
黄
色
定
意
迦
字
門
当
随
於
法
教
身
相
猶
真
金
正
受
害
諸
毒
光
明
遍
一
切
金
色
同
牟
尼
次
当
布
青
色
超
度
於
生
死
思
惟
塵
字
門
大
寂
菩
提
座
身
色
如
虹
寛
除
一
切
怖
畏
最
後
布
黒
色
其
彩
甚
玄
妙
思
惟
詞
字
門
周
遍
生
円
光
如
劫
災
猛
焔
宝
冠
挙
手
印
能
怖
一
切
悪
降
伏
諸
魔
軍
爾
時
世
尊
毘
盧
遮
那
従
三
昧
起
住
於
無
量
勝
定
仏
於
定
中
顕
示
遍
一
切
無
能
害
力
明
妃
38
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於
一
切
如
来
境
界
中
生
其
明
日
南
度
薩
婆
恒
他
引
蘂
帝
弊
閾
＋
薩
婆
目
契
弊
珊
上
阿
娑
迷
＝
、
鉢
羅
迷
四
阿
者
麗
五
伽
伽
泥
薩
麿
仁
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
婿
坪
薩
婆
但
羅
舗
：
弩
粟
帝
七
渉
詞
次
調
彩
色
頂
礼
世
尊
及
般
若
波
羅
蜜
持
此
明
妃
八
遍
従
座
而
起
旋
続
漫
茶
羅
入
於
内
心
以
大
慈
大
悲
力
念
謁
弟
子
阿
闇
梨
復
以
掲
磨
金
剛
薩
錘
加
持
自
身
以
縛
字
門
及
施
願
金
剛
已
当
画
大
悲
蔵
生
大
漫
茶
羅
彼
安
祥
在
於
内
心
而
造
大
日
世
尊
坐
白
蓮
華
首
戴
髪
髪
鉢
託
為
梧
上
被
絹
穀
身
相
金
色
周
身
焔
蔓
或
以
如
来
頂
印
或
以
字
句
謂
阿
字
門
東
方
一
切
諸
仏
以
阿
字
門
及
大
空
点
伊
舎
尼
方
一
切
如
来
母
虚
空
眼
応
書
伽
字
火
天
方
一
切
諸
菩
薩
画
真
陀
摩
尼
宝
或
置
迦
字
夜
叉
方
観
世
自
在
蓮
華
印
井
画
一
生
補
処
菩
薩
春
属
或
作
娑
字
焔
摩
方
⑳
15　14　13
越
三
分
位
置
金
剛
慧
印
持
金
剛
秘
密
主
井
春
属
或
書
縛
字
彼
復
棄
三
分
位
画
一
切
諸
執
金
剛
印
或
書
字
句
所
謂
許
字
次
浬
哩
底
方
於
大
　
縦
五
・
四
㎝
、
横
一
〇
・
一
㎝
。
表
面
＝
一
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
左
上
角
部
分
。
　
京
博
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
難
波
田
一
九
八
〇
］
）
、
個
人
所
蔵
品
（
～
～
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
破
片
が
あ
り
、
接
合
す
る
。
　
裏
面
三
行
七
字
目
の
「
諸
」
が
欠
落
し
て
い
る
が
一
行
一
六
字
書
写
な
の
で
、
以
降
の
割
付
に
影
響
は
な
い
。
前
記
八
枚
目
か
ら
小
町
塚
規
格
で
一
字
の
ず
れ
も
な
く
、
大
日
経
三
巻
一
二
枚
目
に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
三
　
一
三
枚
目
　
宇
野
拓
一
⊥
三
二
・
二
ー
一
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日
如
来
下
作
不
動
尊
坐
於
石
上
手
持
絹
索
慧
刀
周
匝
焔
蔓
擬
作
障
者
或
置
彼
印
或
書
字
句
所
謂
吟
字
風
天
方
降
三
世
尊
提
大
障
者
上
有
光
焔
大
勢
威
怒
猶
如
焔
摩
其
形
黒
色
於
可
怖
中
極
令
怖
畏
手
転
金
剛
或
作
彼
印
或
書
字
句
所
謂
詞
字
賑
次
於
四
方
画
四
大
護
帝
釈
方
名
無
畏
結
護
者
金
色
白
衣
面
現
少
盆
怒
相
手
持
檀
茶
或
作
彼
印
或
置
字
句
所
謂
作
縛
字
夜
叉
方
名
壊
諸
怖
結
護
者
白
色
素
衣
手
持
掲
伽
井
布
光
焔
能
壊
諸
怖
或
画
彼
印
或
置
字
句
所
謂
縛
字
龍
方
名
難
降
伏
結
護
者
亦
如
元
憂
華
色
被
朱
衣
面
像
微
笑
在
大
焔
中
而
観
一
切
衆
会
或
置
39
　　　　⑩
15　14　131
彼
印
或
置
字
句
所
謂
索
字
焔
摩
方
名
金
剛
無
勝
結
護
者
黒
色
玄
衣
毘
倶
砥
形
眉
間
浪
文
上
戴
髪
冠
自
身
威
光
照
衆
生
界
手
持
檀
茶
能
壊
大
為
障
者
或
作
彼
印
或
置
字
句
所
謂
吃
識
仁
字
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及
一
切
巻
属
使
者
皆
坐
白
蓮
華
上
真
言
者
如
是
敷
置
已
次
当
出
外
於
第
二
分
画
釈
迦
種
牟
尼
王
被
袈
裟
衣
三
十
二
導
師
相
為
説
最
勝
教
施
一
切
衆
生
無
畏
故
或
袈
裟
鉢
印
或
以
字
句
所
謂
婆
字
次
於
外
漫
茶
羅
以
法
界
性
加
持
自
身
発
菩
提
心
彼
捨
三
分
位
当
三
作
礼
心
念
大
日
世
尊
如
前
調
色
於
第
三
分
帝
釈
方
作
施
願
金
剛
童
子
形
三
昧
手
持
青
蓮
華
上
置
金
剛
慧
杵
以
諸
櫻
路
而
自
荘
厳
上
妙
絹
穀
為
裾
極
軽
細
者
用
為
上
服
身
欝
金
色
頂
有
五
髪
或
置
密
印
或
置
字
句
真
言
日
南
塵
三
曼
多
勃
駄
哺
一
錫
於
其
右
辺
光
網
童
子
一
切
身
分
皆
悉
円
満
三
昧
手
執
持
宝
網
慧
手
持
鉤
或
置
彼
印
或
書
字
　
宇
野
拓
一
⊥
三
二
は
、
縦
一
三
・
○
㎝
、
横
七
・
○
㎝
。
表
面
一
一
～
二
二
行
目
、
裏
面
三
～
六
行
目
。
下
端
部
分
。
　
宇
野
拓
二
ー
二
は
、
縦
一
七
・
二
㎝
、
横
八
・
七
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
日
、
裏
面
一
～
四
行
目
。
右
上
角
部
分
。
両
者
は
接
合
す
る
。
　
個
人
（
　
線
部
）
、
國
學
院
大
学
所
蔵
品
二
点
（
～
ー
線
部
、
［
網
干
一
九
ヒ
ヒ
］
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
破
片
が
存
在
し
、
前
者
に
よ
り
右
上
角
の
部
分
が
判
る
。
　
表
面
一
二
行
八
字
目
の
「
光
」
は
誤
っ
て
「
大
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
面
一
四
行
一
〇
字
目
の
「
倶
」
は
脱
字
だ
が
、
こ
の
行
は
一
六
字
し
か
書
写
さ
れ
な
い
の
で
文
字
の
ず
れ
は
起
こ
ら
な
い
。
前
記
一
三
枚
目
か
ら
一
字
の
ず
れ
も
な
く
続
き
、
大
日
経
三
巻
一
三
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
40
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⑪
大
日
経
巻
第
五
　
五
枚
目
　
宇
野
拓
ニ
ー
一
二
1234567810　9
世
間
漫
茶
羅
一
切
為
斯
作
諸
仏
二
足
尊
灌
頂
伝
教
者
説
四
種
弟
子
時
非
時
差
別
一
者
時
念
諦
非
時
倶
非
倶
具
有
一
切
相
仏
説
親
弟
子
最
初
知
地
相
即
所
謂
心
地
我
已
説
作
浄
如
前
修
事
業
若
離
於
過
患
心
地
無
所
畏
当
得
成
真
浄
離
一
切
諸
過
堅
住
如
是
知
見
自
三
菩
提
若
異
於
此
者
非
能
清
浄
地
若
住
妄
分
別
行
者
浄
其
地
秘
密
主
非
浄
以
離
菩
提
心
故
応
捨
分
別
浄
除
一
切
地
我
広
説
法
教
所
有
漫
茶
羅
是
中
所
先
事
愚
擬
不
知
解
非
名
世
間
覚
亦
非
一
切
智
乃
至
不
能
捨
分
別
諸
苦
因
応
当
為
弟
子
而
浄
菩
提
心
護
以
不
動
尊
或
用
降
三
世
⑧
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若
弟
子
不
為
妄
執
之
所
動
当
成
最
正
覚
無
垢
喩
虚
空
初
加
持
是
地
依
於
諸
仏
教
第
二
心
自
在
唯
此
非
余
教
四
種
蘇
多
羅
謂
白
黄
赤
黒
第
五
所
応
念
所
謂
虚
空
色
空
中
而
等
持
印
定
漫
茶
羅
第
二
持
挺
経
置
於
道
場
地
一
切
如
来
座
及
諸
仏
智
子
悦
意
妙
蓮
華
世
間
称
吉
祥
縁
覚
諸
声
聞
所
謂
辺
智
者
当
知
所
敷
座
妾
荷
青
蓮
葉
世
界
諸
天
神
梵
衆
以
為
初
赤
色
鉢
曇
華
彼
称
為
座
王
降
此
如
所
応
念
居
其
地
分
供
養
有
四
種
謂
作
礼
合
掌
井
及
慈
悲
等
世
間
与
華
香
従
手
発
生
花
奉
諸
救
世
者
結
支
分
生
印
而
観
菩
提
心
各
各
諸
如
来
彼
所
生
子
等
以
是
元
過
花
芽
妙
復
光
顕
法
界
為
樹
王
供
養
仁
中
尊
真
語
以
加
持
三
昧
自
在
転
勝
妙
広
大
雲
法
界
中
出
生
従
彼
雨
衆
花
当
遍
諸
仏
前
其
余
世
天
等
亦
当
散
此
華
奉
献
随
相
応
本
真
三
口
性
類
如
是
塗
香
等
亦
随
其
所
応
空
水
輪
相
持
是
謂
吉
祥
印
彼
所
奉
花
等
当
自
心
献
之
若
諸
世
天
神
応
知
在
膀
位
或
金
剛
挙
印
若
復
蓮
華
翼
而
在
空
中
献
導
師
救
世
者
乃
至
諸
世
天
各
如
其
次
第
護
摩
有
二
種
所
謂
内
及
外
業
生
得
解
脱
復
有
芽
種
生
以
能
焼
業
故
説
為
内
護
摩
外
用
有
三
位
三
位
三
中
住
成
就
三
業
道
世
間
勝
護
摩
若
異
此
作
者
不
解
護
摩
業
　
縦
八
・
八
㎝
、
横
一
四
・
七
㎝
。
表
面
九
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
七
行
目
。
左
上
角
部
分
。
関
西
大
学
に
出
土
地
不
明
の
現
物
資
料
が
存
在
す
る
（
［
網
干
一
九
七
八
］
）
。
　
個
人
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
を
記
し
た
破
片
が
あ
り
、
接
合
す
る
。
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冒
頭
か
ら
三
枚
目
ま
で
真
言
部
分
が
含
ま
れ
る
の
で
詳
細
な
割
付
は
判
ら
な
い
が
、
四
枚
目
に
相
当
す
る
破
片
が
関
西
大
学
に
あ
る
。
当
瓦
経
は
そ
れ
に
続
く
個
所
で
、
一
字
の
ず
れ
も
な
く
大
日
経
五
巻
五
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑫
大
日
経
巻
第
⊥
ハ
　
一
枚
目
　
宇
野
拓
一
－
一
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大
毘
盧
遮
那
仏
神
変
加
持
経
巻
第
六
受
方
便
学
処
品
第
十
八
爾
時
執
金
剛
秘
密
主
白
仏
言
世
尊
願
説
諸
菩
薩
摩
詞
薩
等
具
智
慧
方
便
所
修
学
句
令
帰
依
者
於
諸
菩
薩
摩
詞
薩
無
有
二
意
離
疑
惑
心
於
生
死
流
転
中
常
不
可
壊
如
是
説
已
毘
盧
遮
那
世
尊
以
如
来
眼
観
一
切
法
界
告
執
金
剛
秘
密
主
言
諦
聴
金
剛
手
今
説
善
巧
修
行
道
若
菩
薩
摩
詞
薩
住
於
此
者
当
於
大
乗
而
得
通
達
秘
密
主
菩
薩
持
不
奪
生
命
戒
所
不
応
為
持
不
与
取
及
欲
邪
行
虚
証
語
鹿
悪
語
両
舌
語
無
義
語
戒
貧
欲
瞑
志
邪
見
等
皆
不
応
作
秘
密
主
如
是
所
修
学
句
菩
薩
随
所
修
学
則
与
正
覚
世
尊
及
諸
菩
薩
同
行
応
如
是
学
爾
時
執
金
剛
秘
密
主
白
仏
言
世
尊
薄
伽
梵
於
声
聞
乗
亦
説
如
是
十
善
業
道
世
間
人
民
及
諸
外
道
亦
於
十
善
業
道
常
願
修
行
世
尊
彼
有
何
差
別
云
何
種
種
殊
異
如
是
説
已
仏
告
執
金
剛
秘
密
主
言
善
哉
善
哉
秘
密
主
汝
復
善
哉
能
問
567815　　14　　13　　12　　11　ユ0 9
撫
如
来
如
是
義
秘
密
主
応
当
諦
聴
吾
今
演
説
差
別
道
一
道
法
門
秘
密
主
若
声
聞
乗
学
処
我
説
離
慧
方
便
教
令
成
就
聞
発
辺
智
非
等
行
十
善
業
道
彼
諸
世
間
復
離
執
著
我
故
他
因
所
転
菩
薩
修
行
大
乗
入
一
切
法
平
等
摂
受
智
慧
方
便
自
他
倶
故
諸
所
作
転
是
故
秘
密
主
菩
薩
於
此
摂
智
方
便
入
一
切
法
平
等
当
勤
修
学
爾
時
世
尊
復
以
大
慈
悲
眼
観
諸
衆
生
界
告
金
剛
手
菩
薩
言
秘
密
主
彼
諸
菩
薩
尽
形
寿
持
不
奪
生
命
戒
応
捨
刀
杖
離
殺
害
意
護
他
寿
命
猶
如
己
身
有
余
方
便
於
諸
衆
生
類
中
随
其
事
⑫
縦
八
・
六
㎝
、
横
二
二
・
○
㎝
。
表
面
一
～
七
行
目
、
裏
面
八
～
一
四
行
目
。
こ
の
次
に
該
当
す
る
個
人
蔵
の
瓦
経
は
一
字
分
前
に
ず
れ
て
始
ま
る
た
め
、
裏
面
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一
二
～
一
五
行
目
に
一
六
字
書
写
の
行
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑳
大
日
経
巻
第
六
　
三
枚
目
　
宇
野
拓
一
－
四
1234567
他
物
中
不
起
染
思
何
以
故
無
有
菩
薩
生
著
心
故
若
菩
薩
心
有
染
思
彼
於
一
切
智
門
元
力
而
堕
一
辺
又
秘
密
主
菩
薩
応
発
起
歓
喜
生
如
是
心
我
所
応
作
令
彼
自
然
而
生
極
為
善
哉
数
自
慶
慰
勿
令
彼
諸
衆
生
損
失
資
財
故
復
次
秘
密
主
菩
薩
応
当
持
不
瞑
戒
遍
一
切
処
常
修
安
忍
不
著
瞑
喜
於
怨
及
親
其
心
平
等
而
大
日
経
六
巻
一
枚
目
⑬
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転
何
以
故
非
菩
提
薩
睡
而
壊
悪
意
所
以
者
何
以
菩
薩
本
性
清
浄
故
是
故
秘
密
主
菩
薩
応
持
不
瞑
患
戒
復
次
秘
密
主
菩
薩
応
当
捨
離
邪
見
行
於
正
見
怖
畏
他
世
無
害
無
曲
無
詔
其
心
端
直
於
仏
法
僧
心
得
決
定
是
故
秘
密
主
邪
見
最
為
極
大
過
失
能
断
菩
薩
一
切
善
根
是
為
一
切
諸
不
善
法
之
母
是
故
秘
密
主
下
至
戯
笑
亦
当
不
起
邪
見
因
縁
爾
時
執
金
剛
秘
密
主
白
仏
言
世
尊
願
説
十
善
道
戒
断
極
根
断
云
何
菩
薩
王
位
自
在
処
於
宮
殿
父
母
妻
子
春
属
囲
続
受
天
妙
楽
而
不
生
過
如
是
説
已
仏
告
執
金
剛
三
口
善
哉
善
哉
秘
密
主
汝
当
諦
聴
善
思
念
之
吾
今
演
説
菩
薩
毘
尼
決
定
善
巧
秘
密
主
応
知
菩
薩
有
二
種
云
何
為
二
所
謂
在
家
出
家
秘
密
主
彼
在
家
菩
薩
受
持
五
戒
句
勢
位
自
在
以
種
種
方
便
道
随
順
時
方
自
在
摂
受
求
一
切
智
所
謂
具
足
方
便
示
理
舞
伎
天
祠
主
等
種
種
芸
処
随
彼
方
便
以
四
摂
法
摂
取
衆
生
皆
使
志
求
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
謂
持
不
奪
生
命
戒
及
不
与
取
虚
妄
語
欲
邪
行
邪
見
等
是
名
在
家
五
戒
句
菩
薩
受
持
如
所
説
善
戒
応
具
諦
信
当
勤
修
学
随
嶋
往
昔
諸
如
来
順
　
縦
一
五
・
九
㎝
、
横
七
・
三
㎝
。
表
面
一
～
二
行
目
、
裏
面
一
三
～
一
右
下
角
部
分
。
裏
面
欄
外
左
中
程
に
「
日
経
六
巻
三
」
の
丁
付
。
五
行
目
。
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1、
漣
　
裏
面
一
五
行
一
二
字
目
の
「
順
」
が
脱
落
し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
末
尾
に
「
順
」
を
記
し
て
い
る
。
誤
写
に
気
付
き
な
が
ら
、
書
き
直
す
こ
と
な
く
こ
う
い
っ
た
処
置
を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
書
き
手
の
姿
勢
が
窺
え
よ
う
。
丁
付
か
ら
大
日
経
六
巻
三
枚
目
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
て
も
問
題
は
な
い
。
⑭
大
日
経
巻
第
六
　
六
枚
目
　
宇
野
拓
二
ー
二
八
1ワ一34567815　　14　　13　　12　　11　10 912345678
若
悲
生
漫
茶
得
大
乗
灌
頂
調
柔
具
善
行
常
悲
利
他
者
有
縁
観
菩
提
常
所
不
能
見
彼
能
有
知
此
内
心
之
大
我
随
其
自
心
位
導
師
所
住
処
八
葉
従
意
生
蓮
華
極
厳
麗
円
満
月
輪
中
元
垢
猶
浄
鏡
於
彼
常
安
住
真
言
救
世
尊
金
色
具
光
焔
住
三
昧
害
毒
如
日
難
可
観
諸
衆
生
亦
然
常
恒
於
内
外
普
周
遍
加
持
以
如
是
慧
眼
了
知
意
明
鏡
真
言
者
慧
眼
観
是
円
鏡
故
当
見
自
形
色
寂
然
正
覚
相
身
身
生
影
像
意
従
意
所
生
常
出
生
清
浄
種
種
自
作
業
次
於
彼
光
現
円
照
如
電
焔
真
言
者
能
作
一
切
諸
仏
事
若
見
成
清
浄
聞
等
亦
復
然
如
意
所
思
念
能
作
諸
事
業
復
次
秘
密
主
真
言
門
修
菩
薩
行
諸
菩
薩
如
是
自
身
影
像
生
起
無
有
殊
勝
過
三
菩
提
如
眼
耳
鼻
舌
身
意
等
四
大
種
摂
持
集
聚
彼
如
是
自
性
空
唯
有
名
字
所
執
猶
如
虚
空
無
所
執
著
等
於
影
像
彼
如
来
成
正
覚
互
相
縁
起
無
有
間
絶
若
従
縁
生
彼
即
如
影
像
生
是
故
諸
本
尊
即
我
我
即
本
尊
互
相
発
起
身
所
生
身
尊
形
像
生
秘
密
主
観
是
法
縁
通
達
慧
通
達
慧
縁
法
彼
等
逓
為
作
業
無
住
性
空
秘
密
主
云
何
従
意
生
意
能
生
影
像
秘
密
主
讐
如
若
白
若
黄
若
赤
作
意
者
作
時
染
著
意
生
彼
同
類
如
是
身
転
秘
密
主
又
如
内
観
意
中
漫
茶
羅
療
治
熱
病
彼
衆
生
熱
病
即
時
除
愈
無
有
疑
惑
非
漫
茶
羅
異
意
非
意
異
漫
茶
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羅
何
以
故
彼
漫
茶
羅
一
相
故
秘
密
主
又
如
幻
者
幻
作
男
子
而
彼
男
子
又
復
作
化
秘
密
主
於
意
云
何
彼
何
者
為
勝
時
金
剛
手
白
仏
言
世
尊
此
二
人
者
元
相
異
也
何
以
故
世
尊
非
実
生
故
是
二
男
子
本
性
空
故
等
同
於
幻
如
是
秘
密
主
意
生
衆
事
及
意
所
生
如
是
倶
空
無
二
無
別
百
字
成
就
持
請
品
第
二
十
二
　
縦
＝
・
七
㎝
、
横
二
二
・
○
㎝
。
表
面
一
～
一
一
行
目
、
裏
面
五
～
一
五
行
目
。
右
上
角
部
分
。
　
裏
面
八
～
一
一
行
目
は
い
ず
れ
も
一
八
字
書
写
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
四
行
目
で
「
百
字
位
成
品
第
二
十
一
」
が
終
わ
り
改
行
す
る
の
で
、
四
字
分
の
ず
れ
は
こ
の
面
の
間
に
解
消
さ
れ
る
。
　
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
、
大
日
経
六
巻
六
枚
目
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
⑮
金
剛
頂
経
巻
上
　
六
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
一
五
・
一
⊥
二
九
・
二
ー
二
三
123456789
薩
睡
加
持
名
金
剛
三
摩
地
名
一
切
如
来
鉤
召
三
昧
耶
一
切
如
来
心
従
自
心
出
縛
日
選
罹
引
惹
従
一
切
如
来
心
纏
出
已
則
彼
婆
伽
梵
金
剛
手
為
一
切
如
来
大
鉤
出
已
入
世
尊
毘
盧
遮
那
心
聚
為
一
体
生
金
剛
大
鉤
形
住
仏
掌
中
従
金
剛
大
鉤
形
出
現
一
切
古
界
微
塵
等
如
来
身
召
請
一
切
如
来
等
作
一
切
仏
神
通
遊
戯
妙
不
空
王
故
金
剛
薩
睡
三
摩
地
極
堅
牢
故
聚
為
一
体
生
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不
空
王
大
菩
薩
身
住
毘
盧
遮
那
仏
心
説
此
囁
陀
南
奇
哉
不
空
王
金
剛
所
生
鉤
由
遍
一
切
仏
為
成
就
鉤
召
時
不
空
王
大
菩
薩
身
従
仏
心
下
依
一
切
如
来
右
月
輪
而
住
復
請
教
令
時
婆
伽
梵
入
一
切
如
来
鉤
召
三
昧
耶
名
金
剛
三
摩
地
受
一
切
如
来
鉤
召
三
昧
耶
尽
無
余
有
情
界
一
切
鉤
召
一
切
安
楽
悦
意
故
乃
至
一
切
如
来
集
会
加
持
最
勝
悉
地
故
則
彼
金
剛
鉤
授
与
不
空
王
大
菩
薩
双
手
一
切
如
来
以
金
剛
名
号
金
剛
鉤
召
金
剛
鉤
召
灌
頂
時
金
剛
鉤
召
菩
薩
摩
詞
薩
以
金
剛
鉤
鉤
召
一
切
如
来
説
此
唱
陀
南
此
是
一
切
仏
無
上
金
剛
智
成
諸
仏
利
益
最
上
能
鉤
召
爾
時
婆
伽
梵
復
入
摩
羅
大
菩
薩
三
昧
耶
出
生
薩
睡
加
持
名
金
剛
三
昧
地
一
切
如
来
随
染
三
昧
耶
名
一
切
如
来
心
従
自
心
出
縛
日
羅
違
峨
従
一
切
如
来
心
纏
出
巳
即
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
為
一
切
如
来
花
器
伎
出
已
入
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
聚
為
一
体
生
大
金
剛
箭
形
住
仏
掌
中
従
彼
金
剛
箭
形
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
作
　
宇
野
拓
二
ー
二
三
は
縦
一
一
・
九
㎝
、
面
八
～
一
四
行
目
。
　
宇
野
拓
一
ー
一
五
は
縦
一
二
・
八
㎝
、
面
六
～
九
行
目
。
前
者
と
接
合
す
る
。
横
一
　
・
二
㎝
。
表
面
三
～
七
行
目
、
裏
横
七
・
八
㎝
。
表
面
七
～
一
〇
行
目
、
裏
45
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宇
野
拓
一
ー
三
九
は
縦
＝
・
○
㎝
、
横
六
・
六
㎝
。
表
面
二
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
三
行
目
。
左
下
角
部
分
。
　
表
面
一
五
行
目
は
一
⊥
ハ
字
書
写
で
一
字
前
に
ず
れ
る
が
、
裏
面
七
行
目
が
偶
で
改
行
す
る
た
め
そ
こ
で
解
消
さ
れ
る
。
裏
面
九
行
九
字
目
は
「
摩
」
だ
が
「
昧
」
と
誤
写
し
て
い
る
。
東
博
所
蔵
品
に
二
枚
目
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
、
一
字
の
ず
れ
も
な
く
金
剛
頂
経
上
巻
六
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑯
金
剛
頂
経
巻
上
　
七
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
一
四
1234567
一
切
如
来
随
染
等
作
一
切
仏
神
通
遊
戯
極
殺
故
金
剛
薩
睡
三
摩
地
極
堅
牢
故
聚
為
一
体
生
摩
羅
大
菩
薩
身
住
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
説
此
咀
陀
南
奇
哉
自
性
浄
随
染
欲
自
然
離
欲
清
浄
故
以
染
而
謂
伏
時
彼
摩
羅
大
菩
薩
身
従
世
尊
心
下
依
一
切
如
来
左
月
輪
而
住
復
請
教
令
時
世
尊
入
一
切
如
⑯
815　　14　　13　　12　　11　10 91234567815　　14　　13　　12　　11　　10 9
来
随
染
加
持
名
金
剛
三
摩
地
受
一
切
如
来
能
殺
三
昧
耶
尽
無
余
有
情
界
随
一
切
安
楽
悦
意
故
乃
至
得
一
切
如
来
摩
羅
業
最
勝
悉
地
果
故
則
彼
金
剛
箭
授
与
摩
羅
大
菩
薩
双
手
則
一
切
如
来
以
金
剛
名
号
金
剛
弓
金
剛
弓
灌
頂
時
金
剛
弓
菩
薩
摩
詞
薩
以
金
剛
箭
殺
一
切
如
来
説
此
温
陀
南
此
是
一
切
仏
染
智
無
暇
稜
以
染
害
厭
離
能
施
諸
安
楽
爾
時
婆
伽
梵
復
入
極
喜
王
大
菩
薩
三
昧
耶
所
生
薩
睡
加
持
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
極
喜
三
昧
耶
名
一
切
如
来
心
従
自
心
出
縛
日
羅
娑
度
従
一
切
如
来
心
糧
出
已
則
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
為
一
切
如
来
善
哉
相
入
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
聚
為
一
体
生
大
歓
喜
形
住
仏
掌
中
従
彼
歓
喜
形
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
作
一
切
如
来
善
哉
相
作
一
切
仏
神
通
遊
戯
極
喜
故
金
剛
薩
睡
三
摩
地
極
堅
牢
故
聚
為
一
体
生
歓
喜
王
大
菩
薩
身
住
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
説
此
温
陀
南
奇
哉
我
善
哉
諸
一
切
勝
智
所
離
分
別
者
能
生
究
寛
喜
時
歓
喜
王
大
菩
薩
身
従
世
尊
心
下
依
一
切
如
来
後
月
輪
而
住
復
請
教
令
時
世
尊
入
一
切
如
来
等
喜
加
持
名
金
剛
三
摩
地
已
受
一
切
如
来
　
縦
七
・
○
㎝
、
左
上
角
部
分
。
横
一
　
・
二
㎝
。
表
面
一
一
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
五
行
目
。
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表
面
一
一
、
一
三
行
目
は
一
六
字
書
写
で
ず
れ
を
生
じ
る
が
、
一
五
行
目
が
偶
の
た
め
改
行
が
あ
り
解
消
す
る
。
前
記
六
枚
目
の
直
後
の
個
所
で
一
字
の
ず
れ
も
な
く
つ
な
が
り
、
金
剛
頂
経
上
巻
七
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑰
金
剛
頂
経
巻
上
　
一
三
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
一
三
・
一
⊥
二
五
12345678
薩
錘
三
摩
地
極
堅
牢
故
聚
為
一
体
生
曼
殊
室
利
大
菩
薩
身
住
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
説
此
囁
陀
南
奇
哉
一
切
仏
我
名
微
妙
音
由
慧
無
色
故
音
声
而
可
得
時
彼
曼
殊
室
利
大
菩
薩
身
従
世
尊
心
下
依
一
切
如
来
右
月
輪
而
住
復
請
教
令
時
世
尊
入
一
切
如
来
智
慧
一
一
一
昧
耶
名
金
剛
三
摩
地
断
一
切
如
来
結
使
三
昧
耶
尽
無
余
有
情
界
断
一
切
苦
15　14　　13　　12　　11　　10 91234567815　　14　　13　　12　　11　10 9
受
一
切
安
楽
悦
意
故
乃
至
得
一
切
如
来
随
順
音
声
慧
円
満
成
就
故
則
彼
金
剛
鉤
授
与
曼
殊
室
利
大
菩
薩
摩
詞
薩
双
手
則
一
切
如
来
以
金
剛
名
号
金
剛
慧
金
剛
慧
灌
頂
時
金
剛
慧
菩
薩
摩
詞
薩
以
金
剛
剣
揮
研
説
此
温
陀
南
此
是
一
切
仏
智
慧
度
理
趣
能
断
諸
怨
敵
除
諸
罪
最
勝
爾
時
婆
伽
梵
復
入
纏
発
心
転
法
輪
菩
薩
摩
詞
薩
三
昧
耶
出
生
法
加
持
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
輪
三
昧
耶
名
一
切
如
来
心
従
自
心
出
縛
日
羅
係
都
従
一
切
如
来
心
績
出
已
即
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
成
金
剛
界
大
曼
茶
羅
為
一
切
如
来
大
漫
茶
羅
出
巳
入
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
聚
為
一
体
生
金
剛
輪
形
住
仏
掌
中
従
彼
金
剛
輪
形
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
纏
発
心
転
法
輪
故
金
剛
薩
垣
三
摩
地
極
堅
牢
故
聚
為
一
体
生
纏
発
心
転
法
輪
菩
薩
摩
詞
薩
身
住
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
説
此
温
陀
南
奇
哉
金
剛
輪
我
金
剛
勝
持
由
纏
発
心
故
能
転
妙
法
輪
時
彼
纏
発
心
転
法
輪
大
菩
薩
身
従
世
尊
心
下
依
一
切
如
来
左
月
輪
而
住
復
請
教
令
時
世
尊
入
一
切
如
来
輪
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
大
　
宇
野
拓
一
ー
一
三
は
縦
八
・
八
㎝
、
～
一
〇
行
目
。
　
宇
野
拓
一
ー
三
五
は
縦
八
・
五
㎝
、
横
六
・
四
㎝
。
表
面
⊥
ハ
～
八
行
目
、
裏
面
七
横
六
・
八
㎝
。
表
面
九
～
一
二
行
目
、
裏
面
48
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四
～
七
行
目
。
　
東
博
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
は
接
合
す
る
。
　
表
面
一
〇
行
＝
二
字
目
「
鉤
」
は
「
剣
」
の
誤
り
。
一
行
一
七
字
で
割
付
け
る
と
、
裏
面
の
四
～
二
行
目
の
文
字
が
瓦
経
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
並
ば
な
く
な
る
。
そ
こ
で
表
面
と
の
整
合
性
か
ら
推
定
し
て
、
六
、
七
行
目
を
一
八
字
書
写
で
割
付
け
れ
ば
自
然
に
並
ぶ
。
一
二
行
目
に
偶
が
あ
り
改
行
す
る
の
で
、
ず
れ
は
こ
こ
で
解
消
さ
れ
る
。
前
記
七
枚
目
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
行
分
前
に
ず
れ
て
、
金
剛
頂
経
上
巻
一
二
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑱
金
剛
頂
経
巻
中
　
二
枚
目
　
宇
野
拓
一
⊥
一
二
12
王
以
一
切
如
来
灌
頂
授
与
双
手
則
一
切
如
来
以
金
剛
名
号
金
剛
毘
首
金
剛
毘
首
灌
頂
時
彼
⑱
34567815　14　　13　　12　　11　10 91234567813　　12　　11　　10 9
金
剛
毘
首
菩
薩
摩
詞
薩
則
安
立
掲
磨
金
剛
於
自
心
令
安
一
切
如
来
掲
磨
平
等
処
説
此
咀
陀
南此
是
一
切
仏
作
種
種
勝
業
授
与
我
掌
中
以
業
安
於
業
爾
時
婆
伽
梵
復
入
難
敵
精
進
大
菩
薩
摩
詞
薩
三
昧
耶
出
生
掲
磨
加
持
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
守
護
三
昧
耶
名
一
切
如
来
心
従
自
心
出
縛
日
羅
路
乞
沙
従
一
切
如
来
心
纏
出
已
即
彼
婆
伽
梵
金
剛
手
為
衆
多
堅
固
甲
冑
出
已
入
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
聚
為
一
体
生
大
金
剛
甲
冑
形
住
仏
掌
中
従
彼
金
剛
甲
冑
形
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
一
切
如
来
守
護
儀
軌
広
大
事
業
等
作
一
切
仏
神
通
遊
戯
難
敵
精
進
故
金
剛
薩
錘
三
摩
地
極
堅
牢
故
聚
為
一
体
生
難
敵
精
進
大
菩
薩
身
住
世
尊
毘
盧
遮
那
仏
心
説
此
咀
陀
南
奇
哉
精
進
甲
我
固
堅
固
者
由
堅
固
無
身
作
金
剛
勝
身
時
彼
難
敵
精
進
大
菩
薩
身
従
世
尊
心
下
依
一
切
如
来
右
月
輪
而
住
復
請
教
令
時
世
尊
入
一
切
如
来
堅
固
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
精
進
波
羅
蜜
三
昧
耶
救
護
尽
無
余
有
情
界
受
一
切
安
楽
悦
意
故
乃
至
得
一
切
如
来
金
剛
身
成
就
果
故
則
金
剛
甲
冑
授
与
難
敵
精
進
大
菩
薩
双
手
則
一
切
如
来
以
金
剛
名
号
金
剛
慈
友
金
剛
慈
友
灌
頂
時
彼
金
剛
慈
友
菩
薩
摩
詞
薩
以
金
剛
甲
冑
被
一
切
如
来
説
此
温
陀
南
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此
是
一
切
仏
最
勝
慈
甲
冑
堅
精
進
大
護
名
為
大
慈
友
15
　
爾
時
婆
伽
梵
復
入
擢
一
切
魔
大
菩
薩
摩
詞
薩
　
縦
六
・
○
㎝
、
横
一
一
・
八
㎝
。
表
面
一
〇
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
五
行
目
。
左
上
角
部
分
。
　
表
面
一
一
行
目
は
一
八
字
。
裏
面
一
、
二
行
目
は
一
六
字
。
表
面
一
一
行
目
か
ら
の
段
落
は
裏
面
三
行
目
ま
で
で
、
こ
の
中
で
帳
尻
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
以
後
の
割
付
に
ず
れ
込
み
は
な
い
。
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
、
金
剛
頂
経
中
巻
二
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑲
金
剛
頂
経
巻
中
　
七
枚
目
　
宇
野
二
・
宇
野
拓
二
ー
二
五
・
二
ー
九
1234567814　　13　12　11　10　　9
従
一
切
如
来
心
纏
出
已
㈹
一
切
如
来
法
印
従
彼
一
切
如
来
法
印
則
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
為
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
復
聚
為
一
体
為
金
剛
歌
詠
大
天
女
依
き
尊
観
自
在
王
如
来
左
辺
月
輪
而
住
説
此
唱
陀
南
奇
哉
成
歌
詠
我
供
諸
見
者
由
此
供
養
故
諸
法
如
響
応
爾
時
世
尊
毘
盧
遮
那
復
入
一
切
如
来
舞
供
養
所
生
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
族
大
天
女
従
自
心
出
縛
日
羅
禰
哩
仁
帝
曳
従
一
切
如
来
心
纏
出
已
出
一
切
如
来
舞
広
大
儀
従
彼
出
一
切
如
来
舞
供
養
儀
則
彼
閣
伽
梵
持
金
剛
為
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
復
聚
為
一
体
為
金
剛
舞
大
天
女
依
世
尊
不
空
成
就
如
来
左
辺
15
　
月
輪
而
住
説
此
囁
陀
南
16
　
奇
哉
広
供
養
作
諸
供
養
故
由
金
剛
舞
儀
安
立
仏
供
養
1234567816　15　14　　13　　12　　11　10　　9
一
切
如
来
無
上
安
楽
悦
意
三
昧
耶
一
切
如
来
婁
一
切
如
来
調
詠
一
切
如
来
無
上
作
供
養
業
如
是
一
切
如
来
秘
密
供
養
爾
時
世
尊
不
動
如
来
奉
答
毘
盧
遮
那
如
来
供
養
故
入
一
切
如
来
能
悦
沢
三
昧
耶
所
生
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
碑
使
従
自
心
出
縛
日
羅
杜
閉
従
一
切
如
来
心
纏
出
巳
則
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
為
種
種
儀
焼
香
供
養
雲
厳
飾
辞
遍
一
切
金
剛
界
出
巳
従
彼
焼
香
供
養
雲
海
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
復
聚
為
一
体
為
金
剛
焼
香
天
女
身
依
古
尊
金
剛
摩
尼
実
峯
楼
閣
隅
右
辺
月
輪
而
住
説
此
唱
陀
南
奇
哉
大
供
養
悦
沢
具
端
厳
由
薩
垣
遍
入
速
疾
証
菩
提
爾
時
古
尊
宝
生
如
来
奉
答
毘
盧
遮
那
如
来
供
養
故
入
宝
荘
厳
供
養
三
昧
耶
所
生
名
金
剛
三
　
宇
野
二
は
縦
九
・
五
㎝
、
横
九
・
五
㎝
、
厚
二
・
四
㎝
。
表
面
一
～
四
行
目
、
裏
面
一
二
～
一
五
行
目
。
右
上
角
部
分
。
灰
褐
色
。
表
面
の
縦
罫
線
は
全
て
上
枠
線
に
接
し
、
わ
ず
か
に
突
き
抜
け
る
。
切
合
い
か
ら
縦
罫
線
が
先
、
上
枠
線
が
後
に
引
か
れ
た
と
判
る
。
裏
面
の
縦
罫
線
と
上
枠
線
は
全
て
離
れ
る
。
上
端
角
は
大
き
く
、
側
端
は
薄
く
面
取
り
を
施
す
。
裏
面
欄
外
左
上
に
「
金
剛
頂
後
」
の
丁
付
。
　
宇
野
拓
二
ー
二
五
は
縦
一
五
・
四
㎝
、
横
一
二
・
三
㎝
、
厚
二
・
二
㎝
。
表
面
一
～
六
行
目
、
裏
面
＝
～
一
六
行
目
。
右
端
部
分
。
前
者
と
接
合
す
る
。
裏
面
欄
外
50
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左
上
に
「
中
巻
七
」
の
丁
付
。
　
宇
野
拓
二
ー
九
は
縦
一
七
・
八
㎝
、
横
八
・
三
㎝
。
表
面
一
一
～
一
四
行
目
、
裏
面
三
～
六
行
目
。
下
端
部
分
。
　
表
面
一
行
一
〇
字
目
の
「
出
」
は
欠
落
し
、
か
つ
一
行
に
一
八
字
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
字
分
ず
れ
る
。
三
行
目
が
一
行
に
一
五
字
し
か
書
か
れ
ず
、
こ
こ
で
二
字
分
の
ず
れ
は
解
消
さ
れ
る
。
二
行
目
は
↓
八
字
、
一
二
行
目
は
一
九
字
書
写
さ
れ
て
お
り
、
三
字
分
ず
れ
る
が
、
一
五
行
目
で
改
行
さ
れ
る
の
で
こ
こ
で
解
消
さ
れ
る
。
一
六
行
目
ま
で
書
写
さ
れ
、
以
後
一
行
分
ず
れ
込
む
。
裏
面
八
～
一
二
行
目
ま
で
の
五
行
間
は
、
正
し
く
写
経
し
て
お
れ
ば
七
九
字
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
表
面
と
整
合
さ
せ
た
一
一
、
一
二
行
目
を
手
が
か
り
に
、
八
～
一
一
行
目
は
一
六
字
、
］
二
行
目
は
一
五
字
書
写
と
推
定
す
る
。
一
三
行
三
字
目
の
「
右
」
は
「
左
」
の
誤
写
。
裏
面
も
一
六
行
書
か
れ
て
お
り
、
以
降
の
瓦
経
に
計
二
行
分
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
る
。
丁
付
か
ら
金
剛
頂
経
中
巻
七
枚
目
と
判
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
個
人
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
所
蔵
品
（
［
網
干
一
九
八
〇
a
］
）
に
同
一
個
所
を
記
し
た
別
個
体
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
表
裏
面
と
も
一
五
行
で
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
裏
面
欄
外
左
下
に
「
金
剛
頂
経
中
七
」
と
丁
付
も
記
さ
れ
て
い
る
。
宇
野
二
の
丁
付
に
「
金
剛
頂
後
」
と
「
後
」
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
個
人
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
所
蔵
品
を
「
前
」
と
し
て
二
部
書
写
し
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
⑳
金
剛
頂
経
巻
中
　
一
〇
枚
目
　
宇
野
拓
二
ー
一
八
1234
耶
縛
］
切
如
来
使
従
自
心
出
縛
日
羅
薩
普
仁
託
従
一
切
如
来
心
纏
出
已
則
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
出
一
切
如
来
三
昧
耶
縛
為
印
衆
従
彼
一
切
如
来
567812　11　10 9
三
昧
耶
縛
印
衆
出
已
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
復
聚
為
一
体
為
金
剛
鎖
大
菩
薩
身
依
世
尊
金
剛
摩
尼
宝
峯
楼
閣
法
門
中
月
輪
而
住
説
此
温
陀
南
奇
哉
一
切
仏
大
堅
金
剛
鎖
令
諸
縛
脱
者
有
情
利
故
縛
爾
時
世
尊
復
入
一
切
如
来
遍
入
大
菩
薩
三
昧
耶
所
生
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
一
切
印
憧
僕
従
自
心
出
52
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縛
日
羅
吠
捨
従
一
切
如
来
心
纏
出
巳
則
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
為
一
切
如
来
印
主
出
已
従
彼
一
切
如
来
印
主
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
復
聚
為
一
体
為
金
剛
遍
入
大
菩
薩
身
依
世
尊
金
剛
摩
尼
宝
峯
楼
閣
掲
磨
門
中
月
輪
而
住
説
此
咀
陀
南
奇
哉
一
切
仏
我
堅
金
剛
入
為
一
切
主
宰
亦
即
為
憧
僕
→
切
如
来
三
昧
耶
鉤
召
引
入
縛
調
伏
如
是
一
切
如
来
教
令
爾
時
世
尊
為
一
切
如
来
召
集
故
作
金
剛
弾
指
相
説
此
一
切
如
来
召
集
加
持
心
縛
日
羅
三
摩
惹
由
刹
那
羅
縛
須
奥
頃
一
切
如
来
如
弾
指
頃
相
警
覚
已
遍
一
切
世
界
雲
海
中
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
井
菩
薩
集
会
曼
茶
羅
集
已
往
詣
金
剛
摩
尼
宝
峯
楼
閣
世
尊
毘
盧
遮
那
如
来
所
至
已
説
礼
一
切
如
来
足
心
瞳
薩
縛
仁
恒
他
華
多
播
那
満
郷
嚢
迦
噌
弥
由
此
性
成
就
真
言
随
意
念
請
礼
一
切
如
来
已
　
縦
一
四
・
七
㎝
、
横
一
〇
・
二
㎝
。
表
面
六
～
一
一
行
目
、
裏
面
四
～
九
行
目
。
関
西
大
学
に
出
土
地
不
明
と
な
っ
て
い
る
現
物
資
料
が
あ
る
（
［
網
干
一
九
七
六
］
）
。
　
表
面
三
～
六
行
目
の
間
で
二
字
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
ど
こ
で
生
じ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
取
り
敢
え
ず
四
、
五
行
目
を
一
八
字
書
写
と
考
え
て
お
く
。
九
行
目
に
掲
が
入
り
改
行
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
ず
れ
は
解
消
さ
れ
る
。
裏
面
五
行
目
は
本
来
二
行
に
渡
っ
て
書
か
れ
る
段
落
だ
が
二
二
字
を
詰
め
て
書
い
て
お
り
、
以
後
一
行
分
ず
れ
込
む
。
前
記
七
枚
目
の
個
人
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
所
蔵
品
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
字
の
ず
れ
も
な
く
、
金
剛
頂
経
中
巻
一
〇
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
㊨
）
蘇
悉
地
経
巻
上
　
二
枚
目
　
宇
野
拓
ニ
ー
四
12345
有
持
請
余
真
言
法
不
成
就
者
当
令
兼
持
此
経
根
本
真
言
当
速
成
就
於
三
部
中
此
経
為
王
亦
能
成
弁
一
切
等
事
所
謂
護
身
召
請
結
界
供
養
相
助
決
罰
教
授
一
切
真
言
＝
次
第
令
得
成
就
若
諸
心
真
言
中
有
三
虎
許
字
者
則
能
成
弁
㊨
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如
上
所
説
一
切
法
事
三
虎
許
字
心
真
言
日
晦
醜
輌
謹
碓
矩
紅
櫓
駄
嚢
年
虎
仁
許
若
年
弁
才
真
言
日
庵
調
祉
呼
咄
仁
噌
底
ゴ
舩
反
塞
醜
乙
履
底
珊
肚
駄
羅
泥
舳
虎
箭
鑑
以
此
真
言
真
言
水
三
遍
漉
身
作
浄
復
次
上
中
下
成
就
法
者
如
別
経
説
求
成
就
者
須
解
真
言
上
中
下
法
此
経
通
摂
三
部
所
作
漫
茶
羅
法
仏
部
真
言
扇
底
迦
法
観
音
部
真
言
補
註
必
徴
迦
法
金
剛
部
真
言
阿
毘
遮
噌
迦
法
従
腋
至
頂
為
上
従
聴
至
腋
為
中
従
足
至
膀
為
下
於
真
言
中
当
応
分
別
三
種
成
就
於
斯
三
部
各
分
為
三
善
須
了
解
三
部
中
真
言
明
王
真
言
是
上
成
就
諸
余
使
者
制
託
制
徴
等
是
下
成
就
扇
底
迦
法
補
狂
必
徴
迦
法
阿
毘
遮
噌
迦
法
於
三
部
中
各
各
皆
有
応
須
善
知
分
別
次
第
若
仏
部
中
用
仏
母
真
言
為
扇
底
迦
法
仏
母
真
言
日
那
誤
篇
警
伽
上
縛
謡
驚
驚
麓
轟
価
野
年
庵
調
祉
呼
噌
櫓
塞
晒
乙
普
噌
躯
入
縛
羅
価
底
琵
他
鳴
㎞
反
悉
駄
路
者
禰
砒
薩
末
敷
詫
蜘
可
娑
去
駄
禰
砿
渉
縛
詞
航
若
観
音
部
中
用
観
音
母
半
摯
羅
縛
悉
禰
真
言
為
扇
底
迦
法
観
音
母
真
言
日
那
誤
羅
但
仁
郷
但
仁
羅
耶
野
年
晴
調
旬
迦
稽
購
甑
制
噌
餌
迦
制
調
睦
．
迦
蕊
稲
迦
麟
降
迦
制
㎜
陀
．
　
縦
一
〇
・
二
㎝
、
横
八
・
二
㎝
。
表
面
一
～
三
行
目
、
裏
面
一
三
～
一
五
行
目
。
右
下
角
部
分
。
　
裏
面
一
五
行
最
後
は
「
～
迦
制
剛
肚
立
目
」
と
な
る
と
こ
ろ
、
「
制
」
が
欠
落
し
て
い
る
。
冒
頭
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
五
字
分
後
ろ
に
ず
れ
て
、
蘇
悉
地
経
上
巻
二
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑫
蘇
悉
地
経
巻
上
　
七
枚
目
　
宇
野
拓
一
⊥
二
〇
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不
退
奉
行
尊
教
常
作
実
語
諸
根
支
相
皆
悉
円
満
身
無
疾
病
不
過
太
長
太
短
太
肥
太
鹿
亦
不
痩
小
色
不
太
黒
亦
不
太
白
離
此
晒
疾
福
徳
同
伴
余
忍
諸
苦
善
解
真
言
印
漫
茶
羅
供
養
次
第
諸
余
法
則
常
修
梵
行
順
忍
諸
事
出
言
和
雅
令
人
楽
聞
離
諸
我
慢
強
記
不
忘
有
教
奉
行
不
相
推
託
多
聞
智
慧
慈
心
無
志
常
念
布
施
善
解
分
別
明
王
真
言
常
須
念
諦
所
持
真
言
与
行
者
同
兼
明
結
界
護
身
等
法
得
如
是
伴
則
速
成
就
三
業
調
善
曾
於
師
所
入
漫
茶
羅
帰
修
仏
教
不
習
疏
小
法
善
知
行
者
所
須
次
第
不
待
言
教
随
有
所
求
知
時
即
送
具
如
此
者
為
勝
同
伴
身
意
賢
善
心
無
憂
悩
決
定
堅
固
終
不
退
心
得
如
是
伴
則
速
成
就
於
多
財
利
不
望
貧
著
具
如
是
徳
説
為
勝
伴
復
於
行
者
心
無
捨
離
若
欲
成
就
諸
余
等
薬
為
作
強
縁
不
応
捨
離
自
然
聖
戒
具
如
是
徳
説
為
勝
伴
於
行
者
処
無
所
規
求
未
得
悉
地
成
54
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就
以
来
終
不
捨
離
縦
沌
年
歳
無
証
悉
地
終
不
壊
於
捨
離
退
心
仮
令
有
大
苦
及
余
難
事
逼
悩
身
心
亦
不
応
捨
具
如
是
徳
説
為
勝
伴
若
有
如
前
種
種
徳
行
堪
能
成
就
最
上
勝
事
縦
無
前
徳
4
従
）
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但
明
真
言
成
就
法
則
井
須
善
解
諸
漫
茶
羅
智
慧
高
明
復
加
福
徳
勝
持
涌
者
如
是
之
伴
亦
能
成
就
最
ヒ
勝
事
為
欲
成
就
最
上
事
故
其
福
徳
伴
半
月
半
月
与
持
諦
者
而
作
灌
頂
及
以
護
摩
随
時
所
弁
香
花
燃
燈
諸
余
依
次
第
擁
護
簡
択
随
所
有
為
並
須
助
作
非
直
助
修
如
前
等
事
若
諦
持
者
有
所
鱈
失
其
福
徳
伴
依
於
経
法
以
理
教
誰
勿
法
事
有
閾
乃
至
事
事
広
為
開
釈
諸
行
因
縁
具
如
是
者
最
為
勝
伴
行
者
毎
口
持
諦
之
　
縦
一
二
．
・
○
㎝
、
㎜
横
一
．
．
・
仁
し
㎝
　
い
衣
而
川
一
二
～
九
行
目
、
h
裏
石
川
L
し
～
．
二
．
行
目
‘
下
端
部
分
。
　
表
面
八
行
目
は
一
八
字
書
写
で
、
以
後
一
字
分
ず
れ
る
。
真
言
部
分
が
多
く
割
付
が
定
か
で
な
い
が
、
前
記
二
枚
目
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
蘇
悉
地
経
ヒ
巻
七
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
鳴
・
蘇
悉
地
経
巻
L
　
　
四
枚
n
　
小
P
野
拓
一
ー
一
．
L
ハ
1234】O678
所
聞
経
典
諦
思
文
義
常
須
転
読
真
言
法
品
当
須
供
養
真
三
口
法
経
依
経
善
画
妙
漫
茶
羅
応
須
自
入
発
之
初
定
諦
信
比
丘
入
之
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
随
次
入
之
並
皆
堅
固
発
菩
提
心
決
定
心
正
見
心
入
曼
茶
羅
了
応
当
授
与
結
手
印
法
及
持
真
言
次
第
法
則
応
正
広
為
宣
説
真
．
．
口
法
則
白
月
八
日
或
卜
四
u
十
五
日
及
以
月
尽
u
或
十
一
月
十
五
日
如
是
之
日
倍
加
供
養
依
55
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法
持
諦
作
護
摩
法
加
持
禁
戒
常
勤
憶
念
倍
加
諸
事
即
得
真
言
速
疾
成
向
作
護
摩
時
当
須
以
手
持
抜
折
羅
請
瞑
怒
金
剛
真
言
一
千
八
十
遍
或
百
八
遍
作
一
切
事
瞑
怒
金
剛
真
言
日
螂
護
刺
恒
仁
郷
恒
紅
羅
耶
野
一
那
莫
室
戦
弩
祓
日
羅
幡
肇
曳
二
摩
詞
薬
起
漉
胴
栖
奈
蛾
箇
幡
蝉
曳
三
暁
㎜
上
枳
里
枳
里
五
践
日
羅
六
避
歴
羅
湧
捺
仁
羅
七
祓
蹴
没
羅
託
紅
履
底
八
摩
詞
矩
櫓
駄
弼
惹
野
九
額
詑
鱗
鶉
＋
虎
仁
許
虎
仁
許
柿
柿
苗
駄
畔
駄
聾
金
剛
諸
事
応
用
天
火
焼
木
或
苦
練
木
或
取
焼
屍
残
火
槽
木
或
白
栴
檀
木
或
紫
檀
木
随
取
一
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木
刻
作
三
股
金
剛
杵
作
呼
摩
時
及
念
謂
時
常
以
左
手
執
持
能
成
諸
事
故
号
杵
是
善
成
就
者
若
常
持
此
金
剛
杵
者
一
切
毘
那
夜
迦
作
障
難
者
悉
皆
恐
怖
馳
散
而
去
以
紫
檀
香
泥
塗
金
剛
杵
置
本
尊
前
当
以
如
上
真
言
真
言
花
香
供
養
其
諸
事
業
金
剛
秘
密
微
細
悉
能
成
就
諸
余
事
等
作
諸
事
時
常
須
右
手
帯
持
珠
索
以
香
塗
之
諦
真
言
真
言
一
百
八
遍
或
一
千
八
十
遍
金
剛
明
王
珠
索
真
言
日
露
瞳
掴
上
枳
履
枳
履
二
湧
捺
仁
履
泥
詰
沙
縛
詰
二
詞
四
　
縦
一
三
・
○
㎝
、
横
⊥
ハ
・
八
㎝
。
表
面
八
～
一
〇
行
目
、
裏
面
五
～
八
行
目
。
　
個
人
所
蔵
品
に
丁
付
か
ら
蘇
悉
地
経
上
巻
一
八
枚
目
と
判
る
瓦
経
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
割
付
け
る
と
、
蘇
悉
地
経
上
巻
一
四
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑭
蘇
悉
地
経
巻
中
　
一
五
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
二
五
・
一
ー
二
四
伽
花
香
等
具
及
酪
数
応
供
養
其
助
成
就
之
人
護
其
物
故
常
在
其
処
如
是
安
置
供
養
物
已
然
後
以
手
按
之
或
以
眼
観
以
其
不
散
心
徐
徐
持
謂
中
間
数
数
光
顕
其
物
如
是
相
続
寛
夜
持
諦
勿
令
間
断
其
夜
三
時
以
関
伽
等
次
第
供
養
若
須
出
外
漱
口
令
助
成
人
替
坐
物
前
続
次
念
請
其
持
諦
人
有
所
廃
忘
其
所
助
人
皆
須
補
開
持
請
之
時
若
大
難
至
助
成
之
人
応
拒
其
難
如
不
能
禁
行
者
応
自
散
白
芥
子
以
辟
其
難
助
成
之
56
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人
持
諦
其
物
干
時
東
方
有
是
難
現
謂
大
雨
雷
　
宇
野
拓
一
ー
二
五
は
縦
八
・
六
㎝
、
横
八
・
四
㎝
。
裏
面
は
罫
の
み
。
関
西
大
学
に
出
土
地
不
明
の
現
物
資
料
が
存
在
す
る
（
［
網
干
一
九
七
八
］
）
。
　
宇
野
拓
一
ー
二
四
は
縦
六
・
三
㎝
、
横
一
二
・
三
㎝
。
裏
面
は
梵
字
一
字
し
か
見
ら
れ
ず
、
ほ
か
は
罫
の
み
。
前
者
と
接
合
す
る
。
　
東
博
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
の
瓦
経
が
存
在
す
る
。
裏
面
に
は
梵
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
当
瓦
経
は
変
則
的
で
あ
り
、
蘇
悉
地
経
中
巻
一
五
枚
目
と
す
る
理
由
は
後
述
す
る
。⑮
蘇
悉
地
経
巻
中
　
一
六
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
二
八
輪一
曙
⑭
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即
非
成
就
其
三
種
相
謂
媛
気
煙
光
如
是
三
相
応
次
第
現
若
上
成
就
即
具
三
相
若
中
成
就
具
前
二
相
若
下
成
就
唯
現
初
相
或
若
持
諦
慶
誠
於
初
夜
時
三
相
次
第
現
者
即
以
部
母
明
禁
住
其
光
或
以
明
王
心
禁
住
其
相
及
以
持
諦
牛
黄
塗
漉
或
以
手
按
或
用
蘇
漉
或
以
散
花
或
散
白
芥
子
或
但
漉
水
禁
住
其
相
便
即
受
用
亦
果
其
願
或
若
初
夜
或
即
便
禁
住
但
作
念
請
至
其
本
時
方
可
受
用
其
中
成
就
准
此
応
知
於
其
初
夜
下
悉
地
成
於
其
中
夜
獲
中
成
就
於
明
相
動
時
獲
上
成
就
其
中
成
就
中
夜
成
者
如
法
禁
已
縦
至
明
曉
受
用
亦
得
其
下
成
就
准
此
応
知
各
於
本
時
其
助
成
者
若
不
受
用
亦
不
為
吉
其
物
縦
成
不
即
受
用
又
不
禁
住
至
其
平
暁
亦
不
受
用
其
物
猶
若
萎
花
亦
如
稜
食
無
所
堪
用
以
念
請
故
啓
請
真
言
入
其
物
中
時
既
過
已
其
験
亦
失
又
成
就
物
錐
初
相
現
然
不
成
就
当
時
若
禁
其
⑮
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相
以
後
還
作
光
顕
等
法
及
諸
節
日
供
養
灌
頂
便
作
成
就
経
於
三
年
若
不
成
者
当
知
此
物
不
可
得
成
上
成
就
法
限
至
三
年
若
中
成
就
至
第
六
月
若
下
成
就
不
限
其
時
損
成
就
法
亦
復
如
是蘇
悉
地
掲
羅
経
被
楡
成
物
却
徴
法
品
第
十
六
我
今
当
説
被
楡
之
物
却
徴
之
法
其
物
成
已
或
作
成
就
之
時
其
物
被
倫
倫
物
之
時
或
見
其
形
或
但
失
物
不
見
楡
者
干
時
不
択
日
宿
亦
不
断
食
発
起
瞑
怒
現
前
速
応
作
此
漫
茶
羅
法
用
焼
屍
灰
三
角
而
作
唯
開
西
門
於
外
門
前
置
其
本
尊
内
院
東
角
置
蘇
悉
地
掲
羅
明
王
右
置
金
剛
盆
怒
左
置
大
怒
右
置
金
剛
挙
左
置
金
剛
鉤
右
　
縦
九
・
七
㎝
、
横
八
・
○
㎝
。
表
面
一
二
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
三
行
目
。
左
上
角
部
分
。
　
表
面
一
二
行
目
が
一
六
字
だ
が
、
二
二
行
目
に
一
八
字
書
い
て
解
消
し
て
い
る
。
前
述
の
蘇
悉
地
経
中
巻
一
八
枚
目
か
ら
逆
算
し
て
割
付
け
る
と
、
蘇
悉
地
経
中
巻
一
六
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑯
蘇
悉
地
経
巻
下
　
一
四
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
三
八
1234
時
替
換
内
衣
日
別
一
洗
其
衣
乾
燥
聴
以
薫
漉
酬
…
挑
既
除
萎
W
化
続
置
新
者
一
二
時
常
読
大
乗
般
若
等
経
及
作
制
多
塗
漫
茶
羅
先
調
劃
言
既
了
請
祈
未
得
於
中
不
得
廃
齢
締
⑯
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閾
一
岡
二
時
乃
至
一
閤
応
当
念
請
不
得
間
断
若
魔
障
著
病
痩
身
心
則
不
精
誠
便
常
放
逸
身
心
疲
労
違
於
時
節
不
依
法
則
或
時
不
浴
作
持
念
諦
及
以
護
摩
不
応
作
数
摂
心
用
行
依
法
念
諦
其
此
数
者
応
記
為
数
作
護
摩
時
念
諦
之
時
請
召
之
時
此
三
事
中
所
有
真
言
遍
数
一
一
皆
須
依
法
満
数
縦
欲
数
満
欠
一
未
了
而
有
障
起
更
従
頭
数
若
不
依
法
作
皆
不
成
若
有
依
法
作
漫
茶
羅
時
或
日
月
蝕
時
於
此
二
時
加
法
念
諦
其
福
増
高
不
久
成
就
無
有
疑
也
若
於
八
大
霊
塔
或
於
過
去
諸
仏
行
菩
薩
行
処
最
為
勝
上
或
於
正
月
十
五
日
時
亦
為
勝
時
或
於
師
主
処
受
真
言
先
経
承
事
便
当
念
持
不
久
速
成
或
於
夢
中
見
真
言
主
而
指
授
者
依
彼
法
則
亦
速
成
就
彼
念
請
人
供
養
増
加
処
所
尊
勝
或
当
時
分
更
加
精
誠
其
数
未
満
唯
此
勝
故
真
言
主
悦
而
賜
成
58
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就
当
知
此
法
悉
地
難
速
不
久
当
壊
以
是
義
故
先
承
事
了
而
所
得
者
説
為
堅
固
先
承
事
時
応
広
供
養
於
日
月
蝕
於
八
日
十
四
日
十
五
日
復
加
献
供
諸
神
仙
衆
如
余
部
説
前
等
u
加
諸
善
事
業
斎
戒
等
事
是
日
復
加
献
供
本
明
真
言
主
瓶
盛
香
水
挿
垂
花
枝
或
取
関
伽
器
用
甘
露
軍
茶
利
真
言
而
真
「
三
口
之
自
灌
其
頂
能
除
魔
障
或
於
其
日
献
諸
飲
食
塗
漫
茶
羅
及
以
護
摩
燃
燈
等
供
並
須
加
之
或
有
法
中
但
説
持
諦
自
然
験
見
者
前
所
張
像
舎
利
塔
等
忽
然
揺
動
或
光
　
縦
L
・
L
㎝
、
横
九
・
五
㎝
．
。
表
面
八
～
一
、
．
行
n
、
裏
面
四
～
八
行
n
。
裏
而
欄
外
左
上
に
「
蘇
＝
．
巻
十
四
」
と
丁
付
。
　
東
博
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
を
記
し
た
瓦
経
が
あ
り
、
右
上
角
の
部
分
が
判
る
。
　
表
面
五
行
目
は
一
八
字
書
写
で
、
以
後
一
字
分
ず
れ
る
。
裏
面
，
．
，
、
一
三
行
目
は
一
六
字
、
一
四
行
日
は
．
八
字
書
写
で
、
ず
れ
は
こ
こ
で
解
消
さ
れ
る
。
丁
付
か
ら
蘇
悉
地
経
下
巻
一
四
枚
目
と
判
る
．
、
宇
野
拓
1
四
47
蘇
悉
地
経
巻
卜’
じ
枚
日
12345
可
依
之
応
観
念
諦
功
力
及
観
同
伴
多
少
応
当
具
備
如
本
尊
恩
春
境
界
許
多
任
可
成
就
悉
地
之
法
有
卜
中
ド
諸
物
数
量
亦
復
如
是
蘇
悉
地
掲
羅
経
灌
頂
壇
品
第
三
十
三
復
次
広
説
成
就
謁
物
秘
密
妙
法
令
速
悉
地
若
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欲
起
首
成
就
法
者
先
応
備
弁
諸
悉
地
具
以
護
摩
法
加
威
本
尊
真
言
及
自
灌
頂
作
灌
頂
漫
茶
羅
如
法
供
養
作
灌
頂
已
然
後
起
首
作
成
就
法
若
作
大
灌
頂
漫
茶
羅
者
能
得
成
就
一
切
諸
事
如
前
所
説
明
王
漫
茶
羅
浄
地
等
法
皆
応
如
是
其
漫
茶
羅
頓
方
四
角
安
置
四
門
其
量
八
肘
或
七
或
五
唯
開
西
門
界
道
五
色
如
法
画
飾
如
其
台
量
次
外
減
半
次
外
准
然
於
此
西
面
四
肘
之
外
復
作
一
漫
茶
羅
其
量
五
肘
或
四
或
三
唯
開
東
門
或
如
根
本
大
漫
茶
羅
灌
頂
処
所
減
半
而
作
風
漫
茶
羅
地
勢
皆
北
下
卸
説
為
吉
祥
但
59
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漫
茶
羅
地
勢
北
下
卸
者
説
為
最
勝
或
用
一
種
彩
色
画
之
於
四
角
外
作
三
肘
抜
折
羅
於
中
台
内
如
法
画
作
八
葉
蓮
華
諸
漫
茶
羅
亦
応
如
是
蓮
華
葉
外
周
匝
画
作
吉
祥
妙
印
於
四
門
中
画
抜
折
羅
復
於
諸
角
安
吉
酢
瓶
於
外
灌
頂
漫
茶
羅
亦
如
是
作
凡
欲
灌
頂
必
須
四
種
所
量
瓶
処
並
衛
界
角
随
所
持
請
真
言
及
与
明
等
於
其
台
内
画
本
尊
印
井
置
一
瓶
所
持
真
言
随
其
部
類
画
本
尊
主
印
所
謂
仏
頂
蓮
華
金
剛
応
知
此
法
最
為
秘
密
所
持
真
言
不
識
名
号
及
部
不
貫
者
応
安
一
瓶
名
弁
諸
事
或
安
成
就
義
利
之
瓶
或
安
一
瓶
名
諸
真
言
次
外
東
面
画
仏
頂
印
右
辺
部
母
印
左
辺
部
心
印
次
右
錬
底
印
次
左
牙
印
次
右
阿
難
次
左
須
菩
提
諸
余
真
言
及
明
等
印
左
右
安
置
乃
至
両
角
次
於
北
面
画
観
自
在
菩
薩
　
縦
二
・
八
㎝
、
横
七
・
九
㎝
。
表
面
七
～
一
〇
行
目
、
裏
面
六
～
九
行
目
。
　
個
人
所
蔵
品
（
　
線
部
）
と
接
合
す
る
。
　
裏
面
六
行
一
五
字
目
の
「
量
」
は
「
置
」
の
誤
写
。
表
面
一
三
行
目
か
ら
裏
面
五
行
目
の
間
に
一
六
字
分
余
計
に
記
さ
れ
て
い
る
。
約
一
行
分
の
欠
落
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
表
面
に
一
六
行
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
復
原
し
た
。
裏
面
一
三
行
目
も
一
八
字
書
写
と
考
え
ら
れ
、
当
瓦
経
で
都
合
一
七
字
分
前
に
ず
れ
る
。
京
都
大
学
所
蔵
品
に
直
前
の
瓦
経
が
あ
り
、
「
蘇
三
巻
廿
六
」
と
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
蘇
悉
地
経
下
巻
二
七
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑱
蘇
悉
地
経
巻
下
　
二
九
枚
目
　
宇
野
拓
二
ー
八
置
句
託
蓄
利
随
彼
所
楽
而
当
奉
献
如
法
供
養
諸
真
言
已
及
護
摩
已
前
之
安
瓶
随
所
為
者
諦
⇔
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彼
真
言
而
用
加
被
於
本
尊
前
所
安
之
瓶
還
用
彼
真
三
口
而
被
加
之
其
台
内
瓶
応
用
明
王
真
言
而
作
加
被
当
門
為
軍
茶
利
所
安
置
瓶
亦
須
用
（彼
真
言
加
被
於
台
漫
茶
羅
東
面
両
角
所
安
置
）
瓶
東
北
角
者
以
部
心
真
言
東
南
角
者
用
部
母
真
言
西
北
角
者
用
能
弁
諸
事
言
西
南
角
者
用
一
切
真
言
如
是
加
被
此
上
瓶
巳
及
供
養
已
次
応
右
逡
如
前
説
灌
頂
法
此
亦
如
是
安
置
吉
祥
瓶
所
謂
穀
実
薬
草
花
果
香
樹
枝
葉
花
璽
及
宝
置
於
瓶
内
新
吊
絵
繰
用
纏
其
頸
諸
灌
頂
法
皆
応
如
是
即
令
同
伴
灌
行
者
頂
其
同
伴
者
皆
60
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須
持
諦
如
法
清
浄
或
求
阿
闇
梨
配
与
灌
頂
為
欲
除
遣
諸
作
障
故
先
用
軍
茶
利
瓶
而
用
灌
頂
第
四
応
用
所
持
真
言
瓶
而
用
灌
頂
其
余
二
瓶
随
意
而
用
如
是
畢
巳
応
以
牛
黄
塗
香
薫
香
芥
子
線
釧
衣
服
皆
応
受
用
作
灌
頂
已
復
為
息
諸
障
故
応
作
護
摩
已
便
即
発
遣
或
於
浄
処
但
一
彩
色
作
小
漫
茶
羅
極
令
方
正
其
量
二
肘
安
置
三
部
大
印
西
面
焚
印
如
前
安
置
浄
瓶
如
法
灌
頂
能
離
諸
障
本
尊
歓
喜
不
久
速
成
此
秘
密
最
勝
悉
地
蘇
悉
地
掲
羅
経
光
物
品
第
舟
四
復
次
如
法
灌
頂
畢
已
応
作
護
摩
経
三
七
日
或
一
七
或
日
経
一
月
或
随
其
成
就
相
応
或
於
本
法
所
説
毎
月
三
時
用
蘇
蜜
酪
和
以
胡
麻
応
作
護
摩
或
依
本
法
祀
乳
粥
或
祀
酪
飯
所
成
就
物
毎
日
三
時
以
香
薫
之
以
香
水
漉
以
真
言
加
被
観
視
其
物
以
吉
祥
環
貫
置
指
上
偽
按
其
物
以
牛
黄
水
或
白
芥
子
漉
散
物
上
及
於
節
日
加
諸
　
縦
八
・
○
㎝
、
横
一
四
・
五
㎝
。
表
面
九
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
七
行
目
。
左
下
角
部
分
。
　
同
一
個
体
で
別
個
所
を
記
し
た
破
片
が
常
楽
寺
美
術
館
所
蔵
品
（
　
線
部
、
［
難
波
田
一
九
八
一
b
］
）
、
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
品
（
…
線
部
、
［
網
干
一
九
七
九
c
］
）
に
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
は
接
合
し
、
ほ
ぼ
全
体
が
判
る
。
　
表
面
四
行
五
、
六
字
目
の
「
加
被
」
は
「
被
加
」
と
逆
に
記
さ
れ
る
。
五
、
六
行
目
の
間
に
は
本
来
「
彼
真
言
加
被
於
台
漫
茶
羅
東
面
両
角
所
安
置
」
の
一
行
が
入
る
が
脱
落
し
て
い
る
。
そ
れ
に
途
中
で
気
が
つ
い
た
の
か
、
五
、
六
行
目
の
間
の
罫
線
欄
外
上
に
「
ー
」
と
挿
入
記
号
を
記
し
、
欄
外
右
に
脱
落
し
た
経
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
以
後
一
行
分
ず
れ
を
生
じ
る
。
七
行
二
字
目
の
「
真
」
は
「
事
」
と
誤
写
。
裏
面
五
行
八
字
目
の
「
塑
」
は
「
焚
」
と
誤
記
。
一
〇
行
三
、
四
字
目
の
「
日
或
」
は
「
或
日
」
と
逆
転
し
て
記
し
て
い
る
。
一
一
行
五
字
目
の
「
日
」
は
「
月
」
と
誤
写
。
非
常
に
誤
写
の
目
立
つ
資
料
で
あ
る
。
表
面
七
、
一
〇
、
＝
二
、
一
四
行
目
、
裏
面
三
、
五
行
目
は
一
六
字
書
写
、
表
面
八
行
目
は
一
八
字
書
写
、
表
面
一
五
行
目
は
一
九
字
書
写
で
三
字
分
後
ろ
に
ず
れ
る
が
、
裏
面
八
行
目
か
ら
「
光
物
品
第
冊
四
」
が
始
ま
り
改
行
す
る
の
で
、
そ
こ
で
解
消
さ
れ
る
。
前
記
二
七
枚
目
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
、
二
字
分
後
ろ
に
ず
れ
込
ん
で
、
蘇
悉
地
経
下
巻
二
九
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑲
蘇
悉
地
経
巻
下
　
三
〇
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
八
・
ニ
ー
六
・
ニ
ー
1234567812　11　10　9
一
〇
供
具
奉
献
彼
物
若
白
月
成
者
取
十
五
日
若
黒
月
成
者
取
十
四
日
如
斯
作
法
光
顕
其
物
皆
用
部
母
真
言
復
重
加
諸
花
香
花
餐
等
物
供
養
以
香
塗
手
置
茅
草
環
按
所
成
物
畢
夜
持
諦
於
夜
三
時
諦
百
八
遍
如
斯
光
顕
成
就
之
物
従
始
至
終
皆
応
如
是
若
為
具
此
法
速
得
成
就
仏
部
光
顕
真
言
日
庵
調
上
諦
若
蜜
刷
乙
尾
禰
二
悉
勝
娑
去
駄
野
三
虎
仁
許
柿
四
蓮
華
部
光
顕
真
言
日
暁
唱
上
抱
願
立
比
餅
乙
把
胴
比
胴
偶
破
野
二
摩
詞
室
利
曳
三
渉
縛
舷
二
詞
四
61
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金
剛
部
光
顕
真
言
日
暁
調
上
入
縛
羅
入
縛
羅
野
二
㈱
度
哩
三
渉
蝕
二
縛
詞
四
於
三
部
法
皆
用
赤
掲
羅
微
羅
花
以
真
言
持
諦
散
漉
其
物
或
用
忙
落
底
（
花
或
用
白
芥
子
首
末
）
中
間
皆
応
如
是
散
雷
其
物
或
有
驚
界
及
見
異
相
亦
如
是
散
臨
欲
成
就
亦
如
是
散
便
成
光
顕
若
欲
成
就
蘇
等
之
物
真
言
香
水
用
濃
其
物
便
成
光
顕
以
如
是
法
而
光
顕
物
縦
不
成
者
不
応
間
断
或
作
漫
茶
羅
以
為
光
顕
如
前
浄
地
用
五
種
色
作
漫
茶
羅
其
量
四
肘
而
開
一
門
内
院
東
面
先
置
輪
印
東
北
角
置
鉢
印
東
南
角
置
袈
裟
印
次
於
北
面
置
蓮
華
印
於
西
北
角
置
灘
肇
桔
印
於
東
北
角
置
軍
持
瓶
印
次
於
南
面
置
抜
折
羅
印
於
東
南
角
置
葉
那
桔
印
於
西
南
角
置
掲
羅
除
瓶
印
於
西
面
置
金
剛
鉤
印
金
剛
挙
印
於
西
南
角
置
計
利
吉
羅
印
於
西
北
角
置
遜
婆
印
復
於
東
面
置
輪
右
辺
置
仏
眼
部
母
印
又
於
北
　
宇
野
拓
一
ー
八
は
縦
七
・
○
㎝
、
横
七
・
三
㎝
。
表
面
一
～
三
行
目
、
裏
面
一
三
～
一
五
行
目
。
右
端
部
分
。
　
宇
野
拓
二
ー
六
は
縦
一
六
二
二
㎝
、
横
一
三
・
七
㎝
。
表
面
五
～
＝
行
目
、
裏
面
五
～
＝
行
目
。
出
土
地
不
明
と
さ
れ
る
現
物
資
料
が
関
西
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
［
網
干
一
九
七
六
］
）
。
前
者
と
接
合
す
る
。
　
宇
野
拓
二
ー
一
〇
は
縦
一
四
・
二
㎝
、
横
一
一
・
五
㎝
。
表
面
一
〇
～
一
五
行
目
、
裏
面
一
～
五
行
目
。
左
下
角
部
分
。
こ
れ
も
現
物
資
料
は
関
西
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
［
網
干
一
九
七
八
］
）
。
　
表
面
六
行
六
、
七
字
目
「
若
具
」
の
間
に
「
為
」
を
余
分
に
記
し
て
い
る
が
、
改
行
す
る
の
で
ず
れ
は
起
き
な
い
。
八
行
目
「
惹
塞
」
は
「
若
蜜
」
と
、
「
悌
」
は
「悌
」
と
誤
写
。
一
四
行
目
「
畔
」
は
脱
字
。
「
縛
舷
二
」
は
「
舘
二
縛
」
と
逆
転
し
て
書
い
て
い
る
。
裏
面
二
行
九
字
目
「
底
」
の
後
に
「
花
或
用
白
芥
子
首
末
」
と
続
く
部
分
が
欠
落
し
て
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
前
記
二
九
枚
目
に
続
き
誤
写
が
目
立
つ
。
二
九
枚
目
の
直
後
に
当
た
り
、
蘇
悉
地
経
下
巻
三
〇
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑩
蘇
悉
地
経
巻
下
　
三
一
枚
目
　
宇
野
拓
一
ー
五
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蓮
華
印
右
辺
置
半
筆
羅
縛
思
寧
部
母
印
次
於
南
面
置
抜
折
羅
印
右
辺
置
忙
萎
計
部
母
印
次
於
曼
茶
羅
門
外
如
前
所
説
置
能
推
諸
難
軍
茶
利
印
依
前
供
養
復
於
北
面
置
六
腎
印
馬
頭
印
多
羅
印
戦
捺
羅
印
及
於
当
部
所
有
春
属
次
第
安
置
其
形
皆
白
復
於
東
面
置
如
来
錬
底
印
帝
殊
羅
施
印
無
能
勝
明
王
印
無
能
勝
妃
印
復
於
南
面
於
当
部
内
所
有
春
属
次
第
安
之
然
於
西
面
随
意
安
置
三
部
諸
印
次
於
外
院
置
倶
尾
羅
等
八
方
大
神
於
其
空
処
任
置
三
部
内
成
弁
諸
事
真
言
働
等
次
於
中
台
置
所
持
部
主
印
所
成
就
物
随
於
本
法
所
説
置
於
其
中
安
其
部
主
中
台
上
其
物
東
辺
置
真
言
本
所
持
印
其
物
西
辺
安
護
摩
炉
次
於
西
辺
持
請
人
坐
各
各
以
本
真
言
依
法
召
請
如
前
所
説
次
第
供
養
畢
以
三
部
母
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明
次
第
護
摩
光
顕
其
物
然
後
以
本
真
三
口
護
摩
而
作
光
顕
於
諸
光
顕
法
中
護
摩
為
最
凡
初
護
摩
先
以
部
母
明
持
諦
香
水
漉
浄
其
物
護
摩
既
畢
亦
如
是
濃
或
用
忙
葬
計
心
明
或
用
四
字
明
王
真
言
通
三
部
護
摩
而
作
光
顕
随
其
所
用
真
言
為
護
摩
者
初
且
請
其
真
言
次
諦
求
請
之
句
復
中
間
諦
其
真
言
復
諦
求
請
之
句
後
亦
請
其
真
言
還
安
求
請
句
如
是
真
三
口
之
中
三
処
上
中
下
分
安
置
求
請
之
句
最
後
安
其
虎
許
洋
旺
渉
2
詞
去
字
所
謂
闇
縛
に
治
羅
闇
縛
矧
二
羅
也
治
放
悉
地
成
娑
去
駄
也
齢
禰
去
軸
蹴
禰
去
破
耶
齢
威
禰
去
破
移
舷
二
南
蹴
韻
帝
闇
也
幽
帝
闇
也
治
潤
抜
駄
也
飴
増
忙
尾
覧
摩
蝶
延
阿
去
尾
除
鳩
羅
乞
沙
縫
散
作
禰
軽
甜
齢
端
倶
ヒ
噌
最
許
洋
旺
渉
去
詞
去
　
縦
一
四
・
一
㎝
、
横
一
五
・
九
㎝
。
表
面
八
～
一
五
行
目
、
裏
面
↓
～
八
行
目
。
左
上
角
部
分
。
　
個
人
所
蔵
品
（
　
線
部
）
に
同
一
個
体
で
別
個
所
を
記
し
た
破
片
が
あ
り
、
接
合
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
上
端
は
全
て
復
原
で
き
る
。
　
表
面
三
行
二
字
目
の
「
漫
」
は
「
曼
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
］
一
行
四
字
目
の
「
主
」
は
欠
落
し
て
、
一
六
字
書
写
に
な
っ
て
い
る
。
裏
面
一
四
行
一
字
目
の
下
は
「
距齢」
の
と
こ
ろ
が
「
擁
」
に
な
り
、
ま
た
、
「
散
禰
」
の
問
に
余
分
に
「
作
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
面
四
、
一
四
、
裏
面
四
、
七
、
八
行
目
は
一
八
字
、
表
面
五
、
裏
面
一
、
五
、
六
行
目
は
一
六
字
書
写
。
裏
面
一
五
行
目
に
改
行
が
あ
る
の
で
、
一
字
分
の
ず
れ
が
一
行
分
の
ず
れ
に
拡
大
す
る
。
当
瓦
経
も
引
続
き
誤
写
や
規
格
の
乱
れ
が
目
に
付
く
。
前
記
三
〇
枚
目
の
次
に
当
た
り
、
蘇
悉
地
経
下
巻
三
一
枚
目
に
復
64
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原
で
き
る
。
⑪
蘇
悉
地
経
巻
下
　
三
一
、
枚
目
　
宇
野
拓
ニ
ー
一
九
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以
如
是
等
求
請
之
句
光
顕
其
物
前
後
中
間
種
種
重
説
亦
無
所
妨
護
摩
畢
已
次
応
持
請
白
掲
羅
尾
羅
花
散
其
物
上
而
作
光
顕
或
持
諦
赤
掲
羅
尾
羅
花
或
用
白
芥
子
或
用
蘇
摩
那
花
而
作
光
顕
先
用
塗
香
塗
手
以
按
其
物
次
以
諸
花
持
諦
而
散
白
芥
子
次
焼
香
薫
之
次
後
持
諦
香
水
而
漉
応
知
如
是
次
第
初
中
後
夜
三
時
以
本
蔵
主
真
言
持
請
香
水
真
言
而
濃
次
請
本
持
真
言
而
漉
畢
已
如
前
護
摩
念
諦
乃
至
日
出
具
此
法
者
速
得
成
就
如
是
光
顕
諸
物
及
光
己
身
決
定
速
得
成
就
於
物
其
物
縦
少
亦
獲
大
験
具
此
法
者
其
物
増
多
及
得
清
浄
是
故
応
作
光
顕
之
法
此
名
一
切
成
就
秘
密
之
法
於
諸
節
日
応
作
如
是
光
顕
之
法
余
日
随
時
而
作
光
顕
念
請
遍
数
満
已
欲
作
成
就
法
時
先
応
初
夜
具
作
光
顕
之
⑪
裏
面
奥
書
　
縦
一
〇
・
○
㎝
、
横
六
・
六
㎝
。
表
面
六
～
八
行
目
、
裏
面
は
奥
書
。
　
奥
書
は
「
雲
口
木
田
方
安
同
、
口
入
道
田
入
道
口
　
長
久
口
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
結
縁
者
の
名
前
と
考
え
ら
れ
る
。
　
前
記
三
一
枚
目
の
次
に
相
当
し
、
蘇
悉
地
経
下
巻
三
二
枚
目
に
復
原
で
き
る
。
⑫
梵
字
粂
連
記
　
宇
野
拓
一
ー
三
四
　
縦
五
・
二
㎝
、
横
三
・
七
㎝
。
拓
本
は
表
面
だ
け
。
　
小
町
塚
瓦
経
に
は
、
表
面
に
梵
字
良
を
連
記
し
、
裏
面
は
罫
線
の
み
の
も
の
（
［
網
干
一
九
八
八
］
）
、
罫
線
も
な
い
も
の
（
［
難
波
田
一
九
八
一
a
］
［
難
波
田
，
九
八
〇
ご
が
こ
れ
ま
で
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
破
片
も
そ
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑫
④
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
の
内
訳
歴
博
所
蔵
の
小
町
塚
瓦
経
資
料
は
以
ヒ
で
あ
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
の
小
町
塚
．
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菩
提
山
瓦
経
を
集
成
し
（
巻
末
表
2
参
照
）
、
経
巻
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
。
●
法
華
経
　
一
巻
　
五
枚
分
確
認
で
き
る
。
六
、
一
二
、
一
八
枚
目
は
几
帳
面
な
文
字
だ
が
、
八
、
一
〇
枚
目
は
乱
雑
な
文
字
で
書
い
て
い
る
。
一
二
枚
目
ま
で
は
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
お
り
、
一
七
枚
目
裏
面
で
書
き
終
わ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
最
終
枚
は
表
面
に
経
文
、
裏
面
に
梵
字
交
じ
り
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
片
面
分
ず
れ
て
い
る
。
一
二
～
一
七
枚
目
に
片
面
瓦
経
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
全
部
で
一
八
枚
か
ら
な
る
。
　
二
巻
　
五
枚
分
確
認
で
き
る
。
二
、
七
、
一
〇
枚
目
は
や
や
乱
れ
た
文
字
、
一
七
、
一
八
枚
目
は
小
さ
め
の
文
字
で
一
字
一
字
丁
寧
に
記
し
て
い
る
。
巻
の
半
ば
で
書
き
手
が
変
わ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
お
り
、
全
部
で
二
〇
枚
か
ら
な
る
。
　
三
巻
　
九
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
五
枚
目
が
二
点
確
認
で
き
る
の
で
、
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
こ
と
が
判
る
。
一
五
枚
目
の
宇
野
拓
一
ー
一
二
を
a
、
伊
勢
市
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
品
を
b
と
す
る
と
、
一
五
枚
目
a
だ
け
が
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
書
か
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
る
。
筆
跡
は
、
一
、
八
、
一
五
枚
目
a
は
や
や
大
き
め
の
乱
雑
な
文
字
で
、
「
元
」
を
使
用
。
二
、
三
、
七
、
一
五
b
、
一
七
、
一
九
枚
目
は
小
さ
め
の
文
字
で
一
字
一
字
丁
寧
に
書
き
、
「
無
」
を
使
う
。
一
セ
ッ
ト
は
一
九
枚
か
ら
な
る
。
一
九
枚
目
裏
面
は
罫
線
し
か
確
認
で
き
な
い
。
　
四
巻
　
七
枚
分
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
、
三
、
六
、
八
、
一
〇
、
一
七
枚
目
は
太
く
奔
放
な
印
象
の
文
字
で
、
「
元
」
を
使
用
。
一
四
枚
目
は
小
さ
め
の
丁
寧
な
文
字
で
、
「
無
」
を
使
用
し
て
い
る
。
全
部
で
一
七
枚
か
ら
な
る
。
一
七
枚
目
裏
面
は
宝
筐
印
陀
羅
尼
経
六
枚
目
裏
面
が
記
さ
れ
て
　
（
8
）
い
る
。
　
五
巻
　
八
枚
分
確
認
で
き
る
。
三
枚
目
裏
面
が
一
六
行
書
写
と
考
え
ら
れ
、
以
降
一
行
分
ず
つ
後
ろ
に
ず
れ
る
。
一
六
枚
目
に
同
一
個
所
の
重
複
が
あ
り
、
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
こ
と
が
判
る
。
筆
跡
の
区
別
は
難
し
い
が
、
一
、
二
、
三
、
七
、
一
二
、
一
六
枚
目
a
（
中
山
欽
文
氏
所
蔵
）
は
「
在
」
を
使
用
し
、
丁
付
は
表
面
欄
外
右
に
記
す
。
こ
れ
に
対
し
て
＝
ハ
b
（
浦
口
町
連
合
会
、
射
和
文
庫
所
蔵
）
、
一
七
枚
目
は
「
世
」
を
使
い
、
一
例
だ
け
で
は
あ
る
が
丁
付
は
裏
面
欄
外
左
中
程
に
記
す
。
前
者
は
先
に
述
べ
た
通
り
三
枚
目
裏
面
以
降
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
込
む
が
、
後
者
は
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
セ
ッ
ト
の
枚
数
は
一
八
枚
で
あ
る
。
　
六
巻
　
八
枚
分
確
認
で
き
る
。
三
枚
目
表
面
に
、
一
行
飛
ば
し
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
た
め
か
、
一
〇
～
一
一
行
目
の
罫
線
を
消
し
て
そ
こ
に
三
行
分
の
経
文
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
以
降
一
行
分
後
ろ
へ
ず
れ
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ず
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
と
、
冒
頭
か
ら
小
町
塚
規
格
で
正
し
く
書
写
さ
れ
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
五
、
九
、
一
〇
、
一
八
枚
目
は
後
者
で
、
や
や
小
さ
め
の
文
字
で
達
筆
に
書
か
れ
、
「
無
」
を
使
用
す
る
。
三
枚
目
の
ず
れ
を
受
け
継
ぐ
の
が
七
、
一
一
、
一
五
枚
目
で
、
大
き
め
の
文
字
で
奔
放
に
記
さ
れ
、
「
元
」
を
使
用
す
る
。
同
一
個
所
の
重
複
は
な
い
が
、
六
巻
も
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
一
セ
ッ
ト
は
一
八
枚
か
ら
な
る
。
一
八
枚
目
は
表
面
途
中
か
ら
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
七
巻
　
一
〇
枚
分
確
認
で
き
る
。
八
枚
目
ま
で
は
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
九
～
一
〇
枚
目
の
間
で
一
行
一
六
字
書
写
な
ど
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
一
一
枚
目
冒
頭
で
は
三
字
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
ま
た
表
面
か
ら
裏
面
へ
移
る
際
一
行
欠
落
し
て
、
一
二
枚
目
は
二
通
り
の
ず
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。
裏
面
七
行
目
か
ら
66
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が
始
ま
る
た
め
三
字
分
の
ず
れ
は
こ
こ
で
解
消
さ
れ
る
が
、
九
行
目
が
一
六
字
書
写
で
、
ま
た
一
字
分
前
に
ず
れ
が
生
じ
る
。
と
こ
ろ
で
、
裏
面
一
五
行
目
と
一
三
枚
目
表
面
一
行
目
が
重
複
す
る
が
、
一
字
分
前
へ
の
ず
れ
は
継
続
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
枚
目
は
一
行
分
後
ろ
へ
と
一
字
分
前
へ
の
二
通
り
の
ず
れ
を
残
し
て
終
っ
て
い
る
が
、
＝
二
枚
目
は
一
字
分
前
へ
の
一
通
り
の
ず
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
だ
け
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二
二
枚
目
裏
面
七
行
目
で
は
一
字
分
の
ず
れ
も
解
消
さ
れ
て
お
り
、
一
一
～
一
四
枚
目
は
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
六
枚
目
表
面
は
一
行
分
後
ろ
へ
ず
れ
て
お
り
、
一
五
枚
目
か
一
六
枚
目
表
面
で
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
筆
跡
は
一
二
枚
目
だ
け
や
や
趣
が
違
う
が
、
ほ
か
は
小
さ
め
で
縦
長
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
、
七
、
一
一
、
一
二
、
一
六
枚
目
は
「
世
」
、
＝
二
、
一
四
枚
目
は
「
在
」
を
＝
、
一
三
、
一
四
、
一
六
枚
目
は
「
無
」
、
四
、
一
二
枚
目
は
「
無
」
「
元
」
の
両
方
を
使
用
し
て
い
る
。
丁
付
は
入
枚
目
は
表
面
欄
外
右
、
二
、
一
三
、
一
四
枚
目
は
裏
面
欄
外
右
、
一
二
枚
目
は
表
面
欄
外
左
に
記
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
一
六
枚
か
ら
な
る
。
　
八
巻
　
四
枚
分
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
二
枚
目
に
同
一
個
所
の
重
複
が
あ
る
。
東
博
所
蔵
の
一
一
枚
目
a
は
小
さ
め
の
文
字
で
丁
寧
に
記
さ
れ
て
お
り
、
三
、
五
枚
目
と
共
通
す
る
。
こ
れ
に
対
し
京
博
所
蔵
の
一
一
枚
目
b
は
大
ぶ
り
で
や
や
乱
雑
な
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
と
判
断
で
き
る
。
一
セ
ッ
ト
は
一
四
枚
か
ら
な
る
。
　
重
複
個
所
か
ら
ニ
セ
ッ
ト
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
三
、
五
、
八
巻
だ
け
で
あ
る
が
、
ず
れ
を
手
が
か
り
に
、
筆
跡
、
文
字
遣
い
を
加
味
す
る
と
、
六
巻
も
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
特
定
の
巻
だ
け
を
二
部
書
写
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
法
華
経
は
二
部
作
ら
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
多
少
の
誤
写
、
規
格
の
乱
れ
は
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
丁
付
は
「
六
巻
十
八
」
の
よ
う
に
巻
数
と
枚
数
を
簡
単
に
記
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ほ
か
に
は
「
四
巻
一
〇
枚
」
と
い
う
の
が
一
点
あ
る
の
み
で
あ
る
。
丁
付
の
位
置
は
裏
面
欄
外
左
が
五
点
、
裏
面
欄
外
右
が
三
点
、
表
面
欄
外
左
が
二
点
、
表
面
欄
外
右
が
六
点
と
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
五
巻
は
表
面
欄
外
右
の
グ
ル
ー
プ
と
裏
面
欄
外
左
の
グ
ル
ー
プ
で
ニ
セ
ッ
ト
に
分
け
ら
れ
る
が
、
一
セ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
七
巻
は
四
通
り
全
て
見
ら
れ
る
。
法
華
経
一
部
八
巻
は
一
四
〇
枚
で
構
成
さ
れ
る
。
●
無
量
義
経
　
四
枚
分
確
認
で
き
る
。
五
、
七
枚
目
は
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
一
枚
目
は
二
行
分
、
二
二
枚
目
は
一
行
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
き
め
の
や
や
乱
雑
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
丁
付
は
見
ら
れ
な
い
。
一
六
枚
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
法
華
経
が
二
部
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
開
経
で
あ
る
無
量
義
経
も
二
部
作
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
今
の
と
こ
ろ
一
部
と
し
て
お
く
。●
観
普
賢
経
　
八
枚
分
確
認
で
き
る
。
三
枚
目
冒
頭
で
二
字
分
前
に
ず
れ
て
い
る
が
、
三
行
目
に
改
行
が
あ
り
解
消
さ
れ
る
。
ほ
か
は
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
き
め
の
文
字
で
乱
雑
に
書
か
れ
て
い
る
。
丁
付
は
七
巻
に
の
み
見
ら
れ
、
裏
面
欄
外
右
に
「
普
賢
七
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
一
四
枚
か
ら
な
る
。
　
無
量
義
経
同
様
、
法
華
経
の
結
経
で
あ
る
観
普
賢
経
も
二
部
作
ら
れ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
一
セ
ッ
ト
分
し
か
資
料
が
存
在
せ
ず
、
開
経
も
一
部
と
考
え
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
部
の
み
と
考
え
て
お
く
。
●
大
日
経
　
一
巻
　
七
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
枚
目
が
三
一
行
書
写
か
］
行
後
ろ
へ
ず
れ
て
終
っ
て
い
る
。
四
枚
目
は
同
一
個
所
が
重
複
し
て
お
り
ニ
セ
ッ
ト
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
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が
、
い
ず
れ
も
ず
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。
一
〇
～
一
四
枚
目
の
間
に
真
言
が
入
り
割
付
が
不
確
定
に
な
る
が
、
一
四
枚
目
か
ら
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
七
枚
目
は
正
し
く
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
一
八
枚
目
は
三
行
分
前
に
ず
れ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
筆
跡
は
い
ず
れ
も
小
さ
め
の
文
字
で
一
字
一
字
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
一
、
四
b
（
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
、
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
）
、
一
〇
、
一
四
、
一
七
枚
目
は
や
や
硬
い
感
じ
が
す
る
の
に
対
し
、
四
a
（
京
都
大
学
所
蔵
）
、
八
枚
目
は
や
や
速
度
の
あ
る
達
筆
な
印
象
を
受
け
る
。
一
枚
目
に
「
無
」
、
b
に
「
元
」
が
見
ら
れ
る
の
で
文
字
の
選
択
と
筆
跡
の
結
果
は
異
な
る
が
、
も
決
定
的
な
判
断
材
料
に
な
ら
な
い
の
は
今
ま
で
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
ト
は
一
八
枚
か
ら
な
り
、
一
八
枚
目
は
裏
面
に
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
二
巻
　
一
六
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
枚
目
表
面
最
後
が
一
七
行
目
に
当
た
り
、
五
、
一
四
枚
目
い
ず
れ
一
セ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
も
う
一
行
分
の
空
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
は
何
行
書
か
れ
て
い
る
か
判
ら
な
い
。
三
枚
目
は
小
町
塚
規
格
か
ら
三
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
始
ま
り
、
四
枚
目
に
う
ま
く
つ
な
が
る
。
五
枚
目
は
小
町
塚
規
格
か
ら
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
a
（
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
）
と
、
四
枚
目
に
う
ま
く
つ
な
が
る
b
（
東
博
所
蔵
拓
本
）
と
が
あ
る
。
a
に
つ
な
が
る
六
枚
目
の
表
面
一
、
二
行
目
は
b
の
裏
面
一
四
、
］
五
行
目
と
重
複
し
て
お
り
、
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
こ
と
が
判
る
。
以
後
、
真
言
が
多
く
割
付
が
定
か
で
な
い
が
、
九
↓
一
〇
a
↓
＝
枚
目
、
一
八
↓
一
九
↓
二
〇
↓
二
一
枚
目
の
接
続
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。
特
に
一
九
枚
目
一
二
、
一
三
行
目
に
は
本
来
な
い
経
文
が
記
さ
れ
て
お
り
二
行
分
後
ろ
に
ず
れ
る
が
、
以
降
も
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。
一
〇
枚
目
も
同
一
個
所
が
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
京
博
所
蔵
の
a
は
九
、
一
一
枚
目
と
う
ま
く
つ
な
が
る
が
、
射
和
文
庫
所
蔵
の
b
は
八
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
筆
跡
は
い
ず
れ
も
小
さ
め
の
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
区
別
が
困
難
で
あ
る
が
、
一
、
四
、
五
b
、
一
〇
b
、
一
五
枚
目
は
や
や
硬
い
感
じ
が
す
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
は
伸
び
伸
び
と
し
た
文
字
で
達
筆
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
セ
ッ
ト
は
二
一
枚
か
ら
な
り
、
二
一
枚
目
は
表
面
途
中
か
ら
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
三
巻
　
一
一
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
枚
目
に
同
一
個
所
の
重
複
が
見
ら
れ
、
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
こ
と
が
判
る
。
六
枚
目
ま
で
は
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
八
枚
目
表
面
が
一
行
分
前
へ
ず
れ
て
終
っ
て
い
る
。
以
降
、
］
二
～
一
四
枚
目
は
そ
の
ず
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
筆
跡
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
が
、
流
れ
る
よ
う
な
文
字
の
四
～
六
枚
目
、
硬
い
感
じ
の
八
、
一
二
、
＝
二
枚
目
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
の
手
に
よ
る
と
判
断
で
き
る
。
五
、
一
三
枚
目
で
は
「
元
」
、
六
、
八
枚
目
で
は
「
無
」
、
四
枚
目
で
は
「
無
」
「
元
」
の
両
方
を
使
用
し
て
お
り
、
筆
跡
と
は
合
致
し
な
い
。
一
セ
ッ
ト
は
一
四
枚
か
ら
な
る
。
　
四
巻
　
＝
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
、
二
枚
目
に
同
一
個
所
の
重
複
が
見
ら
れ
、
ニ
セ
ッ
ト
存
在
し
た
こ
と
が
判
る
。
東
博
所
蔵
の
二
枚
目
a
は
偶
部
分
を
無
視
し
、
一
行
分
後
ろ
へ
ず
れ
る
。
た
だ
し
、
五
枚
目
ま
で
の
間
は
真
言
が
多
く
割
付
が
定
か
で
な
い
の
で
、
ず
れ
が
継
続
す
る
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。
四
巻
は
ほ
と
ん
ど
が
真
言
な
の
で
割
付
が
困
難
で
あ
る
が
、
＝
枚
目
と
一
二
枚
目
の
間
で
四
行
分
前
へ
ず
れ
て
お
り
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い
。
京
都
大
学
所
蔵
の
一
枚
目
b
が
縦
長
の
文
字
で
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
い
ず
れ
も
や
や
乱
雑
な
感
じ
で
区
別
し
難
い
。
と
こ
ろ
で
、
二
枚
目
に
相
当
す
る
瓦
経
は
三
点
あ
り
、
完
形
の
東
博
所
蔵
品
と
破
片
の
個
人
所
蔵
品
が
同
一
個
所
を
記
し
て
お
り
別
個
体
で
あ
る
。
も
う
一
点
は
小
町
塚
瓦
経
を
焼
成
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
渥
美
半
島
伊
良
湖
瓦
窯
出
土
品
で
あ
る
。
瓦
窯
出
土
品
で
あ
る
以
上
こ
れ
は
失
敗
作
で
あ
り
、
埋
納
地
出
土
の
個
人
所
蔵
品
と
は
別
個
体
と
な
る
。
瓦
経
を
焼
成
し
そ
こ
な
っ
た
場
合
、
も
う
一
度
作
り
直
し
て
全
て
そ
ろ
う
よ
う
に
す
る
の
か
、
そ
の
瓦
経
は
欠
番
の
ま
ま
埋
納
す
る
の
か
は
、
経
塚
造
営
の
態
度
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
お
り
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
当
初
か
ら
三
セ
ッ
ト
作
っ
た
の
か
、
ニ
セ
ッ
ト
作
っ
て
失
敗
分
を
補
充
し
た
の
か
判
ら
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
の
経
巻
も
三
セ
ッ
ト
分
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
後
者
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
一
セ
ッ
ト
は
一
六
枚
か
ら
な
る
。
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五
巻
　
七
枚
分
確
認
で
き
る
。
真
言
が
少
し
入
る
が
、
八
枚
目
ま
で
は
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
九
枚
目
裏
面
は
罫
線
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
経
文
は
片
面
の
み
で
あ
る
。
一
四
枚
目
は
片
面
分
前
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
枚
目
の
片
面
瓦
経
か
ら
う
ま
く
つ
な
が
る
こ
と
が
判
る
。
二
、
四
枚
目
は
「
無
」
を
、
三
、
五
枚
目
は
「
元
」
を
使
用
し
て
い
る
。
全
部
で
一
六
枚
か
ら
な
る
。
　
六
巻
　
一
〇
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
～
三
枚
目
は
ほ
ぼ
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
六
枚
目
は
七
行
分
も
前
に
ず
れ
て
い
る
。
＝
～
一
三
枚
目
は
小
町
塚
規
格
か
ら
六
行
分
前
に
ず
れ
て
お
り
、
六
枚
目
と
の
つ
な
が
り
を
想
定
で
き
る
。
一
四
枚
目
に
相
当
す
る
瓦
経
片
が
京
都
大
学
に
二
点
、
奈
良
博
、
個
人
、
東
博
に
そ
れ
ぞ
れ
一
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
異
な
る
割
付
で
同
一
個
所
を
書
写
し
て
お
り
、
筆
跡
も
異
な
る
も
の
が
含
ま
れ
、
二
枚
の
瓦
経
に
復
原
で
き
る
。
す
な
わ
ち
京
都
大
学
の
一
点
と
奈
良
博
所
蔵
品
に
よ
る
a
、
個
人
、
東
博
、
京
都
大
学
所
蔵
の
も
う
一
点
に
よ
る
b
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
小
町
塚
規
格
で
冒
頭
よ
り
割
付
け
る
と
、
a
は
六
行
分
前
に
、
b
は
一
行
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
b
の
個
人
、
東
博
所
蔵
品
は
接
合
し
右
上
角
を
含
む
一
～
一
〇
行
目
が
判
り
、
裏
面
は
梵
字
を
含
む
奥
書
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
京
都
大
学
所
蔵
品
は
左
端
の
部
分
で
、
表
面
は
後
ろ
の
二
行
、
裏
面
は
始
め
の
三
行
が
判
る
。
表
面
後
ろ
か
ら
二
行
目
は
左
側
罫
線
が
見
え
ず
二
行
分
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
で
罫
線
を
消
し
て
本
来
の
行
数
以
上
書
き
記
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
真
言
が
含
ま
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
一
四
枚
目
b
の
表
面
に
は
一
七
行
分
の
経
文
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
最
終
面
で
あ
る
裏
面
も
最
後
の
行
ま
で
一
杯
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
文
を
詰
め
込
ん
で
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
跡
は
判
断
の
つ
き
か
ね
る
も
の
も
あ
る
が
、
二
、
三
、
六
、
一
二
、
一
三
、
一
四
枚
目
a
は
乱
雑
、
一
四
枚
目
b
は
比
較
的
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。
六
、
一
三
枚
目
は
「
元
」
、
三
枚
目
は
「
無
」
「
元
」
の
両
方
を
用
い
て
い
る
。
割
付
か
ら
、
六
、
一
一
～
三
二
、
一
四
枚
目
a
に
よ
る
一
セ
ッ
ト
、
一
四
枚
目
b
に
よ
る
一
セ
ッ
ト
を
想
定
で
き
よ
う
。
一
セ
ッ
ト
は
全
部
で
一
八
枚
か
ら
な
る
。
　
七
巻
　
六
枚
分
確
認
で
き
る
。
四
枚
目
は
三
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
始
ま
り
、
五
枚
目
に
も
受
け
継
が
れ
る
。
真
言
が
度
々
見
ら
れ
る
た
め
割
付
は
不
確
か
だ
が
、
一
一
、
一
二
枚
目
は
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
乱
雑
な
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
区
別
は
つ
か
な
い
。
全
部
で
二
四
枚
か
ら
な
る
。
　
大
日
経
は
一
、
二
、
三
、
四
、
六
の
各
巻
で
重
複
個
所
な
ど
か
ら
ニ
セ
ッ
ト
分
確
認
で
き
、
二
部
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
面
に
書
か
れ
る
行
数
が
小
町
塚
規
格
の
一
五
行
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
片
面
瓦
経
も
一
点
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
ず
れ
が
生
じ
、
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
割
付
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
丁
付
は
「
大
日
経
七
巻
九
」
「
大
日
一
巻
十
四
」
「
大
日
経
六
十
三
」
「
大
ミ
ニ
ミ
廿
一
」
の
よ
う
に
「
経
」
「
巻
」
を
入
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
二
、
三
巻
は
「
経
」
を
入
れ
ず
、
六
巻
は
「
経
」
を
入
れ
る
な
ど
少
し
は
規
則
性
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
同
じ
セ
ッ
ト
と
考
え
た
六
巻
三
枚
目
と
一
三
枚
目
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
日
経
六
巻
三
」
「
大
日
経
六
十
三
」
の
よ
う
に
「
巻
」
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
存
在
し
、
必
ず
し
も
規
則
性
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
丁
付
の
位
置
は
二
巻
二
一
枚
目
を
除
き
、
全
て
裏
面
欄
外
左
で
あ
る
。
二
巻
一
二
枚
目
は
表
面
欄
外
左
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
表
面
で
二
巻
が
終
了
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
、
原
則
と
し
て
大
日
経
の
丁
付
は
裏
面
欄
外
左
に
記
す
。
と
こ
ろ
で
、
一
巻
一
枚
目
、
三
巻
一
枚
目
b
の
丁
付
は
「
大
日
経
後
一
巻
一
」
「
大
日
後
三
巻
一
」
と
「後
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
大
日
経
は
二
部
作
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ッ
ト
を
区
別
す
る
の
に
一
方
に
「
後
」
を
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
日
経
一
部
七
巻
は
一
二
七
枚
か
ら
な
る
。
●
金
剛
頂
経
　
上
巻
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六
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
枚
目
冒
頭
は
経
巻
名
を
入
れ
る
た
め
、
二
行
目
か
ら
書
き
出
す
の
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
例
で
あ
る
が
、
金
剛
頂
経
で
は
訳
者
も
入
れ
る
の
か
、
三
行
分
取
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
前
提
に
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
、
二
、
六
、
七
枚
目
は
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
九
枚
目
は
二
行
分
前
に
一
二
、
二
二
枚
目
は
一
行
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
さ
め
の
文
字
で
一
字
一
字
丁
寧
に
書
い
て
お
り
、
区
別
は
困
難
で
あ
る
。
六
枚
目
は
「
世
」
「
笹
」
両
方
を
、
九
枚
目
は
「
世
」
、
一
二
枚
目
は
「
査
」
を
使
っ
て
い
る
。
全
部
で
一
五
枚
か
ら
な
る
。
　
中
巻
　
八
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
枚
目
は
上
巻
同
様
三
行
目
か
ら
経
文
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
一
、
二
枚
目
は
正
し
く
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
六
枚
目
は
三
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
七
枚
目
は
同
一
個
所
を
記
し
た
破
片
が
あ
り
ニ
セ
ッ
ト
存
在
す
る
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
個
人
、
豊
橋
市
立
美
術
館
所
蔵
品
か
ら
な
る
a
と
、
宇
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
瓦
経
と
宇
野
拓
二
点
か
ら
な
る
b
で
あ
る
。
前
者
は
三
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
始
ま
り
、
三
一
行
分
記
さ
れ
て
、
都
合
二
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
終
っ
て
い
る
。
後
者
は
五
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
九
、
一
〇
、
一
二
枚
目
も
二
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
お
り
、
六
↓
七
a
↓
九
↓
一
〇
↓
二
一
枚
目
は
う
ま
く
つ
な
が
る
。
筆
跡
は
一
二
枚
目
表
面
の
み
達
筆
で
雰
囲
気
が
違
う
が
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も
や
や
乱
雑
な
文
字
で
区
別
は
つ
か
な
い
。
一
、
二
、
七
枚
目
a
、
b
は
い
ず
れ
も
「
査
」
を
用
い
て
い
る
。
一
セ
ッ
ト
は
二
二
枚
か
ら
な
る
。
　
下
巻
　
一
〇
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
枚
目
は
や
は
り
三
行
目
か
ら
経
文
を
書
き
始
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
真
言
が
多
い
た
め
割
付
が
不
確
か
で
あ
る
が
、
連
続
し
て
残
っ
て
い
る
四
↓
（
六
a
）
↓
九
枚
目
の
六
枚
分
は
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
六
枚
目
は
同
一
個
所
の
重
複
が
あ
り
、
割
付
も
異
な
り
、
b
は
六
行
分
く
ら
い
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
一
三
枚
目
も
異
な
っ
た
割
付
で
同
一
個
所
の
重
複
が
見
ら
れ
、
東
博
所
蔵
の
二
点
か
ら
な
る
a
と
、
個
人
所
蔵
の
b
に
分
か
れ
る
。
後
者
は
前
者
よ
り
八
行
分
も
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
前
者
の
方
が
九
枚
目
か
ら
の
割
付
に
合
致
し
や
す
い
。
い
ず
れ
も
小
さ
め
の
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
区
別
は
困
難
で
あ
る
が
、
ニ
セ
ッ
ト
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
セ
ッ
ト
は
一
三
枚
か
ら
な
る
。
　
中
、
下
巻
で
ニ
セ
ッ
ト
分
確
認
さ
れ
て
お
り
、
二
部
作
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
。
大
日
経
同
様
一
面
の
行
数
が
小
町
塚
規
格
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
ず
れ
が
頻
繁
に
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
セ
ッ
ト
が
異
な
る
と
割
付
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
丁
付
が
見
ら
れ
る
も
の
は
少
な
い
が
、
「
金
頂
経
」
「
金
剛
頂
後
中
巻
七
」
「
金
剛
頂
経
下
六
」
「
金
剛
頂
経
下
巻
十
三
」
な
ど
と
様
々
で
あ
る
。
全
て
裏
面
欄
外
左
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
日
経
同
様
「
金
剛
頂
後
中
巻
七
」
「
後
」
（
下
巻
＝
二
枚
目
）
と
「
後
」
を
記
す
も
の
が
二
点
あ
る
。
別
の
セ
ッ
ト
に
「
金
剛
頂
経
中
七
」
「金
剛
頂
経
下
巻
十
三
」
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
、
や
は
り
二
部
の
セ
ッ
ト
を
区
別
す
る
た
め
に
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
剛
頂
経
一
部
三
巻
は
四
一
枚
か
ら
な
る
。●
蘇
悉
地
経
　
上
巻
　
二
二
枚
分
確
認
で
き
る
。
一
枚
目
は
三
一
行
分
記
さ
れ
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
、
二
、
三
枚
目
は
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
。
五
、
七
、
九
枚
目
も
そ
れ
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
が
、
九
か
ら
一
〇
枚
目
に
か
け
て
も
う
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
一
〇
か
ら
二
枚
目
に
か
か
る
時
一
行
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
＝
枚
目
の
残
っ
て
い
る
個
所
は
一
行
一
五
字
ま
た
は
一
六
字
書
写
が
ほ
と
ん
ど
で
、
小
町
塚
規
格
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
＝
か
ら
一
四
枚
目
の
間
は
真
言
が
多
い
の
で
不
確
か
だ
が
、
一
枚
と
片
面
分
の
経
文
が
間
に
入
る
と
思
わ
れ
る
。
以
降
一
八
、
一
九
枚
目
は
ほ
ぼ
問
題
な
く
続
く
が
、
一
九
枚
目
も
ほ
と
ん
ど
が
一
行
一
七
字
書
写
を
無
視
し
て
い
る
。
文
字
は
い
ず
れ
も
や
や
小
さ
め
で
乱
雑
に
書
か
れ
て
お
り
、
区
別
は
困
難
で
あ
る
。
五
枚
目
に
「
元
」
、
一
九
枚
目
に
「
無
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
行
の
字
数
な
ど
乱
れ
が
目
に
付
く
巻
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で
あ
る
。
全
部
で
二
九
枚
か
ら
な
る
。
　
中
巻
　
一
二
枚
分
確
認
で
き
る
。
二
枚
目
は
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
い
る
。
四
枚
目
は
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
始
ま
り
、
三
一
行
書
写
で
更
に
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
る
。
暫
く
資
料
が
な
い
が
、
一
二
枚
目
は
も
う
一
行
分
ず
れ
て
お
り
、
一
五
枚
目
冒
頭
は
更
に
一
行
、
合
計
四
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
の
一
五
枚
目
と
思
わ
れ
る
瓦
経
は
右
上
角
が
残
っ
て
お
り
、
両
面
の
行
数
が
判
る
資
料
で
あ
る
が
、
合
計
四
二
行
分
に
わ
た
っ
て
い
る
。
実
際
に
一
二
行
も
多
く
書
か
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
何
ら
か
の
原
因
で
、
途
中
の
経
文
が
脱
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
宇
野
拓
二
点
と
東
博
所
蔵
品
か
ら
な
る
一
枚
に
、
こ
の
一
五
枚
目
の
途
中
の
経
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
面
は
罫
線
と
若
干
の
梵
字
の
み
と
い
う
片
面
瓦
経
が
存
在
す
る
。
一
〇
行
分
し
か
判
ら
ず
、
両
端
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
割
付
も
不
明
で
あ
る
。
こ
の
瓦
経
が
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
品
の
脱
落
個
所
を
補
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
異
例
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
一
五
枚
目
は
こ
の
二
枚
の
瓦
経
か
ら
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
小
町
塚
規
格
か
ら
一
六
行
も
後
ろ
に
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
六
枚
目
は
異
な
っ
た
割
付
で
同
一
個
所
の
重
複
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
一
五
枚
目
に
つ
な
が
る
宇
野
拓
の
a
と
、
小
町
塚
規
格
か
ら
五
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
橿
考
研
、
個
人
所
蔵
品
二
点
か
ら
な
る
b
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
二
行
分
の
ず
れ
が
あ
り
、
セ
ッ
ト
を
考
え
る
に
は
都
合
が
い
い
。
一
八
枚
目
も
同
一
個
所
の
重
複
が
あ
り
、
割
付
は
異
な
る
。
東
博
、
個
人
所
蔵
品
か
ら
な
る
a
は
一
六
枚
目
a
か
ら
二
枚
後
、
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
の
b
は
一
六
枚
目
b
か
ら
二
枚
後
に
つ
な
が
る
。
a
に
は
「
蕪
悉
中
十
八
」
の
丁
付
が
あ
り
、
一
六
行
も
ず
れ
て
い
な
が
ら
も
一
八
枚
目
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
九
枚
目
は
小
町
塚
規
格
か
ら
九
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
真
言
が
入
る
が
、
一
二
枚
目
は
一
八
枚
目
a
の
割
付
の
方
が
合
致
し
や
す
い
。
丁
付
に
は
「
燕
悉
中
廿
一
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
二
二
枚
目
は
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
割
付
で
、
一
八
枚
目
b
の
流
れ
に
乗
っ
て
い
る
。
二
三
枚
目
は
二
一
枚
目
の
二
枚
後
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
二
、
四
、
一
二
、
一
五
a
、
一
六
、
一
八
a
、
一
二
枚
目
が
太
く
大
振
り
の
文
字
で
、
一
六
b
、
一
八
b
、
二
二
枚
目
が
細
く
縦
長
の
小
さ
め
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
四
枚
目
は
「
元
」
、
二
一
枚
目
は
「
無
」
が
使
わ
れ
て
お
り
、
筆
跡
と
は
合
わ
な
い
。
丁
付
は
一
八
a
、
二
一
、
二
三
に
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
蘇
悉
地
経
の
「
蘇
」
が
「
燕
」
に
な
っ
て
い
る
。
一
五
↓
一
六
a
↓
一
八
a
↓
一
二
↓
二
三
枚
目
が
一
セ
ッ
ト
、
一
六
b
↓
一
八
b
↓
二
二
枚
目
が
一
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
一
セ
ッ
ト
は
前
者
は
二
三
枚
、
後
者
は
二
四
枚
か
ら
な
る
が
、
前
者
は
一
五
枚
目
を
二
枚
で
構
成
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
も
二
四
枚
か
ら
な
る
と
言
え
る
。
　
下
巻
　
二
〇
枚
分
確
認
で
き
る
。
二
枚
目
は
一
行
分
、
四
枚
目
は
更
に
二
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
七
枚
目
と
九
枚
目
の
間
は
片
面
分
、
九
枚
目
と
＝
枚
目
の
間
は
片
面
と
二
行
分
の
経
文
し
か
な
い
。
二
二
枚
目
は
三
一
行
分
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
四
枚
目
は
そ
の
ず
れ
を
引
き
継
い
で
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
四
枚
目
に
は
「
蘇
三
巻
十
四
」
の
丁
付
が
記
さ
れ
て
お
り
、
片
面
瓦
経
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
分
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
一
八
枚
目
か
ら
二
三
枚
目
の
間
に
は
真
言
が
な
い
の
で
割
付
け
て
み
る
と
、
二
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
二
三
枚
目
に
相
当
す
る
個
所
は
、
奈
良
博
所
蔵
品
と
國
學
院
大
学
所
蔵
品
で
重
複
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
ず
れ
が
度
々
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
割
付
は
同
じ
で
あ
る
。
二
四
枚
目
は
う
ま
く
つ
な
が
る
。
二
五
枚
目
に
相
当
す
る
個
所
も
重
複
が
見
ら
れ
る
。
常
楽
寺
美
術
館
所
蔵
品
は
二
四
枚
目
に
う
ま
く
つ
な
が
る
が
、
個
人
、
京
博
所
蔵
品
か
ら
な
る
一
枚
は
一
行
分
前
に
ず
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
者
の
セ
ッ
ト
に
は
「
燕
後
下
之
」
「
廿
四
」
と
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
八
枚
目
、
一
〇
枚
目
に
片
面
瓦
経
を
想
定
し
た
が
、
通
常
通
り
両
面
に
書
写
さ
れ
て
い
れ
ば
一
枚
分
少
な
く
て
す
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
丁
付
は
正
に
そ
れ
を
示
す
も
の
で
、
個
人
、
京
博
所
蔵
品
か
ら
な
る
瓦
経
は
二
四
枚
目
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
大
阪
市
立
博
物
館
所
蔵
の
二
四
枚
目
を
a
、
個
人
、
京
博
所
蔵
品
を
b
と
す
る
。
更
に
二
枚
分
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
二
三
枚
目
と
し
た
奈
良
博
所
蔵
品
あ
る
い
は
國
學
院
大
学
所
蔵
品
の
い
ず
れ
か
も
二
二
枚
目
に
な
る
。
二
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六
、
二
七
枚
目
は
常
楽
寺
美
術
館
所
蔵
の
二
五
枚
目
に
う
ま
く
つ
な
が
る
が
、
二
七
枚
目
は
三
一
行
分
記
さ
れ
て
お
り
、
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
る
。
二
九
～
三
一
枚
目
は
こ
の
ず
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。
ま
た
二
六
、
二
九
、
三
一
枚
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「蘇
三
巻
廿
六
」
、
「
蘇
三
巻
廿
九
」
、
「
蘇
三
巻
舟
一
」
の
丁
付
が
あ
り
、
片
面
瓦
経
二
枚
分
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
二
、
七
、
九
、
一
一
、
一
二
、
一
四
、
一
八
、
二
三
、
二
四
a
、
二
六
、
二
七
、
二
九
、
三
〇
、
三
一
枚
目
は
一
字
一
字
丁
寧
に
書
い
て
い
る
の
に
対
し
、
二
二
、
二
四
枚
目
b
は
速
度
の
あ
る
筆
使
い
で
や
や
乱
雑
に
書
か
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
筆
跡
が
異
な
る
。
ま
た
、
丁
付
に
記
さ
れ
る
蘇
悉
地
経
の
「蘇
」
は
一
四
、
二
六
、
二
九
、
三
一
枚
目
で
は
「
蘇
」
と
書
か
れ
る
が
、
二
三
、
二
四
枚
目
b
に
は
「
蕪
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
前
者
の
丁
付
は
「
蘇
三
巻
十
四
」
「
蘇
三
巻
廿
六
」
「
蘇
三
巻
廿
九
」
「
蘇
三
巻
計
一
」
と
、
い
ず
れ
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
裏
面
欄
外
左
上
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
↓
九
↓
一
一
↓
一
二
↓
＝
二
↓
一
四
↓
一
八
↓
二
三
↓
二
四
a
↓
二
五
↓
二
六
↓
二
七
↓
二
九
↓
三
〇
↓
三
一
枚
目
が
一
セ
ッ
ト
、
二
二
↓
二
四
枚
目
b
が
一
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
一
セ
ッ
ト
は
前
者
は
三
二
枚
、
後
者
は
三
一
枚
か
ら
な
り
、
最
終
枚
裏
面
は
奥
書
で
あ
る
。
　
中
、
下
巻
で
ニ
セ
ッ
ト
分
確
認
で
き
、
二
部
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
全
体
に
誤
写
が
多
く
、
一
行
の
字
数
も
原
則
の
一
七
字
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
が
し
ば
し
ば
目
に
付
く
。
行
数
の
ず
れ
は
更
に
顕
著
で
、
片
面
瓦
経
も
四
枚
あ
り
、
下
巻
一
〇
枚
目
以
降
の
よ
う
に
セ
ッ
ト
が
異
な
る
と
枚
数
番
号
ま
で
違
っ
て
く
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
丁
付
は
「
燕
悉
地
経
上
十
九
」
「
燕
悉
中
十
八
」
「
蘇
三
巻
十
四
」
「蕪
後
下
之
廿
四
」
と
四
通
り
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
下
巻
の
一
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
全
て
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
通
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
「
蘇
」
「
蕪
」
の
異
体
字
が
同
じ
セ
ッ
ト
の
中
で
両
方
見
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
丁
付
は
い
ず
れ
も
裏
面
欄
外
左
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
二
経
典
同
様
、
「
燕
後
下
之
廿
四
」
と
「
後
」
を
記
す
も
の
が
あ
り
、
二
部
の
丁
付
を
書
き
分
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。
蘇
悉
地
経
］
部
三
巻
は
八
五
枚
、
或
い
は
八
四
枚
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
大
日
経
、
金
剛
頂
経
、
蘇
悉
地
経
の
秘
密
三
経
は
二
部
ず
つ
作
ら
れ
、
丁
付
に
「
後
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
。
原
則
と
し
て
裏
面
欄
外
左
に
丁
付
が
記
●
理
趣
経
（大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
品
）
　
六
枚
分
確
認
で
き
る
。
三
枚
目
表
面
が
一
行
分
前
に
ず
れ
て
い
る
が
、
以
降
は
そ
の
ず
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
全
て
小
さ
な
文
字
で
一
字
ず
つ
丁
寧
に
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
四
枚
目
は
「
元
」
、
六
枚
目
は
「
無
」
を
用
い
て
い
る
。
丁
付
が
記
さ
れ
る
の
は
「
理
趣
＝
「
理
五
」
の
二
点
で
、
い
ず
れ
も
裏
面
欄
外
左
で
あ
る
。
全
部
で
七
枚
か
ら
な
る
。
●
金
剛
界
礼
俄
文
　
三
枚
分
確
認
で
き
る
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
（
以
下
大
正
蔵
）
八
七
八
「
金
剛
頂
経
金
剛
界
大
道
場
毘
盧
遮
那
如
来
自
受
用
身
内
証
智
春
属
法
身
異
名
仏
最
上
乗
秘
密
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
三
摩
地
礼
讃
文
」
に
類
似
す
る
が
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
金
剛
界
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
熾
文
が
全
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
極
楽
寺
瓦
経
を
テ
キ
ス
ト
に
復
原
す
る
と
見
事
に
合
致
す
る
。
両
者
は
同
じ
テ
キ
ス
ト
か
ら
写
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
当
時
流
布
し
て
い
た
経
典
の
一
端
が
知
ら
れ
る
。
一
枚
目
表
面
は
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
面
は
一
行
一
七
字
以
上
も
し
く
は
一
面
一
六
行
書
写
に
よ
り
、
一
行
分
後
ろ
に
ず
れ
て
終
っ
て
い
る
。
三
、
四
枚
目
は
そ
の
ず
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
。
筆
跡
は
全
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
同
じ
で
あ
る
。
丁
付
は
「
金
剛
礼
讃
一
」
の
一
点
の
み
で
、
裏
面
欄
外
左
に
記
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
四
枚
か
ら
な
り
、
四
枚
目
裏
面
に
は
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
●
般
若
心
経
　
三
枚
分
確
認
で
き
る
。
東
博
、
個
人
、
京
博
所
蔵
の
a
は
小
町
塚
規
格
に
則
っ
て
お
り
、
裏
面
途
中
か
ら
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
射
和
文
庫
所
蔵
の
b
は
規
格
に
反
し
て
片
面
に
経
文
を
全
て
書
き
き
っ
て
お
り
、
裏
面
は
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
絵
』
所
載
の
図
は
片
面
の
み
で
裏
面
は
判
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一
72
村木二郎［作善業としての瓦経］
セ
ッ
ト
一
枚
で
あ
る
。
●
宝
薩
印
陀
羅
尼
経
　
宝
薩
印
陀
羅
尼
経
は
大
正
蔵
一
〇
二
二
B
コ
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
宝
薩
印
陀
羅
尼
経
」
を
テ
キ
ス
ト
に
復
原
で
き
る
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
所
蔵
拓
本
集
『文
所
古
瓦
彙
』
に
「
勢
州
行
基
菩
薩
経
文
瓦
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
拓
本
は
片
面
し
か
判
ら
な
い
が
、
小
町
塚
規
格
で
割
付
け
る
と
三
枚
目
裏
面
に
当
た
り
、
全
部
で
八
枚
か
ら
な
る
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
法
華
経
四
巻
一
七
枚
目
裏
面
に
宝
筐
印
陀
羅
尼
経
六
枚
目
裏
面
に
相
当
す
る
個
所
が
記
さ
れ
て
お
り
、
通
例
の
瓦
経
の
よ
う
に
表
裏
に
経
文
を
書
き
継
い
だ
も
の
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
資
料
の
増
加
を
待
っ
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
　
経
典
の
記
さ
れ
た
瓦
経
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
以
上
で
あ
る
。
宝
薩
印
陀
羅
尼
経
を
除
く
と
、
法
華
経
二
部
、
無
量
義
経
一
部
、
観
普
賢
経
一
部
、
大
日
経
二
部
、
金
剛
頂
経
二
部
、
蘇
悉
地
経
二
部
、
理
趣
経
一
部
、
金
剛
界
礼
繊
文
一
部
、
般
若
心
経
三
部
で
、
合
計
八
二
九
枚
に
な
る
。
　
ほ
か
に
も
、
梵
字
女
を
連
記
し
た
破
片
、
種
子
曼
茶
羅
（
胎
蔵
界
・
金
剛
界
・
法
華
）
、
願
文
の
み
の
瓦
経
な
ど
が
数
点
確
認
で
き
、
宝
筐
印
陀
羅
尼
経
も
含
め
、
あ
と
十
数
枚
は
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。
⑤
作
善
業
と
し
て
の
瓦
経
　
歴
博
所
蔵
『
伊
勢
山
田
小
町
家
瓦
経
集
』
な
ど
か
ら
新
資
料
を
加
え
、
管
見
の
及
ぶ
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
を
整
理
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
経
典
が
二
部
ず
つ
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
瓦
経
製
作
は
紙
本
経
の
写
経
に
比
べ
、
格
段
の
労
力
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
般
若
心
経
や
阿
弥
陀
経
の
よ
う
な
短
い
経
典
を
除
き
同
じ
経
典
を
数
部
作
る
例
は
少
な
く
、
大
日
寺
瓦
経
に
法
華
経
が
二
部
見
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
で
は
、
法
華
経
の
ほ
か
秘
密
三
経
も
全
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
二
部
作
ら
れ
て
い
る
（
表
1
）
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
二
箇
所
に
埋
納
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
小
町
塚
と
菩
提
山
に
そ
れ
ぞ
れ
一
部
ず
つ
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
為
、
秘
密
三
経
の
丁
付
に
「
後
」
と
記
し
、
焼
成
後
、
二
部
の
経
典
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
　
は
じ
め
に
記
し
た
通
り
、
『
伊
勢
山
田
小
町
家
瓦
経
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
（宇
野
拓
）
は
、
い
ず
れ
も
小
町
塚
出
土
品
と
み
な
せ
る
。
そ
こ
か
ら
、
二
部
存
在
す
る
瓦
経
を
ニ
セ
ッ
ト
に
分
け
、
宇
野
拓
が
含
ま
れ
て
い
る
セ
ッ
ト
を
小
町
塚
瓦
経
、
そ
う
で
な
い
方
を
菩
提
山
瓦
経
と
分
類
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
太
字
は
宇
野
拓
）
。
各地の瓦経塚表1
瓦　経　塚 旧国 紀年 法 義 観 大 頂 蘇 理 心 阿 他
小町塚・菩提山 伊勢 1174 ② ○ ○ ② ② ② ○ ③ ○
亀塚 山城 ○
盆山 山城 ○ ○ ○ ○ ○
最福寺 山城 1127 ○ ○
男山 山城 ○ ○
極楽寺 播磨 1144 ○ ○ ○ ○ ○
大日寺 伯書 1071 ② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ② ○
間山 美作 ○ ○ ○
安養寺第1 備中 ○ ○
安養寺第3 備中 1086 ○ ⑥ ○ ○
犬伏 阿波 1109 ○ ○ ○
筥崎 筑前 ○ ○
愛宕山 筑前 ○ ○ ○
飯盛山 筑前 1114 ○ ○ ○ ○ ○ ○
築山 肥前 1144 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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法
華
経
三
　
A
一
、
八
、
一
五
a
　
　
　
　
　
B
二
、
三
、
七
、
一
五
b
、
一
七
、
一
九
法
華
経
五
　
A
一
、
二
、
三
、
七
、
一
二
、
一
六
a
　
　
　
　
　
B
一
六
b
、
一
七
法
華
経
六
　
A
五
、
九
、
一
〇
、
一
八
　
　
　
　
　
B
七
、
　
一
一
、
　
一
五
法
華
経
七
　
A
＝
、
＝
一
、
＝
二
、
一
四
法
華
経
八
　
A
三
、
五
、
一
一
a
　
　
　
　
　
B
一
一
b
無
量
義
経
　
A
五
、
七
、
一
一
観
普
賢
経
　
A
一
、
三
、
四
、
六
、
七
、
八
、
九
、
＝
二
大
日
経
一
　
・
四
a
、
五
、
一
八
　
　
　
　
　
・
一
、
四
b
、
一
〇
、
一
四
、
一
七
大
日
経
二
　
A
五
a
、
六
、
九
、
一
〇
a
、
一
一
、
一
三
、
一
八
、
一
九
、
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
二
］
　
　
　
　
　
B
一
、
三
、
四
、
五
b
、
一
〇
b
、
一
五
大
日
経
三
　
A
八
、
一
二
、
＝
二
、
一
四
大
日
経
六
　
A
二
、
三
、
六
、
一
一
、
一
二
、
］
三
、
一
四
a
　
　
　
　
　
B
一
四
b
金
剛
頂
経
中
・
六
、
七
a
、
九
、
一
〇
、
一
二
　
　
　
　
　
・
七
b
金
剛
頂
経
下
A
四
、
五
、
六
a
、
七
、
八
、
九
、
二
二
a
　
　
　
　
　
B
六
b
、
＝
二
b
蘇
悉
地
経
中
A
一
五
、
一
六
a
、
一
八
a
、
二
一
、
二
三
　
　
　
　
　
B
一
六
b
、
一
八
b
、
二
二
蘇
悉
地
経
下
A
七
、
九
、
＝
、
一
二
、
二
二
、
一
四
、
一
八
、
二
三
、
　
　
　
　
　
　
二
四
a
、
二
五
、
二
六
、
二
七
、
二
九
、
三
〇
、
一
一
＝
　
　
　
　
　
　
　
B
二
二
、
二
四
b
　
　
理
趣
経
　
　
・
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
　
　
金
剛
界
礼
繊
・
一
、
三
、
四
、
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
A
が
小
町
塚
瓦
経
セ
ッ
ト
、
B
が
菩
提
山
瓦
経
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
法
華
経
六
巻
、
金
剛
頂
経
中
巻
に
は
ニ
セ
ッ
ト
に
ま
た
が
っ
て
宇
野
拓
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
時
焼
成
さ
れ
た
ニ
セ
ッ
ト
分
の
瓦
経
は
、
埋
納
の
際
、
若
干
の
混
乱
が
生
じ
、
菩
提
山
に
埋
納
さ
れ
る
べ
き
瓦
経
が
小
町
塚
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
小
町
塚
瓦
経
セ
ッ
ト
と
菩
提
山
瓦
経
セ
ッ
ト
が
同
時
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
。
法
華
経
六
巻
は
宇
野
拓
が
二
点
あ
る
セ
ッ
ト
を
A
と
し
た
。
無
量
義
経
は
観
普
賢
経
と
共
に
法
華
経
の
開
結
経
を
な
す
。
出
土
地
の
手
が
か
り
は
な
い
が
、
観
普
賢
経
に
宇
野
拓
が
含
ま
れ
る
た
め
、
無
量
義
経
も
小
町
塚
瓦
経
セ
ッ
ト
と
判
断
で
き
る
。
金
剛
頂
経
下
巻
六
枚
目
b
は
菩
提
山
か
ら
出
土
し
た
こ
と
が
判
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
［
津
田
一
九
七
六
］
、
そ
れ
を
含
む
セ
ッ
ト
を
B
と
し
た
。
金
剛
頂
経
中
巻
は
ど
ち
ら
の
セ
ッ
ト
に
も
一
点
ず
つ
宇
野
拓
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
が
小
町
塚
瓦
経
セ
ッ
ト
か
は
判
断
で
き
な
い
。
大
日
経
一
巻
、
理
趣
経
、
金
剛
界
礼
繊
文
も
い
ず
れ
と
も
決
定
付
け
る
資
料
は
な
い
。
今
後
確
実
に
小
町
塚
出
土
、
或
い
は
菩
提
山
出
土
と
判
る
資
料
が
増
え
る
の
を
待
っ
て
判
断
し
た
い
。
ま
た
、
丁
付
に
「
後
」
の
記
さ
れ
て
い
る
、
金
剛
頂
経
中
巻
七
枚
目
b
、
下
巻
一
三
枚
目
b
、
蘇
悉
地
経
下
巻
二
四
枚
目
b
は
い
ず
れ
も
菩
提
山
瓦
経
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
。
大
日
経
一
巻
一
枚
目
、
三
巻
一
枚
目
b
は
小
町
塚
か
菩
提
山
か
不
明
の
も
の
だ
が
、
「
後
」
が
菩
提
山
埋
納
の
た
め
の
印
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
両
者
も
菩
提
山
瓦
経
と
判
断
で
き
よ
う
。
た
だ
、
単
に
セ
ッ
ト
を
識
別
す
る
た
め
だ
け
に
付
さ
れ
た
か
も
知
れ
ず
、
今
回
は
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
　
以
上
、
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
の
復
原
結
果
か
ら
、
同
一
の
製
作
組
織
（
勧
進
集
団
）
が
二
箇
所
に
埋
納
す
る
瓦
経
約
八
五
〇
枚
を
作
成
、
一
度
に
焼
成
し
、
埋
納
す
る
際
多
少
入
り
混
じ
っ
て
し
ま
っ
た
過
程
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
だ
け
膨
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大
な
瓦
経
を
作
る
か
ら
に
は
、
杉
山
氏
の
言
う
よ
う
に
勧
進
集
団
が
窯
業
生
産
地
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
は
焼
き
損
じ
た
瓦
経
を
作
り
直
す
な
ど
、
一
枚
も
欠
け
る
こ
と
な
く
作
り
上
げ
る
こ
と
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
誤
字
脱
字
が
多
く
、
一
面
に
記
す
文
字
数
も
乱
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
埋
納
に
際
し
て
両
者
の
瓦
経
が
混
ざ
っ
て
お
り
、
杜
撰
な
一
端
が
窺
え
る
。
瓦
経
塚
造
営
と
い
う
非
常
な
労
力
を
要
す
る
事
業
は
、
極
楽
往
生
の
た
め
に
功
徳
を
積
む
と
い
う
作
善
業
に
は
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
作
り
上
げ
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
っ
た
。
経
巻
の
不
朽
と
い
う
瓦
経
な
ら
で
は
の
保
存
目
的
は
失
わ
れ
、
埋
納
の
際
に
は
全
巻
そ
ろ
っ
て
い
る
必
要
す
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
瓦
経
塚
は
経
塚
の
中
で
も
早
い
時
期
に
見
ら
れ
、
紀
年
銘
の
あ
る
も
の
で
は
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
の
大
日
寺
瓦
経
塚
か
ら
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
の
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
塚
ま
で
の
約
百
年
間
に
渡
る
。
経
塚
は
様
々
な
信
仰
を
背
景
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
、
初
期
の
も
の
に
は
弥
勒
信
仰
の
影
響
が
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
、
そ
れ
が
次
第
に
阿
弥
陀
信
仰
に
収
敏
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
五
六
億
七
千
万
年
後
の
弥
勒
如
来
の
下
生
ま
で
経
典
を
残
そ
う
と
い
う
弥
勒
信
仰
が
薄
れ
、
極
楽
往
生
の
た
め
の
作
善
業
と
し
て
の
意
味
が
強
調
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
瓦
経
は
紙
本
経
と
は
違
い
「
不
朽
」
を
意
図
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
弥
勒
信
仰
を
象
徴
す
る
経
塚
遺
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
稿
で
詳
細
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
は
、
経
典
の
保
存
に
対
す
る
意
図
が
薄
く
、
作
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
作
善
業
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
永
久
六
年
（
一
＝
八
）
豊
前
ベ
ラ
山
、
ハ
リ
ヤ
等
三
ヶ
所
に
埋
経
し
た
良
禅
、
保
安
元
年
（
二
二
〇
）
山
城
鞍
馬
寺
、
天
治
二
年
（
＝
二
五
）
紀
伊
粉
河
寺
に
埋
経
し
た
清
原
信
俊
、
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
豊
前
求
菩
提
山
上
宮
に
五
部
埋
経
し
た
隆
竪
、
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
肥
前
脊
振
山
に
一
二
部
埋
経
し
た
増
忍
ら
の
よ
う
に
、
複
数
の
経
塚
を
造
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
は
功
徳
を
多
く
積
む
と
い
う
量
的
作
善
業
の
表
れ
で
あ
る
。
杉
山
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
瓦
経
を
作
る
に
は
紙
本
経
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
労
力
を
要
し
、
量
的
作
善
業
と
し
て
の
側
面
が
窺
え
る
。
し
か
も
そ
れ
を
ニ
セ
ッ
ト
作
る
と
な
る
と
、
そ
の
功
徳
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
　
し
か
し
本
来
瓦
経
塚
は
経
典
を
実
際
に
地
下
に
保
存
す
る
と
い
う
点
で
、
紙
本
経
塚
と
は
質
的
に
異
な
る
経
塚
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
意
識
が
薄
れ
、
紙
本
経
塚
と
同
じ
目
的
で
造
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
塚
を
最
後
に
紀
年
銘
を
有
す
る
瓦
経
塚
は
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
に
つ
い
て
は
、
奥
書
な
ど
か
ら
様
々
な
背
景
が
推
定
で
き
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
華
や
か
な
た
め
か
、
経
文
の
同
定
作
業
か
ら
瓦
経
を
復
原
し
て
い
く
と
い
う
基
礎
研
究
か
ら
の
声
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
今
回
新
た
な
資
料
を
加
え
、
長
年
蓄
積
さ
れ
て
き
た
基
礎
研
究
の
成
果
を
整
理
し
て
み
る
と
、
銘
文
か
ら
だ
け
で
は
判
ら
な
い
多
く
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
各
地
に
散
逸
し
た
瓦
経
の
復
原
と
い
う
基
礎
研
究
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
地
道
に
復
原
作
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
諸
先
生
方
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
　
本
稿
を
草
す
る
に
当
た
っ
て
、
次
の
方
々
か
ら
御
助
言
、
御
協
力
を
頂
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
天
野
卓
哉
　
新
居
協
子
　
大
野
真
規
　
小
野
山
節
　
加
藤
隆
昭
　
阪
口
英
毅
　
関
隆
　
竹
田
憲
治
　
時
枝
務
　
難
波
洋
三
　
根
鈴
輝
雄
　
古
川
毅
　
松
田
光
　
松
本
隆
晶
宮
小
路
賀
宏
宮
川
禎
一
森
下
章
司
山
中
一
郎
山
本
哲
也
山
本
博
利
参
考
文
献
網
干
善
教
　
一
九
七
六
　
日
本
文
化
史
論
叢
』
網
干
善
教
　
一
九
七
七
網
干
善
教
　
一
九
七
八
「
関
西
大
学
考
古
学
資
料
「
瓦
経
」
片
の
復
原
」
『
柴
田
実
先
生
古
希
記
念
「國
學
院
大
学
蔵
「
瓦
経
」
片
の
復
原
研
究
」
『
國
學
院
雑
誌
』
七
八
－
九
「
関
西
大
学
考
古
学
資
料
「
瓦
経
」
片
の
復
原
（
そ
の
二
）
」
『
関
西
大
学
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史
泉
』
五
二
網
干
善
教
網
干
善
教
網
干
善
教
網
干
善
教
網
干
善
教
網
干
善
教
網
干
善
教
網
干
善
教
　
念
網
干
善
教
　
集
』
網
干
善
教
安
藤
孝
一
石
田
茂
作
石
田
茂
作
一
九
七
九
a
「
「
瓦
経
」
資
料
解
説
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
　
考
古
学
論
孜
』
三
一
九
七
九
b
「
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
を
主
と
す
る
瓦
経
の
復
原
」
『
南
都
仏
教
』
四
二
一
九
七
九
c
「
瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察
」
『
鷹
陵
史
学
』
六
一
九
八
〇
a
「
瓦
経
片
の
復
原
試
考
」
『
関
西
大
学
　
史
泉
』
五
四
一
九
八
〇
b
「
宝
海
天
神
社
蔵
の
瓦
経
復
原
考
」
『
仏
教
の
歴
史
と
文
化
』
一
九
八
一
「
東
大
寺
伊
良
湖
瓦
窯
跡
出
土
の
瓦
経
の
復
原
」
『
南
部
仏
教
』
四
七
一
九
八
二
a
「
瓦
経
片
の
復
原
研
究
」
『
肝
陵
　
二
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
八
二
b
「
伊
勢
小
町
塚
出
土
の
瓦
経
に
つ
い
て
（
一
）
」
『
小
野
勝
年
博
士
頒
寿
記
　
　
東
方
学
論
集
』
　
　
　
　
　
一
九
八
六
「
大
阪
長
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
瓦
経
に
つ
い
て
」
『
関
西
大
学
　
文
学
論
　
　
創
立
百
周
年
記
念
号
　
　
　
　
　
一
九
八
八
「
瓦
経
の
復
原
的
研
究
」
『
斎
藤
忠
先
生
煩
寿
記
念
　
考
古
学
叢
考
』
　
　
　
　
　
一
九
九
七
「
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
塚
の
研
究
」
『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
三
二
　
　
　
　
　
一
九
二
七
「
経
塚
」
『
考
古
学
講
座
』
二
〇
　
　
　
　
　
一
九
五
八
「
瓦
経
の
研
究
」
『
瀬
戸
内
考
古
』
ニ
ー
一
（
『
仏
教
考
古
学
講
座
』
三
　
一
　
九
七
七
に
再
録
）
伊
勢
市
立
郷
土
資
料
館
　
一
九
九
一
『
伊
勢
の
経
塚
』
大
脇
正
一
　
一
九
二
〇
「
伊
勢
出
土
金
剛
頂
経
瓦
経
に
就
て
」
『
考
古
学
雑
誌
』
　
＝
⊥
二
奥
村
秀
雄
　
一
九
六
五
「
伊
勢
地
方
に
お
け
る
埋
経
」
『
M
U
S
E
U
M
』
一
六
七
奥
村
秀
雄
　
一
九
六
八
「
伊
勢
小
町
塚
出
土
の
瓦
経
」
『
考
古
学
雑
誌
』
五
三
－
二
鎌
木
義
昌
編
　
一
九
六
三
『
安
養
寺
瓦
経
の
研
究
』
京
都
国
立
博
物
館
　
一
九
八
一
『
瓦
経
』
黒
田
慶
一
　
一
九
九
八
「
第
n
章
　
名
所
旧
跡
と
瓦
類
第
－
節
出
土
地
不
明
」
『
甲
陽
学
院
所
蔵
　
旧
「
宇
津
保
文
庫
」
考
古
資
料
目
録
』
瓦
編
杉
山
洋
　
一
九
八
五
「
京
都
の
瓦
経
」
『
仏
教
芸
術
』
一
六
二
高
野
孤
鹿
　
一
九
七
四
『
筑
前
愛
宕
山
瓦
経
の
研
究
』
田
熊
信
之
・
天
野
茂
編
　
一
九
九
四
『
宇
野
信
四
郎
蒐
集
－
古
瓦
集
成
』
千
葉
幸
伸
　
一
九
七
九
「
四
国
の
瓦
経
」
『
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報
』
四
津
田
守
「
　
一
九
七
六
「
菩
提
山
出
土
の
瓦
経
に
つ
い
て
」
『
伊
勢
郷
土
史
草
』
一
二
豊
橋
市
美
術
博
物
館
　
二
〇
〇
〇
『
東
観
音
寺
展
』
中
村
善
則
　
一
九
九
入
「
瓦
経
資
料
に
つ
い
て
」
『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
　
一
四
名
古
屋
市
博
物
館
　
一
九
九
二
『
瓦
礫
舎
』
名
古
屋
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
皿
難
波
田
徹
　
一
九
七
九
「
瓦
経
片
の
復
原
的
研
究
」
『
M
U
S
E
U
M
』
三
五
二
難
波
田
徹
　
一
九
八
〇
「
瓦
経
十
七
片
に
つ
い
て
」
『
学
叢
』
四
難
波
田
徹
　
一
九
八
一
a
「
瓦
経
の
規
格
性
」
『
M
U
S
E
U
M
』
三
六
六
難
波
田
徹
　
一
九
八
一
b
「
瓦
経
片
の
復
原
的
考
察
」
『
立
命
館
史
学
』
二
奈
良
国
立
博
物
館
　
一
九
八
五
『
経
塚
遺
宝
』
姫
路
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
九
『
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
』
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
　
一
九
六
五
「
願
文
よ
り
見
た
瓦
経
塚
造
営
の
意
趣
」
「
岡
山
史
学
』
　
一
五
間
壁
忠
彦
　
一
九
九
三
「
美
作
問
山
瓦
経
」
『
古
文
化
談
叢
』
三
〇
…
上
松
本
隆
昌
　
一
九
九
九
「
重
要
文
化
財
　
肥
前
築
山
瓦
経
塚
の
研
究
報
告
」
『
仏
教
芸
術
』
二
四
四
三
重
県
立
博
物
館
　
一
九
八
六
『
三
重
県
立
博
物
館
資
料
目
録
』
二
　
考
古
矢
島
恭
介
　
一
九
五
七
「
播
磨
極
楽
寺
の
瓦
経
資
料
」
『
古
代
』
二
五
、
二
六
合
併
号
八
尋
和
泉
　
一
九
八
二
「
筑
前
飯
盛
山
瓦
経
（
前
篇
）
」
『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
八
和
田
千
吉
　
一
九
〇
一
「
播
磨
の
瓦
経
及
願
文
考
」
『
考
古
界
』
一
－
一
、
二
和
田
年
弥
　
一
九
九
〇
「
伊
勢
小
町
塚
瓦
経
の
復
原
研
究
」
『
國
學
院
雑
誌
』
九
一
－
九
註（
1
）
　
遺
物
を
指
す
場
合
は
瓦
経
、
瓦
経
を
埋
納
し
た
遺
跡
を
指
す
場
合
は
瓦
経
塚
と
呼
ぶ
。
（
2
）
　
紙
に
書
い
た
経
典
（
紙
本
経
）
を
埋
納
す
る
一
般
的
な
経
塚
を
紙
本
経
塚
と
呼
ぶ
。
（
3
）
　
大
日
経
三
巻
六
枚
目
の
、
か
わ
ら
美
術
館
所
蔵
「
菩
提
山
出
土
」
瓦
経
と
歴
博
所
蔵
「
小
町
　
　
塚
出
土
」
瓦
経
拓
本
は
接
合
す
る
。
（
4
）
　
蘇
悉
地
経
下
巻
二
三
枚
目
の
、
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
瓦
経
は
「
伊
勢
菩
提
山
小
町
塚
出
　
　
土
」
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
5
）
　
宇
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
瓦
経
は
資
料
番
号
を
付
け
て
、
「
宇
野
二
」
　
　
な
ど
と
呼
ぶ
。
小
町
塚
瓦
経
以
外
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
欠
番
が
出
る
こ
と
に
な
る
。
（
6
）
　
関
西
大
学
の
所
蔵
品
は
出
土
地
不
明
と
さ
れ
て
お
り
小
町
塚
瓦
経
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
　
　
止
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
の
拓
本
の
存
在
に
よ
り
小
町
塚
瓦
経
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
⑳
⑳
　
　
⑪
⑳
⑭
⑲
の
例
も
同
様
で
あ
る
。
（
7
）
　
「
無
」
と
い
う
文
字
は
「
元
」
「
無
」
、
「
世
」
に
つ
い
て
は
「
垂
」
「
世
」
両
方
の
異
体
字
が
　
　
用
い
ら
れ
て
い
る
。
書
き
手
の
区
別
に
使
え
る
か
と
思
い
判
断
材
料
の
ひ
と
つ
に
し
て
み
た
。
　
　
し
か
し
、
同
じ
面
に
両
方
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
同
一
人
物
が
両
方
使
っ
て
い
る
よ
う
　
　
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
こ
れ
ら
の
文
字
遣
い
も
記
し
て
お
く
。
（
8
）
　
飽
く
ま
で
も
小
町
塚
規
格
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
で
あ
る
。
（
9
）
　
こ
れ
は
ニ
セ
ッ
ト
の
瓦
経
が
い
ず
れ
も
短
い
間
に
一
字
分
前
に
ず
れ
た
、
ま
た
は
誤
っ
た
テ
　
　
キ
ス
ト
か
ら
ニ
セ
ッ
ト
の
瓦
経
が
作
ら
れ
た
、
と
考
え
る
よ
り
は
、
枚
が
変
わ
る
際
に
杜
撰
な
　
　
写
経
に
よ
っ
て
重
複
し
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
＝
枚
目
で
生
じ
た
ず
れ
　
を
こ
こ
で
意
図
的
に
解
消
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
1
0
）
　
開
結
二
経
を
記
さ
ず
法
華
経
だ
け
を
埋
納
す
る
例
は
多
い
。
ほ
ぼ
全
容
の
判
る
極
楽
寺
、
安
76
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養
寺
第
一
、
同
第
三
瓦
経
塚
は
そ
の
例
で
、
大
日
寺
瓦
経
塚
も
法
華
経
は
二
部
あ
る
が
無
量
義
　
経
と
観
普
賢
経
は
一
部
ず
つ
し
か
な
い
。
（
1
1
）
　
網
干
善
教
氏
は
大
正
蔵
八
七
六
「
金
剛
頂
経
喩
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
」
で
復
原
し
て
　
　
い
る
が
、
こ
れ
も
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
［
網
干
一
九
七
九
c
］
。
（
1
2
）
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
『
播
磨
国
極
楽
寺
経
塚
出
土
瓦
経
拓
本
』
を
参
照
し
た
。
（
1
3
）
　
表
2
の
「
法
」
は
法
華
経
、
「
義
」
は
無
量
義
経
、
「
観
」
は
観
普
賢
経
、
「
大
」
は
大
日
経
、
　
　
「
頂
」
は
金
剛
頂
経
、
「
蘇
」
は
蘇
悉
地
経
、
「
理
」
は
理
趣
経
、
「
心
」
は
般
若
心
経
、
「
阿
」
　
　
は
阿
弥
陀
経
を
指
す
。
ま
た
複
数
部
存
在
す
る
も
の
は
②
の
よ
う
に
示
し
た
。
（
1
4
）
　
こ
の
セ
ッ
ト
は
、
製
作
時
点
に
お
い
て
有
効
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
埋
納
の
際
に
は
混
乱
が
　
生
じ
て
い
る
た
め
、
菩
提
山
瓦
経
が
小
町
塚
に
埋
納
さ
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
小
町
塚
か
ら
出
　
　
土
し
た
瓦
経
は
小
町
塚
瓦
経
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
用
語
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
本
来
菩
　
提
山
に
埋
納
す
べ
く
意
図
し
た
も
の
を
菩
提
山
瓦
経
セ
ッ
ト
、
小
町
塚
の
も
の
を
小
町
塚
瓦
経
　
　
セ
ッ
ト
と
呼
ん
で
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
考
古
研
究
部
）
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
二
日
受
理
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
二
日
審
査
終
了
）
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表2　小町塚・菩提山瓦経片リスト
経 巻 枚 資料番号 所　蔵 丁　付 個所 文　献 備　考
法 1 6 浦口町連合会 伊勢市教委1991K37
8 伊勢市立郷土資料館
10宇野拓1－22 歴博（拓本）
京博 難波田1980①
12 神戸市博 十二 裏左中 中村1998（1）
京博 難波田1979　（1）
南勢町民俗資料館 網干1988一
18
京博1981
2 2 文化庁 二巻 裏左上 網干1981一
7 京博 難波田1980②
10 10宇野拓1－29 歴博（拓本）
17 國學院大 網干1977①
18 京博 難波田1980③
3 1 國學院大 網干1977②
三重県博 三重県立博物館1986
2 個人
3 水木606 歴博
7 個人
8 京都大
15a 宇野拓1－21 歴博（拓本）
15b 伊勢市立郷土資料館
17 京都大
19 皇学館大考古研 伊勢市教委1991B43
4 1 関西大 網干1982a①
宇野拓2－30 東博
3 京都大
6 関西大 網干1982a②
橿考研 網干1979a一①
8 個人
個人
10 宇野拓1－6 歴博（拓本） 四巻十枚 裏左上
宇野拓2－15 歴博（拓本）
京都大
14 國學院大 網干1977④
17 個人
京都大
5 1 宇野拓2－21 歴博（拓本） 裏面宝筐印陀羅尼経
2 個人 五巻二 表右中
國學院大 網干1977⑤
3 宇野拓1－3 歴博（拓本） 五巻三 表右上
橿考研 網干1979a一②
7 関西大 網干1982a③
宇野拓2－7 歴博（拓本）
12 かわら美術館 五巻十一 表右中 丁付は五巻十二の誤り
個人
16a 中山欽文氏 五巻十六 表右上 津田19761
16b 浦口町連合会 伊勢市教委1991K35
射和文庫 津田19763（H）
17 奈良博 五巻 裏左中 網干1979b⑲
6 3 京博 難波田1979（2）
5 奈良博 網干1979b⑳
宇野拓1－20 歴博（拓本）
7 宇野拓1－17 歴博（拓本）
9 個人 六巻九 表右上
個人
10 宇野拓1－36 歴博（拓本）
11 個人
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経 巻 枚 資料番号 所　蔵 丁　付 個所 文　献 備考
15 個人
橿考研 網干1979a一③
18 早稲田大 六巻十八 表左下 奈良博1985 表面途中から奥書
7 2 個人
3 東博
4 名古屋市博 京博1981
7 龍谷大（拓本） 網干1982b一① 「いせ小町塚之古瓦』
8 東博 七巻八 表右中
11 宇野拓1－43 歴博（拓本）
宇野拓2－11 歴博（拓本）
宇野拓2－26 歴博（拓本）
宇野拓2－27 歴博（拓本） 七巻十一 裏右上
宇野拓1－2 歴博（拓本）
12 宇野拓1－37 歴博（拓本）
宇野拓2－14 歴博（拓本）
宇野拓2－5 歴博（拓本）
かわら美術館
宇野拓2－24 歴博（拓本） 七巻 表左中
宇野拓1－9 歴博（拓本）
宇野拓2－22 歴博（拓本） 十二 表左中
13 國學院大 網干1977⑦
宇野拓2－17 歴博（拓本）
宇野拓仁23 歴博（拓本） 三 裏右上
14 水野孝文氏 網干1979c⑨
かわら美術館 網干1979c⑩ 神谷儀八氏旧蔵
宇野拓1－42 歴博（拓本）
宇野拓2－20 歴博（拓本）
宇野拓2－29 歴博（拓本） 七巻十四 裏右上
16 京都大
8 3 龍谷大（拓本） 網干1982b一② 「いせ小町塚之古瓦』
宇野拓1－1 歴博（拓本）
5 個人
11a 東博
11b 京博 八巻十一 裏左上 難波田1981a（7）
義 5 個人
7 常楽寺美術館 難波田1981b（5）
11 浦口町連合会 伊勢市教委K36
13 浦口町連合会 伊勢市教委K34
観 1 東博
3 個人
4 京都大
6 奈良博 網干1979b　21
7 京都大 普賢七 裏右中
8 宇野拓2－13 歴博（拓本）
9 橿考研
13 宇野拓1－19 歴博（拓本） 網干1979a一④
大 1 1 個人 大日経後一巻一 裏左中
4a 京都大
4b 神戸市博 中村1998（5）
かわら美術館
5 京都大
10 個人
14 喜田川忠之氏 大日一巻十四 裏左中 和田1990A
浦口町連合会 和田1990A 井村栄一氏旧蔵
喜田川忠之氏（拓本） 和田1990A 三村清三郎氏拓本帖
個人 和田1990A
17 個人
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経 巻 枚 資料番号 所　蔵 丁　付 個所 文　献 備　考
18 個人 裏面奥書
個人
2 1 京都大
3 東博（拓本） 名古屋市博1992 『古瓦揚影張込帖』
4 奈文研（拓本） 法金剛院蔵『古瓦譜』
5a かわら美術館
5b 東博（拓本） 名古屋市博1992 『古瓦揚影張込帖』
6 個人 大日口六 裏左中
9 京博 大日 裏左中 難波田1980④
個人
個人
10a 京博 大日二巻十 裏左中 難波田1980⑤
10b 射和文庫 津田19763（皿）
11 宇野3 歴博
個人
関西大 網干1978③
13 京都大 巻十三 裏左中
関西大 網干1988三
個人
15 大手前女子学園 伊勢市教委1991K40
18 宇野拓1－12 歴博（拓本）
宇野拓1－16 歴博（拓本）
19 水木603 歴博 き二十口 裏左上
宇野拓1－40 歴博（拓本）
宇野拓1－32 関西大 網干1978④
水野孝文氏 網干1979c③
個人
20 京博 難波田1981a（5）
21 個人 裏面奥書
不明 和田1990D 裏面奥書
個人 大ミニき廿一 表左上 両面奥書
3 1a 喜田川忠之氏（拓本） 和田1990D
1b 京都大 大日後三巻一 裏左上
2 東博 大日三巻二 裏左上
京都大
水木601 歴博
3 水木602 歴博
京博 難i波田1980⑥
奈良博 網干1979b　26
神谷達也氏 網干1980一②
4 宇野拓1－18 関西大 網干1976（一）
個人
5 大阪市博 大日三 裏左上 網干1986（3）
宇野拓2－3 歴博（拓本）
6 かわら美術館
宇野拓1－10 歴博（拓本）
8 宇野拓1－27 関西大 網干1978（二）
宇野拓2－2 歴博（拓本）
12 京博 難波田1980⑦
宇野拓1－7 歴博（拓本）
個人
13 個人
國學院大 網干1977⑧
國學院大 網干1977⑨
宇野拓1－33 歴博（拓本）
宇野拓2－1 歴博（拓本）
14 喜田川忠之氏（拓本） 和田1990F 三村清三郎氏拓本帖
80
［作善業としての瓦経］・…　村木二郎
経 巻 枚 資料番号 所　蔵 丁　付 個所 文　献 備　考
喜田川忠之氏 和田1990F
4 1a 瀧島聡一郎氏 和田1990E
東博
喜田川忠之氏 和田1990E
喜田川忠之氏 和田1990E
1b 京都大
1a 東博 大日経四巻二過去僧定禅 裏左中 奈良国立博物館1985
2b 個人
2c 文化庁 網干19812
5 個人
8 東博 巻八 裏左上
橿考研 網干1979a一⑤
10 東博
11 龍谷大（拓本） 網干1982b二 『いせ小町塚之古瓦』
12 個人
14 個人
5 2 個人
3 個人
4 関西大 網干1982a④
個人
5 宇野拓2－12 関西大 網干1978（二）
個人
8 京都大
9 京都大 裏面罫線のみ
14 東観音寺 豊橋市美術博物館2000
6 1 宇野拓1－11 歴博（拓本）
2 個人 大日経 裏左中
3 宇野拓1－4 歴博（拓本） 日経六巻三 裏左中
6 宇野拓2－28
11 奈良博 網干1979b　28
12 京都大 大日経六 裏左中
13 京都大 大日経六十三 裏左下
個人
14a 京都大
奈良博 網干1979b　27
14b 個人 裏面梵字混じり奥書、僧聖賢
東博 裏面梵字
京都大
7 4 個人
5 東博 日経七巻五 裏左上
個人
9 國學院大 大日経七巻九 裏左上 網干1977⑩
11 京都大
12 関西大 網干1982a⑤
個人
14 個人 大日七巻十四 裏左上
頂 上 2 東博 金頂経 裏左上
6 宇野拓2－23 歴博（拓本）
宇野拓1－15 歴博（拓本）
宇野拓1－39 歴博（拓本）
7 宇野拓1－14 歴博（拓本）
9 個人
知立市教育委員会
12 大脇正一 大脇1920
13 東博
宇野拓1－13 歴博（拓本）
宇野拓1－35 歴博（拓本）
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経 巻 枚 資料番号 所　蔵 丁　付 個所 文　献 備　考
中 1 京都大
2 宇野拓1－31 歴博（拓本）
6 京都大
7a 個人
豊橋市美術博物館 金剛頂経中七 裏左下 網干1980a二
7b 宇野2 歴博 金剛頂後 裏左上
宇野拓2－25 歴博（拓本） 中巻七 裏左上
宇野拓2－9 歴博（拓本）
9 個人
10 宇野拓2－18 関西大 網干1976（三）
12 京都大
下 2 個人
東博
4 個人
知立市教育委員会
5 橿考研 網干1979a一⑥
6a 個人
京都大 金剛頂経下六 裏左中
奈良博 網干1979b　34
6b 熊谷貞雄氏 津田19765
7 個人
8 関西大 網干1982a⑥
京都大
9 個人 下九 裏左中
13a 東博 金剛頂経下巻十三 裏左上
東博
13b 個人 後 裏左上 裏面奥書
蘇 上 1 東博
2 宇野拓2－4 歴博（拓本）
3 國學院大 網干1977⑬
5 個人 上五 裏左中
7 宇野拓1－30 歴博（拓本）
9 京博 難波田1980⑧
10 神谷儀八氏 網干1979c④
京都大
京都大
11 個人
14 宇野拓1－26 歴博（拓本） 12、13いずれか片面
18 個人 口上十八 裏左中
伊良湖小学校 網干1988五
19 京都大 蕪悉地経上十九 裏左上
個人
個人
22 かわら美術館
23 個人
2 個人
4 個人
12 個人
15 かわら美術館
15 宇野拓1－25 関西大 網干1978⑤ 裏面罫線のみ
宇野拓1－24 歴博（拓本） 裏面梵字
東博 裏面梵字
16a 宇野拓1－28 歴博（拓本）
16b 橿考研 網干1979a⑦
個人
個人
18a 東博 燕悉中十八 裏左上
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経 巻 枚 資料番号 所　蔵 丁　付 個所 文　献 備考
個人
18a かわら美術館
19 京都大
21 個人 燕悉中廿一 裏左上
個人
22 個人
23 東博 蕉悉地経中 裏左中
喜田川忠之氏（拓本） 廿三僧隆口 裏左中 和田1990H 三村清三郎氏拓本帖
喜多川忠之氏 和田1990H
下 2 龍谷大（拓本） 網干1982b三 『いせ小町塚之古瓦』
4 個人
7 個人
9 京博 難波田1980⑨ 8は片面
11 東博 10は片面
甲陽学院 黒田1998
12 伊勢市立郷土資料館
13 國學院大 網干1977⑫
14 東博 蘇三巻十四 裏左上
宇野拓1－38 歴博（拓本）
18 神戸市博 中村1998（6）
22 國學院大 蒸 裏左中 網干1977⑪
23 奈良博 網干1979b　41
24a 大阪市博 網干1979a　9
24b 個人 廿四 裏左上
京博 蕪後下之 裏左上 難波田1980⑩
25 常楽寺美術館 難波田1981b　6
26 京都大 蘇三巻廿六 裏左上
27 個人
宇野拓1－41 歴博（拓本）
29 常楽寺美術館 難波田1981b（7）
かわら美術館 蘇三巻廿九 裏左上 網干1979c⑤ 神谷儀八氏旧蔵
宇野拓2－8 歴博（拓本）
30 宇野拓仁8 歴博（拓本）
宇野拓2－6 関西大 網干1976四
宇野拓2－10 関西大 網干1978⑥
31 個人 蘇三巻舟一 裏左上
宇野拓1－5 歴博（拓本）
32 宇野拓2－19 歴博（拓本） 裏面奥書
理 1 服部和彦氏 理趣一 裏左上 網干1979c①
2 個人
3 個人
4 小山正文氏 網干1979c②
5 東博 理五 裏左上
6 名古屋市博 名古屋市博1992 『瓦礫舎古瓦譜』
個人
礼 1 個人 金剛礼讃一 裏左上
神谷達也氏 網干1980①
3 京博 難波田1980⑪
京都大
4 京博 難波田1980⑫ 裏面奥書
心 1a 東博 裏面奥書
個人 裏面奥書
京博 難波田1980⑬
1b 射和文庫 僧聖賢 表左下 津田19763（1） 裏面奥書
1c 不明 伊勢市教委1991 『伊勢参宮名所図絵』
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Gakyo，　fOr　the　Aim　to　be　Reborn　in　Para（lise：by　the　Restoration　of　Gakyo
Buried　at　Ise・Komachizuka　and　Ise・Bodaisan
MURAKI　Jiro
Kyozuka，　or　sutra　mo皿ds，　used　to　be　made　under　the　influences　of　various　factors　such　as　the
faiths　in励夕oゐ〃（Maitreya），　andα励∂α（Amitabha）．　As　the　time　passed　by，　this　became
converged　to　the　Amida　faith　that　one　would　pray　fOr　the　peaceful　life　after　peaceful　death　by
making　a　sutra　mound　as　an　act　of　doing　merit．
　　　Besides　common　sutras　inscribed　on　paper，　there　used　to　be　Gakyozuka（rooftile　sutra
m皿hds），　where　clay　plates　engraved　with　sutras　and　then　baked　were　buried．　Compared　to
paper　sutras　that　decay，　the　rooftile　sutras　were　believed　to　be“permanent”and　therefore
could　remain　existent　until　the　Maitreya　was　born　down　into　this　world．　This　is　why　rooftile
sutras　have　been　regarded　as　the　symbol　of　sutra　mounds　according　to　the　Maitreya　faith．
　　　For　the　Ise－Komachizuka　sutra　mound　and　the　Bodaisan　sutra　mound，　there　was　a　confusion
of　the　archaeological　remains　as　those　rooftiles　were　produced　at　the　same　time　and　then
buried　into　each　of　the　mounds．　However，　there　is　a　fragment　of　a　rooftile　sutra　in　the　collection
of　rubbings　owned　by　the　National　Museum　of　Japanese　History　and　is　identified　as　excavated
from　Komachizuka．　By　analyzing　the　piece，　it　has　proved　that　the　remains　in　both　mounds　were
mixed　from　the　very　beginning　of　the　burial．　This　means　that　the　largest　emphasis　was　placed
on　the　production　itselt　rather　than　the　process　of　burial　and　prepervation．　Based　upon　this　fact，
this　paper　clarifies　the　point　why　roof－tile　sutras　were　no　longer　made　from　that　time　on，　by
demonstrating　that　the　sutra　mounds　in　Komachizuka　and　Bodaisan，　where　the　most　recent
rooftile　sutras　engraved　with　the　year　were　found，　reflect　little　innuence　of　the　Maitreya　faith，
and　that　they　were　rather　a　product　of　the　Amida　faith　as　an　act　of　doing　merit　just　as　paper
sutra　mounds　in　those　days．
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